




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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義父パパがぼくに甘すぎます








プロローグ









「パ……パ？」

　見上げるほど大きな大人の男の人は、呟つぶやくように言った七なな瀬せの言葉に身を屈かがめると、ちゃんと視線を合わせて笑いかけてくれた。

「そうだよ」

「……でも……」

「ん？」

「でも……ぼく……ママが……」

　自分にはパパはいない。ずっとそう思ってきた。

　それを知ったのは、母親に初めて公園に連れてきてもらった時。

　そこには七瀬と変わらない歳の子供が大勢いて、名前を教え合い、楽しく遊んでいた。けれどその時、七瀬はその子たちが《パパ》と呼ぶ大人の男の人の存在に初めて気づいた。

『ママ、ぼくのパパは？』

　その時、母は何と答えただろうか。一いつ生しよう懸けん命めい思い出そうとしていると、不意に身体からだが持ち上げられた。

「うわぁ」

　こんなにも高い視界は初めてで、思わず口がぽかんと開いてしまう。

　そんな七瀬に、男の人は言った。

「迎むかえに来るのが遅おそくなって悪かった。今日からはずっと一いつ緒しよだよ」

「いっしょ？」

「ああ」

　本当にずっと一緒なのだろうか。目の前の人は本当に父親なのかと、七瀬はすぐ側そばにいる母親へと視線を向ける。

「ママ、ほんと？」

「……ええ」

「ぼくの、パパ？」

　小さな声で呼ぶと、よくできましたというようにふんわりと抱だきしめられる。

　こんなふうに大人の男の人に抱きしめられるのも初めてで、緊きん張ちように身体が硬かたくなってしまうが、軽々と抱き上げる腕うでは安心できるし、とてもいい匂においがする。

（ぼくにも、パパがいたんだ）

　今度からは一緒に公園に行って遊べるし、この春入学した小学校の運動会にも来てくれるのかもしれない。

「ママ！」

　ようやくじわじわと嬉うれしさがこみあげてきて、七瀬は満面の笑えみで母親を見る。

「ぼくのパパ！」

「……七瀬……」

「パパ、パパ、パパ！」

　何を言っていいのかもわからず、ただその単語だけを叫さけびながらギュッと首に抱き着くと、密着した身体が小さく震ふるえているのが伝わってくる。どうやら笑われているらしい。

「可愛かわいいな、七瀬は」

「パパ？」

「子供がこんなに可愛いなんて……想定外だ」

　小さく何事か呟いていたが、七瀬の耳には届かない。

　その時は初めての《父親》という存在に興奮していて、ただただ強く目の前の身体にしがみついていた。
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　パンが焼ける良い匂いがする。

「う……ん」

　思わず鼻を動かした七瀬は、慌あわてて起き上がった。

　反射的に見た枕まくらもとの携けい帯たい電でん話わの時刻はもう七時半を過ぎている。

　焦あせって布ふ団とんを撥はね除のけた七瀬は、そのまま部屋を飛び出してリビングに駆かけ込んだ。

「ごめんっ、寝ね坊ぼうした！」

「おはよう、ナナ」

　そんな七瀬を穏おだやかな笑みで出で迎むかえてくれたもう一人の住人は、ゆっくりとキッチンスペースから出てくるとクシャッと七瀬の髪かみを撫なでた。

「すごい寝ね癖ぐせだよ」

「ほ、ほんと？」

「もう朝食の用意はできているから顔を洗ってきなさい」

「う、うん」

　ちらっと見たダイニングテーブルには、既すでに二人分の朝食が用意されている。

　七瀬は視線を目の前の人物に戻もどした。

「ごめん、和かずさん」

　寝ね起おきの見苦しい自分とは違ちがい、ネクタイはまだしていないものの、真っ白なワイシャツを腕まくりしてギャルソン風の黒いエプロンをしているのは、和さん───西さい園おん寺じ和かず彦ひこだ。

　もう三十代も後半だというのに若々しく、同性の目から見ても格好いい人は、ダークブラウンの髪を軽く後ろに撫でつけていて、フレームレスの眼鏡の奥の目も優やさしい焦こげ茶の瞳ひとみだ。

　身長がようやく一七〇センチを超こえた七瀬とは違い、一八〇センチを大きく超えている西園寺は、大学に入学する歳になる七瀬をいまだ子供扱あつかいし、こうやって機会を見つけては髪をかき撫でてくれる。

　幼いころはその手の優しさがくすぐったくて嬉しくて、自分から頭を持っていったものだ。そのたびに、西園寺は面めん倒ど臭くさがらず撫でてくれた。七瀬にとって彼の大きな手で頭を撫でられるのは一種のご褒ほう美びのようなものだ。

　今さら手伝うことはなさそうで、そのまま引き返して洗面所に向かった。冷たい水で顔を洗い、顔を上げて鏡に映る自分の顔をじっと見る。

「……自分でちゃんとするって決めたばっかりなのに……何やってるんだよ、俺」　>>>♥

　昨日、高校を卒業した。そして、その機会に、七瀬は自分のことは自分でしようと固く決心した……つもりだった。

　それなのに、翌日から寝坊とは。昨日卒業祝いと称しようして外食をし、帰ってきたのが遅くなったのは西園寺も一緒だ。自分の甘さを痛感して深く落ち込んでしまうが、いつまでも洗面所に蹲うずくまっていてもしかたがない。

　せめて食事の後片付けをし、掃そう除じと洗せん濯たくをしてと頭の中で段取りを考えながら、七瀬はもう一度顔を洗って部屋に戻り、着き替がえてリビングに戻った。

「うわ、美味おいしそう」

「飲み物はどうする？」

「あ、自分で。和さんもコーヒーでいいんだよね？」

「ああ」

　そうは言っても、挽ひきたてのコーヒーは既に淹いれられてあるので、後はカップに移すだけの作業だ。七瀬はそれぞれ専用のカップを出した。これは七瀬が高校に合格した時、祝いだからと連れて行ってもらった海外旅行の土産みやげだ。互たがいが互いのを選んだのだが、七瀬は西園寺に似合わないポップで可愛いものにした。

　きっと使わなくなって、結局七瀬のものになるだろうと思っていたが、意外にも西園寺は気に入ってくれて、家では頻ひん繁ぱんに使っている。

　そんなことを思い出して思わず笑みながらコーヒーを注つぎ、二個とも牛乳をたっぷり入れてテーブルの上に置いた。

　その間にスープが入ったカップを持った西園寺が、通りすがりに七瀬の髪を撫でる。せっかく綺き麗れいに整えたのに、また乱れてしまったかもしれない。細くて柔やわらかな七瀬の髪は案外纏まとめ難にくいのだ。

「じゃあ、いただきます」

「どうぞ」

　テーブルの上にはちょうど良い焦げ目のパンにサラダ、ソーセージ付きのハムエッグが並べられている。男二人の生活なので朝食から手をかけることはほとんどないが、それでも誰だれかの作った物というのはとても美味しい。いや、それは気のせいではなく、趣しゆ味みが高じて調理師の免めん許きよまで取った西園寺の腕は確かだ。

　わざわざバターまで塗ぬってくれているトーストを食べながら、七瀬は忘れないうちに西園寺に言った。

「今日は寝坊したけど、明日から家事は俺に任せてくれていいから。大学が始まるまで暇ひまを持て余しているし、和さんの方が忙いそがしいんだからね」

　頑がん張ばって勉強して合格した大学は都内なので、七瀬は家から通学することが決まっている。本当は高校を卒業すると同時に家を出るつもりだったが、西園寺が頑がんとして許してくれなかったのだ。基本的に七瀬に甘い西園寺だが、それは駄だ目めだと最初から言われてしまった。

　確かに、一人暮らしをするのにも金がかかってしまうし、それは結局西園寺の負担になる。まだ自分で稼かせぐことができないうちは、申し訳ないが頼たよらざるをえないのだ。

「そんなに忙しくないよ」

「噓うそ。社長さんなんだから忙しいはずだよ」

　だからこそ、せめて家事くらいは自分が担当すると宣言したが、その時から西園寺は二人の家なのだから二人で負担しようと言っていた。しかし、それでは働いている西園寺の負担が増えるばかりだ。

「でも……」

「どちらか一方に負担を強しいるやり方はあまりよくないんじゃないかな。ナナはまだ学生なんだから、もっと甘えてほしいんだけれど」

「……甘えてるよ？」

　西園寺に自覚はないのだろうか。七瀬は首を傾かしげたが、西園寺の笑みは深まるばかりだ。

「もっと、だよ」

「そ、そう？」

「そう」

　目の前で甘く笑う西園寺の眼まな差ざしにじわじわ顔が熱くなり、七瀬はごまかすように黙だまってコーヒーを口にする。

（……やっぱり砂糖入れたらよかった）

　西園寺の真似まねをして高校生の時から飲み始めたコーヒー。苦いそれはいまだ慣れないが、動どう揺ようする気持ちを落ち着けるのには良い刺し激げきだ。

「大学生になってからの生活リズムは追い追い考えればいい。それよりも、今日は一いつ緒しよに家を出るんじゃなかったかな？」

「……あっ」

　からかうように言われ、七瀬はハッと思い出した。今日は明日から始めるバイト先への挨あい拶さつに行く予定だったのだ。

「そんなに急ぐと喉のどに詰つまるよ」

　一気に慌ただしく食事を進める七瀬を見て笑いながら、西園寺も優ゆう雅がに、そして旺おう盛せいに食事を再開する。

（……迷めい惑わくかけないようにしないと）

　自分と母親と、そして西園寺と。ずっと一緒にいられることに、何の疑問も抱いだいていなかった日々。

　しかし、それは意外にも呆あつ気けなく終わりを告げた。

　二人が結けつ婚こんした二年後、母親が病に倒たおれたのだ。

　ただの風邪かぜかと思っていたのにそれが酷ひどくなって、母親はあっという間に天国に逝いってしまった。

　それでも、七瀬が普ふ通つうに生きてこられたのは、父親として西園寺が変わらず側そばにいてくれたからだ。

　血の繫つながらない自分にも、本物の家族と変わらないくらいの愛情を与あたえ続けてくれた西園寺。今まではしてもらうばかりだったが、大学生になるのだから、少しは楽をさせてあげたい。

　そのためには、まずは自分で生きる力をつけなくては。

　もう一度自分自身に念を押した七瀬は、食事の後西園寺の運転する車でバイト先に向かった。もちろん、バイトに行くのに車で向かうなんてと思わないでもないが、西園寺に背中を押されてしまうと遠えん慮りよする言葉も飲み込んでしまう。

　向かっているのは、都心の一等地にある高層ビル。そこの一階にあるカフェのバイトに七瀬は合格していた。

　そこへ、西園寺が同行する必要はまったくない。まったくないのだが───。

　車で十五分ほどで目的地に着いた。地下駐ちゆう車しや場じように車を滑すべり込ませた西園寺は、七瀬がシートベルトを外している間に車を降り、わざわざ助手席のドアを開けてくれる。

「あ、ありがとう」

「行こうか」

　軽く背中を押されながらビルの中に入り、エレベーターに乗り込む。着いた先は一階だ。

　エレベーターのドアが開くと、ちょうど出勤時間に重なったのか明るく広いロビーには多くの人ひと影かげがあった。

　その中の数人のスーツ姿の男たちがこちらを見、足早に近づいてきたかと思うと西園寺に向かって頭を下げる。

「おはようございます」

「おはようございます、社長」

「おはよう」

　鷹おう揚ように頷うなずいた西園寺の後ろで、七瀬は居い心地ごこち悪く身体からだを小さくした。

（和さんの会社の人たちだったんだ）

　一緒に来たくなかったのは、このビルに西園寺が経営する会社のオフィスが入っているからだ。どうやら育ちが良いらしい西園寺は、誰もが知っている海外の有名大学の出身で、その在学中に今の会社を起こしたと聞いている。このビルの中に確か三フロア、西園寺のオフィスがあるらしいが、賃貸料だけでもとんでもない金額になりそうだ。

　そもそも、ここのバイトを紹しよう介かいしてくれたのは西園寺だし、こうなるんじゃないかとうっすらと予想していたけれど、いざ体験すると居心地が悪い。

　オーダーメイドのスーツを着こなし、まるでモデルのように整った容姿で目を引く西園寺は別格だが、目の前にいる男たちもお洒落しやれな明るめのスーツを着た目立つ存在だ。それとは対照的にラフなシャツとジーンズ姿の七瀬の姿は浮ういていて、意識してみればこちらに視線が集まっている気がする。

（や、やっぱり、別々に来た方がよかった……）

　今さら遅おそいかもしれないが、とりあえずは早々に目立つ場所から立ち去りたい。

　七瀬はそろりと後あと退ずさったが、不幸にもそのうちの一人と目が合ってしまった。

「社長、彼は？」

　オフィスビルには不似合いな、いかにも学生といった七瀬に興きよう味み津しん々しんの様子だが、できれば見み逃のがしてほしかった。

　西園寺に迷惑をかけないようにどう説明しようか口くち籠ごもる七瀬とは対照的に、西園寺はあっさり七瀬の立場を告げた。

「息子むすこだ」

「息子さんっ？」

「マジですかっ？」

　社長に向けるのにはどうかと思う言こと葉ば遣づかいの男たちはもちろん、七瀬も言っても良かったのかと驚おどろいて西園寺を見上げる。すると、こちらを見下ろしていた西園寺と視線が合い、茶色の目が優やさしく細まるのが見えた。そうすると、目じりに少しだけ笑い皺じわができるのが七瀬は好きだった。

「マジだ。私の可愛かわいい息子の七瀬だ」

　何の衒てらいもなく言う西園寺に、七瀬は顔が熱くなってしかたがない。それでも、西園寺が恥はずかしく思わないよう、ぎこちなく頭を下げた。

「ち、父がお世話になっています。息子の、七瀬です」

　すると、下げた髪かみをクシャリと撫なでられる。

「私の自じ慢まんの息子だ」

　自慢げに言われ、七瀬の顔が瞬しゆん時じに染まる。すると、

「……可愛い」

　なんだか信じられない言葉が聞こえた。

「可愛いだろう？」

　しかし、どうやらそれは七瀬の空耳ではなかったらしく、西園寺が嬉うれしそうに答えている。

「社長の顔、崩くずれてる……」

「社内の女の子たちが見たら悲鳴を上げそうだな」

　上司に向けるには不ふ遜そんな言葉だが、西園寺はまったく気にした様子がない。

　この場をどうしたらいいのかと七瀬は一人焦あせるが、しばらく部下と談だん笑しようしていた西園寺がちらりと腕うで時ど計けいに目をやって言った。

「そろそろカフェが開く時間だ。その前に挨拶に行くんだろう？」

「う、うん」

　きちんと時間を見ていたらしい西園寺に、七瀬も時計を見て慌あわてて頷く。忙いそがしくなる前に済ませようとこの時間に来たのに、開店時間を過ぎてしまうとかえって迷惑になるかもしれない。

「行こうか」

「え？」

「久く能のうに少し遅おくれると伝えてくれ」

「はい、わかりました」

　あっさりと話を打ち切った西園寺に背中を押されて歩き始めてすぐ、七瀬は戸と惑まどってその横顔を見上げた。

「あ、あの、和さん？」

「カフェはこっちだ」

　そのままビルの一階に入っているカフェに迷いなく進み始める西園寺に、七瀬の困こん惑わくはますます深くなった。同じビル内のカフェなので、百歩譲ゆずって送ってもらうことは納なつ得とくできる。しかし、日々忙しい西園寺にわざわざカフェまで連れて行ってもらうなど考えもしなかった。

「和さん、仕事は？　挨あい拶さつなら俺、ちゃんとできるから」

「最初だけでも、親としてきちんと挨拶をしておきたいと思ってね」

「そ、そんなもん？」

　にっこり笑って言われると、そうなのかなと納得してしまう。

　バイトぐらいでと頭の片かた隅すみでは思っていても、同じビル内なので西園寺も気にしてくれているのだろう。

　そんな西園寺の気遣いが嬉しい反面、七瀬はさっきから気になっていたことを口にした。

「……良かったの？」

「ん？」

「俺のこと……その、会社の人に言っちゃって……」

　西園寺が七瀬の母と結けつ婚こんした時、かなり騒さわぎになったというのはなんとなく覚えていた。

　おそらくそれは西園寺自身のスペックと、そんな西園寺が子持ちの女性と結婚したということが理由だろうと今ならわかる。

　当時、まだ七瀬が幼かったので会社関係で顔を合わせる人は西園寺の秘書くらいしかおらず、その後母が亡なくなってしまってからは特に、会社とは関かかわりがなかった。多分、今社内で西園寺が子持ちだと知る人は少ないのではないだろうか。

　西園寺の今後を思うと七瀬が表に出ることはあまり良くないと思うが、当の西園寺は笑えみを消さないままさらりと言った。

「私が親おや馬ば鹿かだというのは社内で有名だからね。噂うわさのナナを見て、あんまり可愛くて驚いたんだろう」

「え……」

　いったいどんな話をしているんだと少し心配になるものの、西園寺の公おおやけの部分でも自分の存在が認みとめられているというのはくすぐったい気分だ。

「ほら、急ごうか」

「うん」

（……店長、びっくりするだろうな……）

　親が挨拶に来るのは、おそらくあまりないはずだ。

　もしかしたら親おや馬ば鹿かだと思われるかもしれないが、七瀬はそこまで自分のことを思ってくれる西園寺の気き遣づかいが嬉しかった。










『バイト、したいんだ』

　大学に合格した時、七瀬はすぐに西園寺に告げた。家族ではあっても、血の繫がっていない西園寺に、いつまでも甘えていてはいけないと思っていたからだ。本当は高校生の時からしたかったが、学業優先だと言われて押し切ることができなかった。

　しかし、大学生になると環かん境きようはがらりと変わる。勉強も当然難しくなるが、空く時間もかなりあるだろう。

　高校生までは気にしつつ甘えられても、大学は行かせてもらうという気持ちが強い。

　それに、いずれは独り立ちをするのだ。世間の常識を何も知らないまま社会に出るよりも、バイトという仕事を通して様々な人間関係を学んでおきたい気持ちが強かった。

　そのことを一いつ生しよう懸けん命めい説明し、初めは難色を示していた西園寺も最後には納得してくれて、いざ自分で探そうとした時、なぜか西園寺に彼のオフィスが入っているビルの一階にあるカフェで働くことを提案された。もちろん、自分で探したいとも告げたが、

『まだ近くにいてくれないと寂さびしいよ』

　───イケメンの懇こん願がんする姿というのは破は壊かい力があり過ぎる。それに加え、西園寺の秘書である久能基もと弥やにも、

『我が社の平へい穏おんのためにも、ここは折れてくれ』

　と、頭を下げられてしまった。西園寺はもちろん、幼いころから可愛がってくれている久能の頼たのみを断るなどできるはずもなく───。




「……まさか、西園寺社長が直々に挨拶に来られるとは」

「すみません。バイトの挨拶なのに保護者同どう伴はんなんて……」

　恐きよう縮しゆくする七瀬の隣となりで、西園寺も頭を下げる。

「ご迷めい惑わくとは思ったんですが、この子の初めてのバイトなので心配で……。もちろん、私のことは関係なく、厳しく指導してください。よろしくお願いします」

　一保護者としてそう挨拶をする西園寺に、最初はその思おも惑わくを測りかねていたらしい店長の相あい田だも苦笑を向けてくれた。

「はい、承知しました。七瀬くん、明日からよろしく」

「は、はいっ、よろしくお願いしますっ」

　七瀬は深く頭を下げた。

　すべてが御お膳ぜん立だてされた状じよう況きように思うところがないわけではない。それでも、七瀬にとっては自身のプライドよりも西園寺の気持ちの方が大切だった。彼が安心できるなら、できるだけその意向に添そいたい。

　一応西園寺の名前は出していなかったらしく、久能の紹介ということでカフェの面接を受け、無事に採用された。最強の縁えん故こ採用かもしれないが、七瀬の働く意い欲よくは満々だし、評価は厳しく自分自身に付けてほしい。

　頭を上げた七瀬は、隣にいる西園寺を見上げた。

「一いつ緒しよに挨拶をしてくれてありがとう。もう大だい丈じよう夫ぶだから仕事に行って」

　すると、西園寺はしばらく七瀬を見下ろしていたが、ふっと息をつくと七瀬の髪を撫でて言った。

「気をつけて帰りなさい。車にも気をつけて、変な奴やつにはついて行かないように」

「はい」

　ここで、子供じゃないからと言えばまた話は長くなる。既すでに学習済みの七瀬が素す直なおに頷うなずけば、西園寺は苦笑するように目を細めた。

「早く帰るから」

「行ってらっしゃい」

　強く頷くと、ようやく西園寺はカフェから出て行った。

　七瀬は安あん堵どの息を吐はき、まだこの場に残ってくれている相田に向かって再び頭を下げる。

「変なところを見せてすみません」

「いや……いつもクールな西園寺社長の意外な面を見ることができて得したかな。きっと、それだけ七瀬くんが可愛いんだろうね」

　人からはそう見えるのだろうか。

　七瀬にとって西園寺はとても子こ煩ぼん悩のうな人で、初めて会った時から可愛がられたという記き憶おくしかない。それは愛情だけではなく、会社の社長で七瀬たち親子の前に現れた時は既にそれなりの業績を挙げていた彼は、今に至るまで豊かな生活を送らせてくれている。

　そのことに、七瀬は深く感謝していた。西園寺は親なら当たり前だと言うが、確かに親ならばそうかもしれない。

（でも……俺たちは、違ちがうから）

「じゃあ、明日は朝から入ってくれるね」

「はい。よろしくお願いします」

　頭を下げてカフェから出るころには、既に開店の準備は終わっていた。開店は朝の九時、そして閉店は午後八時だ。大学に入学する四月まではできるだけ毎日出るつもりだ。少しでも早く仕事を覚えたいし、何よりも働きたい。

　ただ、バイトが忙しいからと家事の手を抜ぬくことは絶対にしないつもりだ。

　足早にロビーを出た七瀬は、ふと振ふり返ってビルを見上げる。都心の一等地にある高層ビル。

「……すごいよな」

　出入りする人間も、街を歩く人々も、七瀬の目から見れば仕事のできるエリートたちだ。ラフな姿の自分が恥はずかしく、慌てて踵きびすを返して地下鉄の駅に急いだ。

　ちょうど入ってきた電車に乗り込み、通勤ラッシュのピークが過ぎた後の空席に座ると、七瀬は鞄かばんの中から携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「やっぱり」

　そこには、西園寺からの着信がある。画面を開くと不細工な猫ねこが泣いているスタンプが押してあり、

【久能が厳しい】

　端たん的てきなメッセージが残されていた。多分、遅ち刻こくしたことを怒おこられているのだろう。

　思わず笑えみが浮うかび、すぐに返信をしようと思ったが止やめた。返信をすれば、しばらくやり取りが続いてしまうからだ。それではまた、久能に叱しかられてしまう。

「……頑がん張ばって」

　画面に向かって呟つぶやき、七瀬は電源を落とした。




　西園寺が七瀬の前に現れたのは、小学校に入学してすぐのころだ。

　若くて恰かつ好こいい西園寺をパパと呼びたいのに気き恥はずかしくて、「和パパ」と呼んでいた。

　それでも、夜ベッドにもぐり込んで一緒に眠ねむったり、男同士で風ふ呂ろに入って髪かみを洗ってもらったり、七瀬にとって西園寺は欲しくてたまらなかった父親そのものだった。

　西園寺と暮らすようになってからは、母にも笑顔が多くなった。今思えば、何よりもそのことが嬉うれしかった気がする。

　しかし、母が病気になった。

　ずっと一緒だった母が入院したという事実だけでもショックだったのに、日々弱って瘦やせていく母は、幼い七瀬から見てももうすぐいなくなってしまうのではないかと不安でたまらなくさせるほどだった。

　母が亡なくなる数日前、病室に西園寺がいない時に七瀬は母に話があると静かに言われた。

『和パパは、七瀬の本当のお父さんじゃないの。ごめんね、七瀬。ごめんなさい……』

　涙なみだ声ごえで、それでも淡たん々たんと告げられた七瀬は、母親の葬そう式しきを終えた時ようやく、そのことを西園寺に告げた。

　本当は、西園寺にそのことを告げるのは怖こわかった。母が亡くなった今、七瀬が頼たよれるのは西園寺しかいない。可愛かわいがってくれた西園寺が、血が繫つながっていないからと七瀬を捨てるのを想像するだけで夜も眠れず、泣いてばかりいるせいで西園寺を心配させてしまった。

　だが、母との秘密をいつまでも胸の中に押し止とどめていられなかった。もしかしたら、病気のせいで母は混乱していたかもしれない。七瀬は西園寺に、噓うそだと言ってほしかった。

　二人は本当の親子だと、馬ば鹿かなことを考えるなと笑ってほしかった。

　七瀬が生まれた時は仕事が忙いそがしくて側そばにいられなかっただけで、遅おそくなったが本当のパパだから迎むかえに来てくれたのだと──。

『和パパは……僕の、本当のパパじゃないの？』

　その時に西園寺が見せた一いつ瞬しゆんの動どう揺ようを、七瀬は見み逃のがさなかった。

　七瀬の表情を見て、西園寺も覚かく悟ごをしたのだろう。大きな手で頭を撫なでた後、少し席を外して再び戻もどった時、その手には一枚の写真があった。

　涙で潤うるんだ目で見た写真には、記憶よりもずっと若い、制服姿の母親と、制服姿の男が一緒に写っていた。記念写真ではなく、たぶん偶ぐう然ぜんに撮とったのだろう、二人ともこちらを見ていない。

　男には目元にホクロがあって、どう見ても西園寺とは別人だった。

『これ……』

『恵え理りさんと一緒に燃やそうと思っていたんだが……』

　西園寺は最後まで言わなかったが、きっとこの写真に写っている人が七瀬の本当の父親なのだろう。

　自分と似ているところなんてわからない。制服を着ているせいかどうしても知らないお兄さんにしか見えず、七瀬は目の前の西園寺を縋すがるように見た。

　二年しか一緒に暮らしていないのに、七瀬にとって父親という存在は西園寺しかいない。

　しかし、本当の父親でないのなら、母親が亡くなった今自分はどうしたらいいのだろうか。

『ぼ、僕……』

　しゃくりあげながら必死に話しかけようとした七瀬に、

『ナナは、私の息子むすこだよ』

　西園寺は迷いなく言い切った。

『養よう子し縁えん組ぐみと言ってね、恵理さんと結けつ婚こんした時、ナナはちゃんと私の籍せきに入っている。本当は認にん知ちという形で、私の息子にしたかったんだけれどね。恵理さんが、ナナが自分の考えで決めるまで待ってほしいって言っていて……』

　こんなに早く逝いってしまうとは思わなかった。

　そう呟いた西園寺の顔が泣きそうで、七瀬は思わずその首に抱だき着いた。

　自分だけが悲しいと思っていたが、それは大きな間ま違ちがいだ。母が好きで結婚した西園寺も、きっとすごく悲しんでいる。大人だから人前で泣くことができなくて、余計に心の中は悲しみでいっぱいになっているに違いなかった。

『僕が、僕がずっと和パパと一いつ緒しよにいる！』

　西園寺は一人ではない。母の分も、自分がこの先ずっと一緒にいると決めた。




　不思議と、あの時の西園寺との会話は一言一句覚えている。

　西園寺はその言葉通り、血が繫がっていない七瀬を本当に愛して可愛がってくれた。

　忙いそがしいはずなのに、できるだけ朝晩の食事を用意し、夜は家にいられる時間を作ってくれた。休みの日にはあちこちへ連れて行ってくれて、寂さびしいと思う暇ひまも与あたえてくれなかった。母の喪そう失しつは大きなもののはずなのに、それ以上に西園寺とのたくさんの楽しい思い出で塗ぬり替かえてくれたから、この十年の記憶は楽しいことばかりだ。

　でも、それでは駄だ目めなのだ。

　地位も財力もあり、あんなにも格好いい西園寺には再さい婚こんの話もあるはずだし、何より彼自身本当の自分の子供を持ちたいと思っているはずだ。そのためには、七瀬は自分一人で生きていけるように自立しなければならない。

「寂しいとか……我が儘ままだ」

　大学まで行かせてもらうのも甘えだと思うが、卒業して働き始めたら、ちゃんと自分にかかったお金を返すつもりだ。

　その第一歩が今回のバイトなのだが、それも西園寺の力を借りているのかと思うと申し訳なくてたまらない。

（とにかく、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばらないと）

　西園寺には感謝しかない。だからこそ、今後は彼自身の幸せを考えてほしくて、七瀬は自立の道を進むことを強く決意した。










　バイト一日目。

　緊きん張ちようした七瀬はカフェの開店時間よりもかなり早く家を出ようとしたが、慌あわてたように準備をする様子を見た西園寺にあっさりと説得され、結局同じ車での出勤となった。

　行き先が同じなので当然と言えばそうなのだが、社長である西園寺と、ただのバイト店員である自分が高級外車に共に乗っている姿は何とも歪いびつな気がする。

　それでも。

「緊張しているね」

「う、うん。バイト、初めてだし」

「ナナなら大だい丈じよう夫ぶ。気を遣つかうこともできるし、仕草も綺き麗れいだよ」

　言い切る西園寺の横顔にはまったく不安の色はない。本当に信しん頼らいしているのだと伝わってきて、七瀬の中に生まれた不安も少しずつだが小さくなっていった。

「頑張る」

「無理はしないように」

　西園寺の言葉で落ち着いた七瀬は、車を降りて足早にカフェに向かった。

　用意された制服は、白い長なが袖そでシャツに黒いスラックス、そして、ダークブラウンのギャルソン風エプロンだ。

　年よりも少し幼く見えてしまう自分は浮いてしまうのではないかと思ったが、支し度たくを終えて店長の相田にチェックしてもらうと、大きく頷うなずかれてＯＫが出た。

「しばらくは賀か川がわくんに付いて流れを覚えて。うちは回転重視じゃないから、落ち着いてやれば大丈夫」

「は、はい」

「よろしくな」

「さ、西園寺七瀬です、よろしくお願いしますっ」

　七瀬を教えてくれるのは、二歳年上の大学生、賀川誠せい二じだった。明るい茶ちや髪ぱつをツンツンに立たせ、ピアスもしている賀川は一見遊び人に見えて近づきがたかったが、話してみると気さくで面めん倒どう見みの良い、兄貴分だった。

　それに、物もの腰ごしもとてもスマートで、所々に品の良さが見える。

「七瀬、Ｅ席、水」

「はいっ」

　周りもよく見回していて、一日一緒にいるだけでもとても勉強になった。

「お疲つかれさまでした」

「お疲れ～」

「明日もよろしくね」

　大きな失敗もせずにバイトの一日目を終えた七瀬が、従業員出入り口からビルの外に出たのは午後四時だった。

「あ～……足痛い……」

　特にスポーツなどしたことのない七瀬にとって、ほぼ立ちっぱなしの仕事はかなり足にきた。それに、訪おとずれる年ねん齢れい層が高めのせいか接客にもかなり気き疲づかれした。

　それでも、初めての労働に胸の中には充じゆう実じつ感かんが広がっていて、明日は今日よりももっと頑がん張ばろうという意い欲よくが湧わいてくる。

　身体からだの疲れは慣れるだろうし、客相手の緊きん張ちよう感かんだって持っていた方がいい。

　ビルの外へ出た途と端たん、携けい帯たいにメールが入った。西園寺からだ。

【お疲れ様。初日どうだった？】

　まるで見ているかのようなタイミングの良さに苦く笑しようして何気なく見上げると、上階のガラス張りのフロアのオフィスから、腰こし掛かけて手を振ふる西園寺の姿が見えた。

　七瀬が出てくるのを待ち構えていたのだろうか？　仕事中かもしれないが少しだけと自分に言い訳をし、七瀬は返事を打った。

【ちょっと緊張したけど、大体うまくやれたよ。心配しないで。和さんは仕事して】

【後少しで切り上げられそうなんだ。帰りに食事に行かないか？】

　腕うで時ど計けいを見ると、時刻はまだ午後四時を少し過ぎたくらいだ。さすがに早いんじゃないかと先に帰ることを伝えようとしたが、西園寺は身体をひねって奥を見ている。話は聞こえないが、少しだけ嫌いやな予感がした。

　案の定、少ししてまたメールがきた。

【久能の許可をもらった。すぐに行くよ】

　なんだかんだ、結局七瀬の初バイトを心配してくれたのだろう。

　甘い西園寺と、それに許可をくれた久能に苦笑しながらも、こんなふうに心配してもらうことが嬉うれしい。

「お疲れさま」

「……和さんも、お疲れさま」

　それから十分もしないうちに下りてきてそう言い、さりげなく地下駐ちゆう車しや場じようまで七瀬の背を押して誘ゆう導どうしてくれて助手席に座らせる西園寺の流れるような行動はいつものことだ。

（俺のために無理して時間を作ってくれたんだろうな……）

　西園寺の仕事の内容はわからないが、それでも多た忙ぼうを極きわめていることは知っている。家には極力仕事を持ち込まないようにし、携けい帯たい電でん話わにすら出ようとしなくても、久能から聞く話では、会社では食事もままならないことが多いらしい。

　結けつ婚こんしてから……母親が死んでからは特に、七瀬との時間を一番大切にしてくれていることにずっと感謝している。

「ありがとう、和さん」

　思わず七瀬がそう言うと、車を発進させようとしていた西園寺がこちらを向き、ひどく甘い笑えみを向けてきた。

　くすぐったい思いに駆かられて視線を揺ゆらした時だった。

　照れる気持ちをごまかすように持っていた水を口にした七瀬は、赤信号で止まった拍ひよう子しに僅わずかに手がブレてしまった。唇くちびるの端はしに少しだけ零こぼれた水を拭ぬぐおうとしたが、

（……え？）

　運転席の西園寺がふっとこちらに身体を傾かたむけ、伸のばされた親指に濡ぬれた唇を拭われた。その指をそのまま彼が軽く舐なめたのを茫ぼう然ぜんと見た後、七瀬はぎこちなく顔を窓の外に向けた。動どう揺ようしていることを悟さとられたくなかった。

（い、今の……？）

　留学経験のある西園寺は、普ふ通つうの日本人に比べてかなりスキンシップが激しい。子供のころは頰ほおや額、鼻の頭にキスをすることなど日常茶さ飯はん事じだったし、ことあるごとに抱だきしめられもした。何も知らなかったころは、離はなれている間の分も父親として愛情を注いでくれているのだと思っていた。

　さすがに高校生になるころには落ち着いてきて、七瀬の羞しゆう恥ち心しんを考えてくれたのか家の外では激しいスキンシップはしてこない。

　ただ、昔も今も、唇にキスはされなかった。「唇のキスは愛する人とだけするんだよ」と、ずっと言われてきた。

　今だって、アレはキスではない。子供のころは食べ物で汚よごれた口元を拭ふかれることは多々あった。それでも……あんなふうに唇に触ふれられたのは初めてだ。

（気のせい……だよな）

　きっと、七瀬をまだ子供だと思ってしただけだろう。

　小さく深呼吸した後、七瀬は何事もなかったふうを装よそおって前を見る。しかし、隣となりに座る西園寺をひどく意識した。

　また次の信号で車が止まり、ちらりとこちらを見た西園寺が僅かに目を細める様子が目の端に映る。

「ナナ」

「……っ」

　気のせいか、普ふ段だんから心地ここち好よく響ひびく西園寺の声が一ひと際きわ甘く耳に響く。声音だけでなく、その眼差しの中にも、今までと違った色が見えた気がする。

　車内の空気が一気に濃のう密みつになったのを肌はだで感じた七瀬は、無意識に口を開いた。

「お、俺、天ぷらが食べたいっ」

「天ぷら？」

「家じゃなかなか作れないし……駄だ目め？」

「久しぶりだね、じゃあ、天ぷらにしよう。今の時季は何が美味うまいかな」

　信号が青に変わる。

　再び前を向いて話し始める西園寺の雰ふん囲い気きは見慣れたものに戻もどり、車内の空気も一気に和やわらいだ。

（何だったんだろ、今の……）

　考えようとして、止やめた。

　きっと、七瀬の気のせいなのだ。








第二章









　オフィスビルの中のカフェなのでそこまで忙いそがしくないのかもと考えていたが、案外客の入りは多かった。同じビル内の会社が打ち合わせに使うことも多いし、若い女性客も頻ひん繁ぱんに訪れている。

「イケメン店員？」

　耳慣れない言葉に七瀬は首を傾かしげた。

「そ。ワイルド、インテリ、可愛かわいい。面おも白しろ系。粒つぶよりだって宣伝されてるの、知らない？」

「し、知りません」

　バイト十日目。

　休きゆう憩けい時間に一いつ緒しよにランチを取っていた賀川の言葉に七瀬は目を丸くした。

　指導係をしてくれる賀川とは、自分でも思っていた以上に良い関係を築けている気がする。軟なん派ぱな見かけとは裏腹に敏さとい彼は、バイト二日目にランチを一緒にという西園寺の誘さそいを何とかなだめながら断っていた七瀬の姿を見て、あっけなく親子関係を看破した。

　無理に隠かくし通すつもりはなかったが、こんなに早く知られてしまうと関係がギクシャクするのではないかと心配になったが、それ以降も態度が変わらない賀川に七瀬は内心感謝している。

　そうでなくても、賀川には頼たよってばかりだ。

　今日もチラチラと七瀬に向けられる視線を上手うまくかわしてくれるし、それとなく誘ってくる女性たちにも笑顔で断りの文句を告げている。

『せっかくコネができそうな良いバイト先で働いているのに、変な騒そう動どうは起こしたくないじゃん？』

　素す性じようが知れた時にそう言い放った賀川を思い出しながら、七瀬は今聞いた話を繰くり返した。

「それ、何の話ですか？」

「ここって、上場企き業ぎようももちろんだけど、伸び盛りのＩＴ関連会社も結構入っているだろ？　でも、セキュリティも厳重だから、簡単に足を踏ふみ入れることもできない。そんな優良物件と唯ゆい一いつ繫つながりができそうなのが、ここのカフェってわけだ」

「はぁ」

　それはわからないこともない。だが、それとイケメン店員はどう繫がっているのだろうか。

「それはここの店員も一緒でさ。広告モデルとか芸能人を目指す奴やつが多くて、普通の大学生とか少ないんだぞ」

「そうなんですか？」

　ビルの中には芸能プロダクションや外資系の企業も入っており、そんな彼らの目に留まることを望むいわゆる芸能人やモデルの卵がカフェに勤めているらしい。

　まったく知らなかった七瀬は感心したように頷うなずいた。

「そういえば、カッコいい人多いですもんね」

「今さら気づいたか」

　今さらというより、一番身近にいる西園寺が完かん璧ぺきすぎて、七瀬のイケメン基準のハードルはかなり高かった。しかし、賀川に言われて思い浮うかべれば、確かに店員は皆みな格好いいと言われる容姿だ。

　目の前にいる賀川も、背が高いし細身だが、しっかりと筋肉もついていて女の子にモテそうだ。

「賀川さんもイケメンですし」

「はは、七瀬も可愛いじゃん」

「可愛いとか……あんまり嬉うれしくないです」

　けして女の子っぽい容姿ではないが、少し大きめの黒目と、身長はそれなりにあっても華きや奢しやな骨格のせいか、どうしても女の子には友達止まりに思われてしまうのだ。

　その結果が、恥はずかしいがいまだ彼女いない歴＝イコール年ねん齢れいだ。

「まあ、可愛い男が好きな子も多いし」

　慰なぐさめてくれているらしい賀川に笑いかけ、七瀬は途と中ちゆうになったランチを再開する。

「七瀬、今日あがったらどこか遊びに行くか？　俺の友達も呼ぶぞ」

「ありがとうございます。でも、帰って夕飯作るし、今日は」

「夕飯？　お前が？」

　賀川に不思議そうな顔をされたが、慣れている七瀬は笑った。

「簡単なものですけど」

「お前のとこならハウスキーパーとかいるんじゃないか？」

「そう思われがちですけど、父は家にあまり人を入れたがらなくて。それに、趣しゆ味みが料理って人だから、案外男二人でも家事が回ってます。今度賀川さんも食べに来てくださいよ」

「いいのか？　興味あるな～七瀬んち」

　賀川が言うように、七瀬がまだ小学生の時は週に何回かハウスキーパーが来てくれた。

（確か、最初の人は二十五歳だっけ）

　家事だけでなく、子供好きな人物という条件で来た若い女性は、初めこそ七瀬を可愛がってくれたが、すぐにそれは西園寺目当ての媚こびに変わってしまった。徐じよ々じよにプライベートにまでズカズカと入り込んできて、結局一カ月足らずで辞やめたのだ。

　そのあとの数人も同じような経緯いきさつで交代になってしまい、最終的に自分たち二人だけが良いという結論に達した。

「よし、そろそろ休憩終わりだぞ」

「はい」

　片付けをし、身み支じ度たくを終えて休憩室を出る。店内はほぼ満席だ。

「交代です」

「ああ」

　別のバイトの先せん輩ぱいに声をかけ、七瀬は空いた席の片付けに向かう。

　初めてのバイト、初めての接客業。

　初めは不安もあったものの、店長や賀川たち先輩たちも親切で、七瀬は自分なりに上手くやっていけそうだと安心していた。大学の授業が始まったら余よ裕ゆうもなくなりそうだが、それでも自分で働いて自分で稼かせぐのは嬉しい。

「……あ」

　ふと顔を上げると、通りに面したガラスの向こうに西園寺の姿を見つけた。側そばにいるのは秘書の久能だ。

（……カッコいい……）

　運転手が開けた後部座席に乗り込もうとした西園寺が、まるで確かく認にんするかのようにこちらを向いた。

（……嬉しそう）

　七瀬と視線が合ったことに気づいたのか、西園寺の眼鏡の奥の目が撓たわんだように感じる。

　仕事中だったが胸むな元もとで小さく手を振ふると、西園寺も同じように手を上げてくれた。

「……頑がん張ばって、和さん」

　西園寺が本当の父親でないとわかってから、七瀬は無む邪じや気きに《和パパ》と呼べなくなってしまった。それでも、親愛の気持ちは少しも変わらない。

「いらっしゃいませ」

「……っ」

　入り口で声が聞こえ、七瀬はハッと我に返った。

（仕事中っ）

　他ほかのことを考えている場合ではない。

　七瀬は顔を上げて新たな客に対応すべく笑え顔がおを向ける。

「いらっしゃいませ」

「……」

　入店したのは三十くらいの男だ。明るい色のスーツを着て、妙みようににこやかに七瀬を見つめてくる。

「お一人ですか？」

「うん」

「こちらに」

　マニュアル通りに席に案内し、すぐにメニューと水を用意する。

「注文がお決まりになりましたらお呼びください」

「君」

　もう決まっているのだろうか。七瀬の言葉が終わるのを待っていたかのように呼び止められ、七瀬は客に向き合った。

「君が、西園寺七瀬、くん？」

「……え？」

　唐とう突とつにフルネームを呼ばれ、一いつ瞬しゆん反応できなかった。

　西園寺と七瀬の関係は、西園寺がまったく隠かくすそぶりも見せないので案外知られている。既すでに何度か様子窺うかがいで来店もされたので、七瀬が《西園寺和彦》の息子むすこだというのを知る人間はいるはずだ。

　ただ、七瀬が未成年だからか、直接声を掛かけてきた者はまだいない。だからだろうか、こんなふうに呼ばれることを想像もしていなかった。

「ネームプレート」

「え……あ」

　そういえば、胸元に小さなネームプレートを付けていた。《西園寺》。珍めずらしい名前だし、このオフィスビルのことを知っているのなら、西園寺と結び付ける者がいてもおかしくはなかった。

　それでも、なぜ下の名前まで知っているのだろうか。

　少しだけ気持ちがざわめいて、七瀬は目の前の男を失礼のない程度に見る。一見して柔やわらかな印象は変わらず、撓んだ目元が少しだけ西園寺に似ているような気がした。

（ホクロ……？）

　目元にあるホクロに既き視し感かんを覚えていると、その目が深く笑むのが見えた。

「そうか……こんなに大きくなっていたんだ」

「あの、何か……」

「いや、和彦が隠していた意味を考えると複雑でね。でも、会えてよかった」

「和彦？」

　西園寺のことを名前で呼ぶ者は、確か今までいなかったはずだ。もしかしたら友人なのだろうかと思ったが、仕事中なので私語はできない。

「コーヒー、頼たのむよ」

　そんな七瀬の立場をわかっているのか、男は短く注文した後は携けい帯たい電でん話わを取り出して操作を始める。

「……かしこまりました」

　気になってしかたがないがその後は普ふ通つうに対応し、気づいた時にはその男は既に店からいなくなっていた。










【ナナのオムライスが食べたい】

　バイト帰りに西園寺からリクエストのメールがあり、今晩のメニューは簡単に決まった。あとはサラダとスープがあればいいだろう。

　部屋の掃そう除じをし、風ふ呂ろの用意もして、少し勉強もした。せっかく大学に行かせてもらうのだ、少しでも良い成績を残して、西園寺に喜んでほしかった。

　今の七瀬にとって、西園寺は父親───とは、違ちがう。それでも、もう十年も二人で暮らし、溢あふれんばかりの愛情を注いでもらった自覚はある。

　だから少しでも多く彼に喜んでもらいたいし、そうすることが当然だと思っていた。

「そろそろ……かな」

　西園寺の帰る予定を考えながらキッチンに立ち、七瀬は夕飯の準備を始めた。

　オムライスの中に入れるのは、オーソドックスなケチャップライス。鶏とりの胸肉は少し酒に浸つけて柔らかくし、フォークで筋を刺さしてブツ切りにする。人にん参じんと玉ネギをみじん切りにしてオリーブオイルで炒いためて、その中に鶏肉とケチャップを入れた。ケチャップの匂においに自然に腹が鳴ってしまう。

　オムライスは七瀬の好物だ。母もよく作ってくれていて、作り方も自然と覚えていた。

　西園寺に初めて作ったのは、確か母が亡なくなって半年後くらいだっただろうか。当然のごとく失敗作で、肉はパサパサで人参と玉ネギは半生だった。

　ライスを包む卵焼きも焦こげて泣きそうだったが、西園寺は美味おいしいと言って食べてくれた。

　それから、七瀬は一いつ生しよう懸けん命めい練習した。数々の失敗作を食べてくれたのは西園寺で、彼から合格点を貰もらった時は泣いて困らせたものだ。その成果か、今では西園寺の好物もオムライスだ。大人の男である西園寺がオムライスを見るたび、嬉うれしそうに笑み崩くずれる姿はギャップが大きくて可愛かわいい。

　そんなことを思い出しながら準備をしていると、玄げん関かんのインターホンが鳴った。濡ぬれた手を拭ふいた七瀬は急いで玄関に向かい、鍵かぎを開けてドアを開く。

「お帰りなさいっ」

　七瀬が家にいる時は、こうして必ず出で迎むかえる約束だ。帰ってすぐ七瀬の顔が見たいという西園寺と、疲つかれた西園寺を労ねぎらいたいという七瀬の、意見の一いつ致ちの上での慣例だった。

「ただいま」

　にっこり笑った西園寺に抱だきしめられ、当然のように額にキスが落とされた。そのまま強く抱きしめられながら、七瀬は西園寺の背の向こうに声を掛ける。

「久能さんもお疲れ様です」

「七瀬の言葉が一番癒いやされるな」

　さらりと言われ、七瀬は思わず笑ってしまった。

　西園寺が会社を設立した当時からいる久能とは、七瀬が小学生のころからの付き合いだ。

「夕飯食べていきませんか？　簡単なものだけど……」

「オムライスだろう？　こいつがリクエスト送った時側そばにいたから知ってる」

　仕事中は怖こわいほど有能で、大おお柄がらな身体からだも相まってまるでＳＰみたいな久能だが、プライベートではとてもフランクな人だった。特に、母親が亡くなってしまった七瀬にはとても細やかに気を遣つかってくれて、七瀬にとっては歳の離はなれた兄のような存在だ。

「ご馳ち走そうになろうかな」

「久能、予定があるんじゃなかったかな？」

　西園寺のその言葉に七瀬は無理を言ってしまったと焦あせったが、当の久能はさっさと靴くつを脱ぬいで上がり込んだ。

「そんなのないよ」

「じゃあ、私の勘かん違ちがいだったか」

「そうそう」

　どうやら久能も一いつ緒しよに食事をするらしい。七瀬は慌あわててキッチンに戻もどり、追加のオムライスを作製する。

（多めに作っておいて良かった）

「ナナ、手伝うよ」

「ありがとう」

　いつの間にかスーツを脱いで部屋着に着き替がえていた西園寺に言われ、テーブルセッティングを頼む。酒は───久能が車なので止やめておこう。

「お、美味うまそう」

　椅い子すに座った久能の素す直なおな言葉に思わず照れると、スープを注つぎ終えた西園寺が目を細めて言った。

「実際に美味いんだ。さあ、食べようか」

「うん。久能さん、どうぞ」

「ありがとう、いただきます」

　七瀬は西園寺の隣となりに座り、三人そろってオムライスを口にする。

「……美味いっ」

「本当に？　良かった」

「お世辞なんかじゃないぞ。前作ってもらった玉ネギの皮入りシチューも、少し中が赤いハンバーグも愛情たっぷりで美味かったが……本当に腕うでが上がったな」　>>>♥

「そ、その節はすみませんでした」

　西園寺のために家事を頑がん張ばろうと必死だった時の犠ぎ牲せい者しやの一人が久能だ。そんなものでも満面の笑えみで「美味しい」という西園寺とは違い、久能は結構ズバズバと批評をしてくれた。そのおかげで少しは料理の腕が上がったと思っている。

「卵はどう？」

「フワトロで、口に優やさしい」

「まだ改善の余地があるけど」

　恥はずかしくなって思わず照れ笑いを浮うかべると、今度は隣から耳に心地ここち好よい声が聞こえてきた。

「ナナの料理は何でも美味しいよ。久能に食べさせるのがもったいないくらいにね」

「か、和さんっ」

　普ふ段だんは誰だれに対しても丁てい寧ねいで優しい西園寺だが、親しいせいか久能に対しては時折辛しん辣らつになる。

「心の狭せまい親父おやじだな」

　それは久能も同じらしく、プライベートでは上司も部下もないと無む礙げな一言を呟つぶやいた。

「お前に親父なんて言われたくないね」

「胡う散さん臭くさい笑みは止めろ」

「胡散臭く見えるのはお前の目が曇くもっているからだよ」

　ポンポン飛び交かう嫌いやみの応おう酬しゆうは、慣れていないと心臓にかなり悪いものだ。しかし、七瀬は西園寺と久能の仲の良さを知っている。

　思わず笑いがこみあげてしまうと、それを見た二人も自然と苦く笑しようを浮かべた。

（本当に仲がいいなぁ……あ）

　ふと、昼間の出来事が頭の中に浮かんだ。

「そういえば、和さん、今日カフェに和さんを知っている人が来たよ」

「私の？　仕事関係かな……悪いね、仕事の邪じや魔まにならなかった？」

「邪魔になんてなってないよ。少ししか話してないし、それにたぶん、仕事の相手じゃないと思うけど」

　あの時、男は西園寺のことを《和彦》と言った。会社関係の人間ならば、社長の息子むすこである七瀬にそんな言い方はしないだろう。

「名前は聞いた？」

「ううん、仕事中だったから。でも、和さんのこと《和彦》って言っていたし、もしかしたら昔からの友達かなって思って」

「どんな奴やつだった？」

　今度は久能が聞いてくる。七瀬は空を見上げて思い出そうとした。

「三十過ぎくらいの……あ、目元にホクロがあった」

　それを見て既き視し感かんを覚えたこともつられて思い出したが、結局それが何なのかは思い出せないままだ。

「……そうか」

　今さらながら西園寺のために名前を聞いておいたら良かったと後こう悔かいするが、西園寺はそれほど気にならないらしい。

「用があったらまた訪ねてくるだろうしね」

「ああ、気にすることはない」

　久能にもそう言ってもらうと気が楽になり、七瀬も食事を再開した。










　久能が夕食を一緒にとるのをよく思っていないらしかった西園寺だが、食事が終わると一転して飲むと言い始めた。

「でも、久能さん、車」

「ここに置いてタクシーで帰る。せっかく、こいつが秘蔵のワインを出してくれる気になったらしいからな。気が変わらないうちにグラス、出してくれ」

　飲み干してやると豪ごう快かいに笑う久能を見て苦笑し、七瀬はグラスを二つ用意すると同時に、冷蔵庫を開けてツマミになりそうなものを見る。ワイン好きな西園寺は常にチーズをストックしており、後は取り寄せのローストビーフを切ることにした。

「ナナの好物なんだし、久能のために出すことないんだよ？」

「美味おいしいから食べてほしくって。和さんも好きだしね」

　今度バイト代が入った時に買えばいい。その時は久能も誘さそおうと楽しい想像をしていると、隣で洗い物をしてくれていた西園寺が手を拭ふき、七瀬の髪かみを撫なでてきた。

　いつものようにその心地好さに目を閉じると、髪に触ふれていた指先が今度は頰ほおをくすぐってくる。まるで小動物に触れているかのように優しいそれが少しだけ唇くちびるの端はしを掠かすり、七瀬はじんわりと顔が熱くなった。

「か、和さん」

「ん？」

「家の中でセクハラするな」

　ほぼ同時に久能がそう言って、七瀬は熱くなった顔をごまかすように軽く頭かぶりを振ふった。

　車の中で唇に指先が掠った時から、妙みように西園寺を意識してしまう。親子の、少々度が過ぎたスキンシップだと心の中で言い聞かせても、ちょっとやり過ぎじゃないかと頭のどこかで警けい戒かい音がするのだ。

　もしかしたら、本当に血が繫つながった親子ならばここまで気にしないのかもしれない。

（……駄だ目めだ）

　こんなふうに考えるのさえ、西園寺に対して申し訳ない。彼は実の父親以上の愛情を七瀬に向けてくれているし、それは幼いころから今までまったく変わっていないのだ。

　いずれは、遅おそくとも大学を卒業するころにはちゃんと自分たちの関係を考え直さなければならないだろうが、その時が少しでも遅くあってほしいとも、思っている。

「お待たせ」

　リビングのローテーブルに酒の用意をすると、さっそく大人二人はワインを注ぎ始める。明日も仕事だし、そこまで深酒はしないはずだ。

「先にお風ふ呂ろ入るね」

　キッチンの片付けを済ませ、たっぷり湯を張ったバスタブに身を沈しずめる。大人二人が十分入れそうなほど広い風呂は七瀬のお気に入りだ。

（昔はよく和さんと入ってたっけ）

　髪を洗ってもらったり、湯船の中でオモチャで遊んだり。長湯をして母に叱しかられたこともたくさんあった。

　一いつ緒しよに入らなくなったのは───確か、七瀬が中学を卒業したころだ。

　同級生との話で、その年とし頃ごろで親と入る者はほとんどいないというのを聞いたし、身体からだの一部にようやく現れた変化を西園寺に知られることが恥ずかしかったからだ。

　あの当時の西園寺の嘆なげきを思い出すと、恥ずかしいやら嬉うれしいやら、自分でも複雑な感情が入り混じる。

　風呂から上がると、既すでに二本目のワインが開けられていた。

「ペース早すぎない？」

　呆あきれたように言いながら空き瓶びんを下げようとしたが、

「大だい丈じよう夫ぶだよ。それよりも」

「わっ」

　不意に西園寺に腕うでを引かれて、勢いよくソファに座った。

「か、和さん？」

「ちゃんと乾かわかさないと風邪かぜひくよ」

　反対に立ち上がった西園寺は背後に回り、首に掛かけていたタオルで丁寧に七瀬の髪を拭いてくれる。細くて柔やわらかな毛質の髪を丁寧にタオルドライしてくれる西園寺の指先の動きはとても優しく、目を閉じていると眠ねむくなってくる。時折頰や耳に触れる感かん触しよくで我に返るが、このままではここで寝ね落おちしそうだ。

「ナナ」

　西園寺が耳元で名前を呼ぶ。それにピクリと身体が揺ゆれてしまい、七瀬はごまかすように笑いながら立ち上がった。

「ドライヤー、掛けてくる」

「そうしなさい。そのまま寝ていいから」

「うん……あ、明日の朝食は俺が作るから」

　久しぶりに和食にしようと、下ごしらえは済ませてある。

「それは楽しみだな。おやすみ、ナナ」

「おやすみなさい。久能さんも、おやすみなさい」

「おやすみ」

　二人に声を掛けてリビングを出る。挨あい拶さつをしてしまったせいか本当に眠たくなって、七瀬は洗面所に急いだ。
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　しばらく聞こえていたドライヤーの音が止やみ、そのままドアが閉まる音がしてスリッパの歩く音が聞こえてきた。

　あの様子では部屋に入るなり寝てしまうだろう。グラスの中に入ったワインを飲み干し、様子を窺うかがっていた西園寺の耳に軽い溜ため息が聞こえた。

「さっきの、どう思う」

「さっきの？」

「カフェに現れたっていう、お前の知り合い」

「知り合い、かもしれない、だろう？」

　実際に顔を見たわけではないし、自分の素す性じようを考えて勝手に知られている場合もある。自じ称しよう《友人》という《他人》を腐くさるほど知っている西園寺は、皮肉な笑えみを口元に湛たたえたまま嘯うそぶいた。

「……お前、その顔七瀬に見せるなよ」

　二歳年下とはいえ、大学時代から長く一緒に過ごしているせいで、プライベートの久能の口調からは一いつ切さい敬語は出てこない。西園寺にとって、自身の家のことをまったく抜ぬきにして純じゆん粋すいに意見をしてくれる存在は大切だし、仕事面では完かん璧ぺきに西園寺をフォローしてくれているので問題はなかった。

　もちろん、それを本人に言うつもりはないが。

「ナナに見せるわけがないだろう。あれには綺き麗れいなものしか見せたくない」

「……親おや馬ば鹿か」

「当然だ」

　学生だからこそ、まだ保護者という抑よく制せいが利きく。

「で？」

　再び話を戻もどされ、西園寺は少し目を細めた。

「ナナが言っていた特とく徴ちようの男に心当たりはある」

「ＴＯＨＭＡトーマグループか」

　口にしたくない名前をはっきりと言われ、西園寺は今度こそ眉まゆを顰ひそめた。

　ＴＯＨＭＡグループ。日本屈くつ指しのこのグループは、政財界にもかなりの影えい響きよう力を持つ企き業ぎようで、西園寺はその創始者、東とう馬ま家の曾ひ孫まごという立場だった。過去を辿たどればどこぞの財ざい閥ばつの傍ぼう流りゆうらしいが、家を出ている西園寺にはあまり関係がない話だ。

「勘かん当どうした息子むすこに用はないと思うがな」

「勘当って、お前が勝手に飛び出したんじゃないか」

「ナナを排はい除じよしようとする家なんて私には必要ないからな」

　七瀬の母親である恵理と結けつ婚こんすると告げた時、家族だけでなく親しん戚せきぐるみで猛もう反はん対たいされた。財産目的とか、魔ま性しようの女とか、かなり厳しい言葉で恵理を直接攻こう撃げきすることもあった。

　恵理がそれに耐たえたのは、ひとえに七瀬のためだ。いや、恵理だけでなく、西園寺自身七瀬の存在を知り、あの小さな身体を抱だきしめた瞬しゆん間かんから、己おのれが守るべき存在として七瀬を懐ふところの中深くに入れた。

　元々、恵理とは幼おさな馴な染じみだった。恵理の両親が東馬家の住み込みの使用人で、母親の方は西園寺が生まれた時から世話をしてくれていた。二歳年上だった恵理とはまるで姉弟きようだいのように育ったが、選民意識の強い両親、特に父は使用人と親しくする西園寺を苦々しく思っていたらしい。

　はっきりと言われたことがある。

『お前は選ばれた人間だ。付き合う人間も選びなさい』

　それでも、西園寺は恵理母子との交流を止めなかった。

　子供と遊ぶよりパーティーに忙いそがしい母と、いつも怒おこってばかりの父親よりも、にこにこ笑って西園寺の話を聞いてくれ、褒ほめて、叱って、抱きしめてくれる恵理の母親の方が好きだった。そして恵理のことも、本当の姉のように慕したっていた。

　小学校に入学したころには東馬家の血けつ縁えんの子供たちが家に来るようになり、恵理も自分の両親に言われたのか、西園寺と距きよ離りを取るようになった。

　恵理が中学生になった時、彼女の一家は東馬家から出て行った。西園寺と恵理が間ま違ちがいを犯おかさないようにと馬ば鹿かな妄もう想そうをした父が、次の勤め先を勝手に決めて強ごう引いんに辞やめさせたのだ。

　彼女たちがいなくなってから、西園寺は家の中で一人だった。

　世話をする使用人は多数いたものの、皆みな主人と使用人という関係を踏ふみ越こえることなく、一歩引いて西園寺に接する。中学校に上がるころには学校の中でも家いえ柄がらの上下関係が色いろ濃こく影響するようになって、その中でも飛び抜けて一流な家系の西園寺は距離を置かれていた。

　寂さびしいと口に出す歳ではなかったが、強きよう烈れつな孤こ独どく感に襲おそわれた西園寺は恵理たち一家を訪ねた。数回恵理とは手紙のやり取りをしたので住所は知っており、その後は隣となりの市に住んでいる彼女たちの家に頻ひん繁ぱんに遊びに行った。

　両親には隠かくしていたが、そのことを父は把は握あくしていたのだ。

　ある日、いきなり短期の海外留学に行かされた。実家にいるよりは充じゆう実じつした日々で、帰国した後土産みやげを持ってすぐに恵理たちの家を訪ねた───が、そこには誰だれもいなかった。もぬけの殻からの家に茫ぼう然ぜんとしていた西園寺を見て、時々顔を合わせていた近所の人が理由を教えてくれた。

　西園寺が海外留学に行く数日前、恵理の両親は事故に遭あって亡なくなっていた。

　残された高校生の恵理は親戚の家に引き取られ、その連れん絡らく先はわからないと言われた西園寺は、唐とう突とつに父の目もく論ろ見みに気づいた。

　突とつ然ぜんの海外留学は、西園寺を彼らの葬そう式しきに行かせないためだったのだ、と。

　いくら身分差に遠えん慮りよしていた恵理でも、両親が亡くなったことくらいは知らせてくれたはずだ。だが、その時日本にいなかった西園寺とは連絡が取れず、そのままいなくなってしまった。

　両親と連絡を取りたくなくて携けい帯たい電でん話わを置いて行ってしまったことも、後こう悔かいしたが後の祭りだ。

　実の母親のように慕っていた恵理の母親と別れの挨拶もできなかった───両親との確かく執しつが決定的になったのはその出来事からだ。

　恵理のことは気になっていたが、不義理をしたせいで今さら会えないと捜さがすことを控ひかえていた。

　そんな西園寺のもとに数年ぶりに彼女から連絡があり、懐なつかしさに高こう揚ようした気持ちのまま恵理に会いに行った西園寺は、彼女の側そばにいた子供の姿に目を瞠みはった。彼女に子供がいることにまず驚おどろいたが、その相手の名前を聞いてさらに愕がく然ぜんとした。

　だが、驚きが去った後の西園寺の心に生まれたのは、今度こそ恵理を助けたいという思いだ。中学生のころは何もできなかったが、今は違ちがう。少なくとも自分で稼かせいでいる社会人で、親の許しなど必要ない。

　どんな横やりにもまったくぶれない西園寺に、恵理との結婚を認めざるを得ない状じよう況きようになった両親だったが、七瀬の養よう子し縁えん組ぐみに関しては頑がんとして許さなかった。結婚は、最悪離り婚こんさせればいいし、子供が生まれたら取り上げることもできるが、血の繫つながっていない子供を己たちの家に入れることに強烈な嫌けん悪お感かんを覚えたらしい。西園寺に対し、養子縁組をするなら財産放ほう棄きと相続廃除をすると脅おどしを掛かけてきた。

　だが、西園寺にとってその脅しは渡わたりに船だった。

　さっさと家を出て戸籍も別にして恵理と結婚し、七瀬を養子にした。

　七瀬には言わないが、西園寺は女性として恵理を好きになったことはなかった。幼いころ共に暮らした彼女には肉親のように近しい親愛は感じても、どうしても欲よく情じようを伴ともなった男女の愛には発展しなかった。おそらく、恵理も同じだったはずだ。

　それ以降十数年、その間恵理は亡くなってしまったが、同じ経済界で互たがいの噂うわさを聞くことはあっても、いっさい接せつ触しよくは絶っていた。仕事面で陰かげで妨ぼう害がいされることもあったが、それを撥はね除のける力と意い欲よくがあり、今の地位を築けたという自負もある。

　そんな西園寺にとって、今さら実家が何を言ってこようと聞く耳などなかった。

「……でも、向こうは違うだろう」

「どういうことだ？」

「……」

　久能は一いつ瞬しゆん口くち籠ごもる。この男にしては珍めずらしい態度に、西園寺は微かすかに嫌いやな予感がした。

「久能」

「……噂がある」

「噂？」

「近々、ＴＯＨＭＡグループのトップが変わる。修しゆ行ぎように出ている社長の長男が戻ってくるらしいってな」

　西園寺はワインを飲む。さっきまで美味うまかったものが、妙みように苦く感じた。

　久能が言った噂に近い話を聞いたことがないわけではない。ただ、当事者に直接問いただすわけにはいかなかったのか、もう少しやんわりとしたものだった。

　西園寺の経営するＩＴ会社《Ｓｅｔｔｅ》がＴＯＨＭＡグループの傘さん下かに入る可能性。もちろんあり得ない話だが、わざとそんな噂を流している意図は何か。

「……面めん倒どうだな」

「たぶん、七瀬だな」

「……」

「高校を卒業すれば、一応子育ては一段落と考える。多分、あちらは今がお前を呼び戻もどす好機だと思っているんだろう」

　大だい企き業ぎようの主流の家系に加え、自ら会社を立ち上げて成功している。向こうにとっては手土産を持って長男が帰ってくると浮うかれているのかもしれない。

「私がナナを手放すと考えているのが馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「お前はそう思っていても、七瀬の方はどうだろうな」

　久能の言いたいことはわかる。自分の立場に甘えず、むしろ引け目さえ感じているだろう七瀬を攻こう略りやくすればどうにかなると思われている恐おそれはあった。

「そうでなくても、再さい婚こんの話は降るほどあるのにな」

「全部政略結婚だが」

「よりどりみどりで羨うらやましい」

「じゃあ、譲ゆずってやるよ」

「いらない」

　条件の良い男に対する女のハイエナのような行動に、西園寺ほどではなくても久能も悩なやまされているのだろう。

　あっさりそう言い捨てられた西園寺は呆あきれた。

「自分が嫌なものを押し付けるな」

「悪い悪い。でも、七瀬だ。明日その客のことは調べるが、本当にＴＯＨＭＡグループが関係していたらどうする」

「どうもしない。私の家族はナナだけだ。これから先も、愛するのはナナしかいない」

「お前……その言い方、誤解されるぞ」

「誤解？　どこが？」

「どこって……おい、西園寺」

　久能の呆れ顔が急に険しいものに変化する。西園寺が七瀬と過ごした時間、久能も同じように自分たち二人を見ていたのだ。

「西園寺」

　もう一度、今度は強い口調で名前を呼ばれた。

　それでも、西園寺は己おのれの気持ちを話すつもりはなかった。察しを付けられたとしても、言葉で告げるつもりはない。

『ぼくの、パパ？』　>>>♥

　震ふるえる声で名前を呼ばれた時。

　子供特有の温かく、柔やわらかな身体からだでしがみつかれた時。西園寺は確かにこの小さな存在を全力で守ろうと誓ちかった。その時の思いは血が繫がっていなかったとしても、実の親と同じものだったはずだ。

　しかし。

『和パパは……僕の、本当のパパじゃないの？』

　死の間ま際ぎわ、恵理が七瀬に真実を話し、それ以降甘えているのにどこか薄うすい膜まくで距きよ離りを置くようになってしまった七瀬を必死に繫ぎとめようとし始めて───少しずつ、己の気持ちに変化が生まれたのを感じた。

　真っ直すぐな目で全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せてくれる七瀬。

　どんな時も西園寺のことを第一に考え、家事も勉強も必死に頑がん張ばっていた七瀬。

　愛らしい息子むすこが、瑞みず々みずしくしなやかな青年に育っていく。抵てい抗こうなく抱だき着いてきた小さな手が、躊躇ためらいがちに腕うでを握にぎってくる。

　七瀬が西園寺との距離を少しずつ取ろうとしているのに気づいた時、西園寺は己の気持ちを認めた。認めざるを得なかった。

「こんなことなら、特別養子縁組にしておけばよかった。結けつ婚こんに後ろ向きだった恵理さんを説得するのにこちらの方法をとったのが裏目に出たか」

　養子縁組より、特別養子縁組の方が権利が強い。そちらを選んでいたら、捨てたはずの実家も今さら出てくることはなかったかもしれない。

「私のミスだな」

「……あのなあ」

「どちらにせよ、私がＴＯＨＭＡグループに戻るわけがないし、ナナも絶対に手放さない。お前もそう考えておくようにな」

　久能に念を押したものの、計画を修正することになるだろう。

（時間が短くなるな……）

　大学四年の間にじっくり七瀬を説得し、この手の中から逃のがすはずがないと教え込む。逃にげなくてもいい、西園寺の愛情は七瀬にしか向けられないのだと信じてもらう。

　その先にあるはずの感情の変化をゆっくり待つつもりだったが、周りの状況がそれを許さなくなるかもしれない。

　西園寺はリビングの向こう、自室で眠ねむる七瀬の姿を思った。

（……逃げないでくれ……）

　七瀬が望む無む償しようの親としての愛ではなく、醜みにくい欲よく望ぼうを抱いだくこの気持ちを知ってなお、七瀬にはこの手の中にいてほしい。

「……空いた」

　トンッと軽い音がして視線を戻すと、久能が空のワインボトルをテーブルの上に置いていた。

「飲み過ぎだろう」

「飲ませてくれ。七瀬がお前みたいな奴やつに見み初そめられた不運を嘆なげいているんだ。飲まずにいられるか」

「それでも、お前は私の味方だろう？」

「……」

　そこで無言を貫つらぬく久能だからこそ、西園寺はこの男を片かた腕うでとして信頼している。

　明日から厄やつ介かいな問題を片付けるのかと思うと重い気分になるものの、西園寺は今は美味いワインを飲むことに意識を向けた。








第三章









「スーツを作ろうか」

「スーツ？」

　日曜日。

　バイトが休みの七瀬は、朝から慌あわただしく家の中を動き回っていた。天気がいいのでシーツを洗ったし、風ふ呂ろ掃そう除じも念入りにしたい。

　ついでに西園寺の靴くつも磨みがこうと思っていたが、唐とう突とつな彼の言葉に予定はすべて白紙になってしまった。

「和さん、スーツって、俺、着ていく機会ないよ？　入学式用にはもう買ってもらったし」

　大学の入学式用のスーツは、合格したのがわかった翌週にはもう買ってもらった。その時もオーダーメイドにしようという西園寺を何とか宥なだめ、既き製せい品ひんのものにしたのだ。もちろん、それでもかなり高額の買い物になってしまい、早くバイトをしてそれに見合うプレゼントをしたいと思っていた七瀬は、今いま頃ごろどうしてという気持ちで首を傾かしげる。

「よく考えたら、良いものを一つは持っていた方がいいと思ってね。馴な染じみのテーラーに相談したら、いつでも来てほしいと言ってもらえたし」

「和さん……」

（それって、客相手に当然の申し出なんじゃ……）

　持っているスーツはすべてオーダーメイドの西園寺にとって、服を作るということに何の躊ちゆう躇ちよもないらしい。

　七瀬はどうにかして思い直してもらおうとしたが、反論はすべて上じよう機き嫌げんの西園寺に流されてしまい、戸と惑まどう気持ちのまま銀座のテーラーまで連れていかれた。

　店構えは七瀬が気き後おくれしそうな高級店とは一見してわからず、看板なども出ていない。しかし、一歩中に入ると老舗しにせの匂においというか、落ち着いた雰ふん囲い気きはやはり独特で、七瀬は普ふ段だん着ぎのまま来てしまった自分の場ば違ちがいさに恐きよう縮しゆくしてしまった。

「ようこそ、西園寺さま」

「突とつ然ぜんすまないね。思い立ったら我が慢まんできなくなってしまって。息子の七瀬だ」

「ようやくお連れいただいて嬉うれしいですよ。七瀬さま、小こ島じまと申します」

「こ、こんにちは」

　にこやかに挨あい拶さつしてくれるのは、半分以上白髪の、それでも背筋が伸のびた初老の男性だった。職しよく業ぎよう柄がらかスーツ姿もとても綺き麗れいで、七瀬より小こ柄がらなはずなのに大きく見える。

　首にはメジャーが掛かけられているが、それさえもスーツの一部のようだ。

「こちらへどうぞ」

　小島に案内されて店の奥の個室に足を踏ふみ入れると、さっそくというように身体を測られる。手足の長さや腰こし、首周りだけでなく、隅すみ々ずみまでチェックが入っていった。想像していた以上の細かさに、七瀬は内心オロオロしながらなすがままだ。

「今時のお子さまですね、手足がとても長くていらっしゃる」

「でも、少し細くないか？」

「そうですね、骨格が華きや奢しやでいらっしゃるのかもしれません」

　なぜか西園寺もその場に留とどまり、用意されている椅い子すに長い足を組んで座っている。サイズを測っている小島も手を止めず、西園寺の問いに穏おだやかに返していた。

「もう少し大きくなるかな」

「大学生になられるということですので、伸びるとしても数センチでしょうか」

「今ぐらいが腕の中にすっぽりと納まっていいんだけどね」

「可愛かわいがられ過ぎて、あまり力を入れないようにされませんと」

「そうだなあ。少し力を入れて抱だきしめると壊こわしてしまいそうになる」

「か、和さんっ？」

　突然何を言うのかと慌てたせいで、ついそう呼んでしまう。

　七瀬にとっては初対面の相手の前でそんなことを言われてしまうと、このまま店から飛び出して帰りたくなる。

「ん？」

「へ、変なこと言わないでよ」

　ついきつい口調で言ってしまったが、西園寺は肩かたを竦すくめた。

「わかった。つい、ナナが可愛くて」

「このお年とし頃ごろの坊ぼつちゃまに可愛いは禁句ですよ」

　七瀬のことを気き遣づかって言ってくれたのだろうが、小島の《坊ちゃま》という言葉もなかなか恥はずかしいものだ。

　西園寺との掛け合いも素すを見られてしまったようで、七瀬は元げん凶きようの男を恨うらめしく思って睨にらむ。しかし、目が合った当の西園寺は甘い眼まな差ざしで笑えんでいて、結局文句を口にすることもできなかった。

（か、顔が、熱い……）

　できるだけ平然としていたいのに、逸そらさない西園寺の視線が強すぎて、妙みような意識をしているのか、顔だけでなく身体からだ全体が熱くなってきた気がする。

　その時、天の助けのように西園寺の携けい帯たい電でん話わが鳴った。仕事相手からだったのか、その場で話さず軽く小島に合図を送ってから部屋を出ていく。

「少し腕うでを上げていただけますか？」

「は、はい」

　ギクシャクとロボットのように腕を上げた七瀬に、小島が目じりの皺しわを深くして言った。

「以前から西園寺さまのお話を聞いていたので、本日初めてお会いする気がいたしません」

「か……ち、父が？」

「ええ。とても大切な方だと。お会いして、その言葉を実感いたしました」

（和さんが、俺のこと……）

　いったいどのくらい昔から、どのくらいの熱量で話したのか、想像するだけで羞しゆう恥ちに悶もだえてしまう。もちろん、西園寺の愛情が嬉しくないわけではないが、少しだけそれが過ぎていると感じるのも気のせいではないはずだ。

「あ、あの、どんなふうに……」

「それは、私わたくしの胸の中に留めておきます」

　そう言われてしまえば、しつこく尋たずねることもできなかった。

　手早く、しかし丁てい寧ねいな採寸が終わったころ、西園寺が再び部屋に戻もどってきた。

「採寸は終わりました。昼食はいかがされますか？」

　その言葉に、とっくに十二時を過ぎていることに気づく。

「ナナ、どうする？　続きは昼食が終わってからにしようか？」

　そう言われたものの、昼食を挟はさんでしまうと数時間も小島を拘こう束そくしてしまうことになる。ここは多少腹を空すかせても、生き地じまで一気に選んだ方がいいように思えた。

　しかし、もちろん西園寺が良ければの話だ。

「俺は大だい丈じよう夫ぶだけど……」

「それなら、このまま頼たのむよ」

「かしこまりました、生地を用意いたします」

　入れ替かわるように小島が出ていくと、近づいてきた西園寺の手が首元に伸びてくる。反射的に身体が竦んだ七瀬に気づいただろうが、西園寺はそのまま乱れていた襟えり元もとを整えてくれた。

「スーツ姿、綺麗だろうね」

「え？」

「もちろん、ナナはどんな姿も可愛いけれど」

「……っ」

　手が離はなれる瞬しゆん間かん、指先が喉のど元もとに触ふれた。

「……んっ」

　自分の出してしまった声に驚おどろき、七瀬は身体を引いてざわついた肌はだを落ち着けるように自分の手で首を撫なでる。このくらいのスキンシップはいつもしているはずなのに、なんだか落ち着かなくてしかたがなかった。

　視線を合わせにくくて顔を逸らしたが、後ろで西園寺が笑う気配を感じる。

　きっと家の外で、しかも初めての場所で緊きん張ちようしているから過か剰じように反応してしまうのだ。七瀬はそう己おのれに言い聞かせると作った笑みを向けた。

「あ、ありがと」

「どういたしまして」

　顔が引きつっていないか心配だったが、おずおずと見上げた西園寺の表情に変化はない。いつもの優やさしい笑みがそこにあった。

（……良かった）

「行こうか」

「う、うん」

　七瀬はふっと息を吐はいた。










　それから一時間近く掛けて生地を選んだ。

　七瀬自身に拘こだわりはなかったが、西園寺は初めてのオーダーメイドスーツをかなり意識してくれているらしく、小島と何度も話し合いをしながらようやく生地は決まった。

　その後に食事に行こうと言われたのだが、再びかかってきた電話に眉まゆを顰ひそめ、西園寺は電話を切るのと同時に謝ってきた。

「すまない、ナナ。どうしても会社に行かなければならなくなった」

「さっきからの電話？」

　いつもなら、久能が西園寺の休日を邪じや魔ますることは絶対にない。休日は七瀬との時間だと公言している西園寺の機き嫌げんが一気に降下するのが目に見えているかららしい。そのことを久能本人から聞いたことがある七瀬は、西園寺よりも問題の緊きん急きゆう性を実感していた。

　休日にわざわざ西園寺を呼び出すのは、かなり大きな問題があるはずだ。もう半日一いつ緒しよにいられたのだし、七瀬は大丈夫だと告げた。

「仕事は大事だし、俺は買い物してから帰るから」

「ナナ」

　帰る手段は色々あるし、まだ日は高い。心配することはないと言うつもりだったが、西園寺の眉み間けんにはうっすらと皺が刻まれた。

「……せっかくのナナとのデートなのに」

　普ふ段だんは誰だれもが憧あこがれる大人の男なのに、時折見せるこんな子供っぽい表情が自分だけが見られるものだと思うと嬉うれしい。西園寺にはとても言えないが、自分という存在が西園寺にとって特別なのだと感じられるのだ。

「……夕飯は家で食べる」

「うん。今日は和さんの好きなオムライスにするから」

「絶対に帰る」

　妙に力強く言った西園寺に抱き寄せられた格好のまま、七瀬は見送りのために側そばに立っている小島へ視線を向ける。にこにことしている小島は一見して気にしていないように見えるが、さすがに人前でする行動ではない。

　七瀬は西園寺を見上げて軽くその腕を叩たたく。すると、小さな息をついて西園寺の腕は離れていった。

「……行ってくる。今日はすまなかったね」

　前半は七瀬に向け、後半は小島へのセリフに、小島は丁寧に頭を下げてくれた。

「いいえ。出来上がりましたらご連れん絡らくいたします。七瀬さまも、本日はお疲つかれさまでした」

「ありがとうございました。よろしくお願いします」

　西園寺と一緒に店を出た七瀬は、車で家まで送るという西園寺を宥なだめて見送った。

　時計を見るとそろそろ二時になりそうだ。腹は減っているがガッツリ食べてしまうと夕飯が入らなくなってしまうかもしれない。

　友人たちよりも多少小食な自覚がある七瀬は、ファストフードで軽く済ませようと歩き始めた。

「卵はあるし、鶏とり肉にくもあるし……あ、トマトがなかった」

　夕食の付け合わせのサラダを考えながら先を急いでいた七瀬は、

「七瀬くん」

「え？」

　名前を呼ばれるのと同時に腕を摑つかまれ、思わず立ち止まった。誰だとその手の主を見るため顔を上げた七瀬は、あっと声を上げてしまう。

「あなたは……」

「こんなところで会えるとは思わなかったよ」

「こ、こんにちは」

　にこにこと笑っているのは、半月ほど前にカフェで七瀬に声を掛かけてきた男だった。今日はクリーム色のジャケットを着たオフスタイルだ。それでも頰ほおに浮うかべた笑えみは記き憶おくの中のものと同じで、七瀬もつられるように笑みを向ける。

（すごい偶ぐう然ぜん……）

　西園寺のことを《和彦》と呼んだ男のことが気にならなかったわけではないが、日々忙いそがしくしているうちに記憶の片かた隅すみに追いやってしまっていた。西園寺からもその後に彼の話は出てこなかったこともあり、七瀬は改めて男を見る。西園寺の知り合いならば、今日こそちゃんと名前を聞いておかなければならない。

「あの」

「少し、時間いいかな」

「時間、ですか？」

「君と話してみたくてね。カフェだと仕事中で邪魔はできないし、和彦がいたら邪魔をしてきそうだし」

「じゃ、邪魔？」

　男の言い回しに引っ掛かった七瀬は思わず聞き返したが、まるで何事もなかったかのようににっこりと笑った男は、そのまま七瀬の腕うでを引いて歩き始めた。

　さすがに強ごう引いんだと思ったものの、腕を摑む手の力は意外に強く、カフェの客だったので振ふりほどくことも躊躇ためらわれる。

「あ、あの、自分一人で歩けますから」

「うん」

「あのっ」

「あ、そこのカフェでいいかな？」

　すぐ近くのカフェに連れていかれ、一番奥の席へと押し込まれた。

　それまで相手のなすがままだった七瀬も、改めて男と向き合うと少し警けい戒かいをする。

（誰だろう……この人）

　男はコーヒーを注文し、七瀬にも何を頼たのむのか聞いてくれる。ここは強引ではないんだと思いながら、七瀬も同じコーヒーを注文した。

「……あの、父のお知り合いなんですか？」

　店員が立ち去って慎しん重ちように切り出すと、男はおもむろにジャケットの内ポケットから名めい刺しを取り出し、すっとテーブルの上に置いた。

　名刺には聞いたことがある有名なホテルチェーンの名前があり、役職名は社長と書かれてある。

「東とう馬ま……真まさ樹き、さん？」

　この年で有名ホテルチェーンの社長というのもすごい。もちろん、自分で会社を立ち上げている西園寺の存在は七瀬にとって別格だが───そう思いながら、七瀬は目の前に座る東馬を当とう惑わくしたように見つめた。

「それで、どうして俺に……」

「……和彦から何も聞いていない？」

「は、はい」

「……そう」

　じっと見られても答えようがない。ますますいたたまれない気分でいると、東馬がふっと苦く笑しようを漏もらした。

「……なるほど。こちらを調べている気配はあったけれど、肝かん心じんの君に手を打っていないなんて……珍めずらしく後手に回っているな。ああ、それとも、君には絶対に近づけさせないつもりだったのか」

　七瀬はテーブルの下で強く手を握にぎりしめる。

　東馬の言いなりにここまで来てしまったが、彼の言葉には不ふ穏おんな響ひびきがあってどうしようもなく不安な気持ちが沸わき上がってしまう。

　これ以上一緒にいてはいけない。

　自己防衛なのか強きよう烈れつにそう思った七瀬は、名刺を見下ろしながら小さな声で言った。

「あの、父にはあなたにお会いしたことは伝えます。この後用事があるので……」

「七瀬くん」

　帰るという言葉を伝える前に、東馬が七瀬の名前を呼ぶ。その声が、顔が、妙みように楽しげなのを見て七瀬は戸と惑まどった。

「君はお母さん似だね」

「……え？」

「僕に似ていない」

「東馬、さん？」

　その先の言葉を、聞きたくない。

「和彦がここまで君を育ててくれたことには感謝しているよ。でも、そろそろあいつの幸せを考えなきゃいけないんじゃないかな。……いや、少し違ちがうな。僕が君と暮らしたいんだ」

　東馬が、にっこりと笑った。

「僕のところに来ないかい？」

　西園寺の幸せと、七瀬と暮らすことがどう関係があるのだろう。東馬が言いたいことがわからなくて、七瀬は理由を尋たずねようと口を開いた。

「あの」

　しかし、次の瞬しゆん間かん東馬が切り出したのは、七瀬が思いもよらないことだった。

「僕が、君の父親だ」

「……は？」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかよくわからなかった。

　ただ茫ぼう然ぜんと目の前の顔を見つめていると、見返す目がやんわりと細められるのが見える。

　その目元にあるホクロが、おぼろげな記憶の中ではっきりと意味を持ってきた。

「君は僕の息子むすこだ」

「……」

　じわじわとその言葉が頭の中に染しみわたり、七瀬はようやく目を瞠みはった。

（父、親？　この人が、俺の？）

　本当の父親に会いたいと思わなかったわけではない。父親という存在に対しての憧あこがれは七瀬にだってあった。

　しかし、母親の告白で本当の父親ではないとわかってからも西園寺から与あたえられる愛情は変わらず、いや、きっと本当の父親以上に愛してもらったからこそ、そんな気持ちを抱いだく自分が嫌いやだった。

　だから、なのか、唐とう突とつに現れた東馬の存在には戸惑いの方が大きい。あまり外見が似ていないこともあって、素す直なおに受け入れることができなかった。

「う、噓うそじゃ……」

「ＤＮＡ鑑かん定ていを受けてもいい。和彦との養よう子し縁えん組ぐみを解消してもらえたら、すぐにでも我が子として認にん知ちするよ」

「ま、待ってください、養子縁組を解消するとか、突とつ然ぜん言われても……困ります」

　西園寺との繫つながりをあっさり断たち切ることなど考えられない。第一、彼がそれを承しよう諾だくするはずがなかった。

「あの、この話は……」

　とにかく、この場から逃にげ出したい七瀬は否定の言葉を必死に考える。

　すると、東馬はおもむろに何かをテーブルの上に置いた。どうやら写真のようだ。

「！」

（これって……）

　それは昔、西園寺が七瀬に見せてくれたもの……学生時代の母親と知らない青年が写っていたものとまったく同じだった。

「恵理と撮とった写真はあまりなくてね」

「こ、これ、母さんと……」

「そうだ。まったく知らなかったよ、僕が海外に留学している間に、恵理が君を出産していたなんて。恵理とはきちんと区切りをつけたつもりだったのに……僕は君という存在を最近まで知らなかったんだ。恵理とも連れん絡らくが取れなくなったし。……しかも、まさか、和彦が恵理と結けつ婚こんして、君を養子にしていたなんてね」

　話を聞きながら茫然と写真を見下ろしていた七瀬は、写っている青年の目元にあるホクロに目がいった。ハッと顔を上げた先の顔には、同じ位置に確かにホクロがある。

　初めて彼を見た時の既き視し感かんはこれだったのだ。

（この人と、和さんて……）

　あの時の西園寺は東馬のことを一いつ切さい口にしなかったが、東馬は西園寺のことを《和彦》と親し気に呼んでいる。

　二人はただの友人関係だったのか。それとももっと深い間あいだ柄がらだったのだろうかと考えながら東馬を見れば、初めて会った時に感じた西園寺との共通点を今さらながら強く意識した。　>>>♥

「あ、なた、和さんと……」

「和彦は僕の従兄弟いとこだよ」

「従兄弟……」

　不思議と、すんなり納なつ得とくしてしまった。容姿自体はあまり似ていないものの、醸かもし出す雰ふん囲い気きがなんとなく似ているのだ。

「和彦も元々は東馬の姓せいを名乗っていたけれど、二十歳はたちを過ぎて突然母親の両親、つまりあいつにとっての祖父母に養子に入って西園寺の姓になったらしいね。結構大きな騒そう動どうになったらしいよ、なにせＴＯＨＭＡグループ御おん曹ぞう司しが離り縁えんしたってことだから」

「ＴＯＨＭＡグループって……」

　また一つ、意外な名前が出てきた。大学生の七瀬も、ＴＯＨＭＡグループがどれほど大きな企き業ぎようグループなのかはよく知っている。ごく身近な携けい帯たい電でん話わ会社から、宇宙開発まで、様々な分野に名前を出す企業と目の前の男の名前が、ゆっくりと繫がった。

　そういえば、先ほど東馬がくれた名めい刺しのホテルも、ＴＯＨＭＡグループのホテルだ。

　それに気づいた七瀬の顔から、一瞬で血の気がひく。何か言わなくてはと思うのに、喉のどで声が詰つまってしまった。

　すると、目の前の顔が少し曇くもった。

「恵理が亡なくなったことも最近知ったんだ。僕は……薄はく情じようだな。あれだけ彼女に助けてもらったのに、別れの言葉も言えなかった」

「……」

「その上、彼女の子供を……僕の子供である君を、今まで一人にしてしまった。七瀬、遅おそくなったけれど、僕たち親子をやり直せないかな」

　東馬が語る母の話は知らないもので、七瀬にとってはどうしても現実味が湧わかない。それでも、あの写真を見れば二人が親しかったことを噓だとは言えなかった。

「このまま僕の家にくる？　君にとって義母になる妻がいるが、きっと君を歓かん迎げいすると思うよ？」

　こんなに唐突に言われて、家にまでついて行くなんてとても考えられない。しかも、父親という人の奥さんに会うなんて、頭の中がパニックになりそうだ。

「……帰ります」

「そう？　じゃあ、携帯、出して？」

「え？」

「名刺に書いていないプライベートの連絡先を入れるから。ほら」

　柔やわらかな物もの腰ごしなのに、妙に押しが強い東馬に言われるまま携帯電話を差し出すと、勝手に操作をされてしまった。

「これでよし。父親なんだから、いつでも連絡して。長い間寂さびしい思いをさせたから、ゆっくり関係を深めていこう？」

「……」

「君がどう思おうと、僕が本当の父親であることに変わりないから」

　その言葉に、七瀬は何も言えなかった。










　どうやって家まで帰ったのか覚えていない。

　気づくと、七瀬は薄うす暗ぐらいリビングのソファの上で膝ひざを抱かかえたまま、ただじっと目を閉じていた。

（本当の……父親？）

　父親が恋こいしく思っていた幼いころなら、まだ素直に嬉うれしいと思えたかもしれない。しかし、もう大学生になろうという歳になって、側そばにはいつも西園寺という《パパ》がいる状じよう況きようで、突然現れた東馬を受け入れろという方が無理だ。

　それでも、もう何も知らなかったころには戻もどれなかった。東馬に口止めはされなかったが、西園寺に言えるはずもない。

「……ご飯、作らないと」

　ノロノロと顔を上げると、目の前のベランダに干してあるシーツに気づいた。せっかくいい天気なので外に干したのだ。

「やばっ」

　このままでは湿し気けてしまう。慌あわてて立ち上がった七瀬はシーツを取り込み、洗せん濯たく乾かん燥そう機きの中に入れたままの洗濯物も取り出して畳たたんだ。

　夕食はオムライスなのでたいした下準備はないが、買ってこようと思っていたトマトはあのまま忘れたので他ほかのサラダを考える。西園寺との二人暮らしで、こういった突とつ発ぱつ的な事態にも対応できるくらいには料理には慣れた。

「オムライス……美味おいしくしないと」

　休日出勤をした西園寺に喜んでもらいたい。それ以上に、何かしていたら溢あふれそうになる感情をごまかすことができる。

　七瀬がキッチンの中で忙いそがしく用意を続けていると、玄げん関かんのインターホンが鳴った。

　思ったよりも早く帰ってきた西園寺を迎むかえに行くために玄関に向かい、一度大きく深呼吸をした後笑えみを浮うかべてドアを開けた。

「お帰りなさいっ」

「ただいま」

　スーツ姿ではなく、午前中出で掛かけたままのラフな格好の西園寺は、七瀬を見て目元を緩ゆるめた。その表情に疲つかれた様子はみじんも見えない。

「お疲れさま」

「せっかくのナナとの休日だったのに、すまなかった」

　靴くつを脱ぬいで廊ろう下かを歩きながら、西園寺は七瀬の腰こしを抱だいて耳元で謝る。くすぐったくて肩かたを竦すくめた七瀬は、笑いながら西園寺の顔を見上げた。

「そんなことないよ。俺じゃ行くことができない洋服屋さんにも連れて行ってもらったし、楽しかった。オムライスはあと卵を焼くだけだから、少し待ってて」

「手伝うよ」

　七瀬が卵を焼いている間に、西園寺は食しよく卓たくの用意を整えてくれる。その姿をちらりと見た七瀬は、東馬との会話を思い出した。

『和彦も元々は東馬の姓を名乗っていたけれど、二十歳を過ぎて突とつ然ぜん母親の両親、つまりあいつにとっての祖父母に養子に入って西園寺の姓になったらしいね。結構大きな騒動になったらしいよ、なにせＴＯＨＭＡグループ御曹司が離縁したってことだから』

　東馬の話が本当なら、もしかしたらそれは自分と母の存在が理由だったのかもしれない。

　西園寺と母が結けつ婚こんしたのは、確か二十代半ばだったはずだ。

（母さんのために……西園寺の姓になった……？）

　本当にそうなのか。西園寺に確かめたいが、そうすると今日の東馬との会話を話さなければならない。七瀬と西園寺の親子としての関係に大きなひびを入れることになりそうで、七瀬はどうしても口を開けなかった。

「……そんなの、嫌いやだ」

　思わず呟つぶやいた声に、すぐに西園寺が反応した。

「どうした？」

「う、ううん、何でもない」

　少しだけ焦こげてしまった卵は自分のチキンライスに被かぶせ、西園寺のものは慎しん重ちようにフライパンを動かした完かん璧ぺきなものを作って食卓に運んだ。

　スープを入れて戻った時、ふと見た焦げたオムライスが西園寺の方に置かれているのに気づく。

「和さん、これ」

「ケチャップで絵を描かこうか」

　笑いながらケチャップを取りに行った西園寺は、七瀬の卵に大きなハートマークを描いた。続いて自分のものにも、焦げを隠かくすようにハートマークを描く。

「さ、食べよう」

「……うん」

　西園寺は昔からよく、こうやってオムライスに文字を書く。名前だったり、ハートマークだったり、それをされるとその日一日あった嫌なことなんてすぐに吹ふき飛んだ。

　幼いころはそれを切っ掛かけに色々話して、今まで七瀬は西園寺に秘密なんて持ったことがなかった。

　それなのに、今、とてつもなく大きな秘密を持ってしまった。だが、何を言わなくても、西園寺は七瀬の様子を敏びん感かんに感じ取り、きちんと気持ちを傾かたむけてくれている。

　西園寺は、優やさしい。これが父親としての愛情なのかどうかは別にしても、大きくて深い愛を向けられているのはよくわかる。

「……いただきます」

「いただきます」

（今さら本当の父親とか……いらないよ）

「……ん、今日も美味うまいね、ナナのオムライス」

「ありがとう」

　いつものように穏おだやかに時間は過ぎ、片付けは西園寺が引き受けてくれたので七瀬は先に風ふ呂ろに向かった。

　その前に部屋に寄って着き替がえを取ると、ふと見た机の上に置きっぱなしの携けい帯たい電でん話わに着信があったらしいのがわかった。一いつ瞬しゆん躊躇ためらったが、七瀬は電話を手に取る。届いているのは───予想通りの相手だった。

「……母さん」

　相手は、東馬だった。しかし、何も文章はない。送られてきたのは一枚の写真で、昼間見たのとはまた別の、今度は母だけが写っているものだ。

　画面に向かって笑っている母は、きっとこの写真を撮とっている人物を深く思っているのだろうとわかる満面の笑みだ。

　こんなふうに笑う母と、写真を撮ったのだろう東馬はなぜ別れたのだろうか。

　なぜ、母は東馬と決別したのか。

　なぜ、七瀬が生まれたことを伝えなかったのか。

　なぜ───西園寺と結婚をしたのか。

「……」

　七瀬は画面を閉じた。これ以上見ていると、西園寺を問い詰つめたくなってしまう。

　少なくとも今は、西園寺に東馬のことを知られたくない。

　部屋から出た七瀬は重い足取りでバスルームに向かおうとしたが、リビングに上着を脱いだまま置いていることを思い出した。取りに行くためリビングに引き返した七瀬は、ふと漏もれ聞こえてきた声に足を止める。

「後手に回ってないか、久能」

（和さん？）

　いつもとは違ちがう、西園寺の少し厳しい声に、そのままリビングに入ることが躊躇われた。

「今さら東馬が何を言ってきても、私が西園寺の姓せいを捨てることはありえないだろう」

「！」

　あっと出そうになる声を、慌てて口を押さえて止める。

「……ああ、わかっている。一度向こうへ行ってはっきり言わないといけないだろうな……ったく、頭の固い古い人間ばかりで面めん倒どうだが」

　まだ話は続くようだが、七瀬が風呂に行ったと思っているのだろう、西園寺は声を抑おさえているものの珍めずらしく感情を出している。

　立ち聞きしてしまったことがバレないように、七瀬はそっと後あと退ずさった。

　東馬という名前と、向こうへ行くという言葉。今日いきなり七瀬は東馬と会ったと思ったが、もしかしたら西園寺の急な用というのは、同じように家のことだったのかもしれない。

（向こうへって……）

　今まで会ったことがない西園寺の両親、改めて思い返せば、会話の中にもその存在は不思議と出てこなかった。

　東馬の話からも、向こうの家は西園寺の今の立場をあまりよく思っていないように感じる。七瀬が血の繫つながっていない息子むすこだということも知っているのかもしれない。

　高校生までならまだ扶ふ養よう義務があるだろうが、大学生になったら手を放してもいいと思われているのかもしれない。

　西園寺と離はなれてしまう可能性に愕がく然ぜんとし、七瀬は脱だつ衣い所の床ゆかに座り込んだ。

「和さんと離れるなんて……やだ……」








第四章









　心配と不安に揺ゆれる七瀬の気持ちとは裏腹に、西園寺はなかなか東馬の家のことを切り出さなかった。七瀬の方も東馬と会ったことを言わなかったのでお互たがい様なのかもしれないが、どうすればいいのかわからない時間が刻々と過ぎていくのはどうにももどかしい。

「いよいよ明日だな」

「うん」

　そして、七瀬の大学の入学式を明日に控ひかえた日、西園寺は久能を連れて帰ってきた。

「明日、俺は行けないからな。これ、入学祝いだ」

「ありがとうっ」

　久能のプレゼントは財さい布ふだった。大人っぽい革かわの長財布は初めてで、七瀬はいろんな角度から見つめてしまう。

「五円、入れておいたからな」

「五円？」

「新しい財布には入れるんだよ。金に御ご縁えんがありますように……だったか？　まあ、迷めい信しんだろうが一応な」

「へえ、初めて聞いた。和さん、知ってた？」

「……知ってた」

　苦く笑しようしながら西園寺がポケットから取り出したのは、赤いリボンを穴に通した五円玉だ。よく見ると七瀬の生まれた年の発行のものだった。

「それ」

　おおよそ西園寺には似合わないものに、七瀬は目を丸くする。

「久能こそ、そんな迷信信じないと思っていたけどね」

「ありがとう、これも入れておく」

　西園寺と久能が同じことを考えたのには驚おどろいたし、面おも白しろく感じたが、二人がそれだけ七瀬のことを考えてくれたのだと思うと、くすぐったくて嬉うれしい。

　強力な二人の御縁があれば、本当にお金を呼び込んでくれそうだ。

「私のプレゼントは少し待っててくれるかな？」

「プレゼントなんかいいよ。俺は和さんに今までいっぱいいろんなことをしてもらったし、大学まで行かせてもらえて……」

「ナナ」

　そのまま申し訳ないと言いそうになったが、物理的に言葉を止められてしまった。

　頰ほおにキスされたのだ。

「か、和さんっ？」

　恥はずかしさと戸と惑まどいで、西園寺と久能の顔を慌あわただしく交こう互ごに見る。久能は呆あきれたように肩かたを竦すくめた。

「お前ね、少しは遠えん慮りよしろ」

「ナナとの時間に割り込んできたのはお前だろう」

　そのまま西園寺に抱だきしめられてしまい、七瀬は慌てて身を[image: 捩]よじった。

「か、和さんっ」

「すべてを話してほしいとは思わないけれど、最後は私を頼たよってほしい」

「和さん……」

　西園寺の胸を押し返そうとしていた手の力は抜ぬけ、七瀬はどうしたらいいのかと困こん惑わくしながら久能を見る。極力態度に出さなかったつもりだが、もしかしたら西園寺は七瀬が抱いだく秘密に気づいているのかもしれない。

「最近、スキンシップが足りないって腐くさっててさ。七瀬も大学生になって父親から自立する時だって言ったんだが、自分と七瀬は違うって言い張りやがる」

「……」

　確かに、自分と西園寺の関係は普ふ通つうの親子とは違う。自立も、早くしたいと思っている。

　しかし、だからと言って西園寺に対する愛情が消えるはずもなかった。秘密を作ったのも、西園寺のことを思ってだ。

　七瀬は行く当てがない手を西園寺の背中に回した。定期的に鍛きたえている身体からだは七瀬よりもよほどしなやかで力強く、少しドキドキとしてしまう。

「俺には、和さんが一番だよ？」

「ナナ」

　もう、気軽に《パパ》とは言えないが、七瀬は自分の思いが伝わるように手に力を込めた。

「……元気出た」

「現金だな、お前」

「もう帰ってもいいぞ。明日は入学式で忙いそがしいんだ」

「はいはい。じゃあな、七瀬」

「ありがとう、久能さん」




　二人から貰もらった五円玉の効果か、翌日七瀬は久しぶりにすっきりとした気持ちで目覚めた。

　手早く朝食を済ませると、入学式用に買ってもらったスーツに着き替がえる。

「ナナ」

「え？」

　髪かみを整えようとした時、後ろから手が伸のびてきた。くすぐったくて思わず肩を揺らせば、動かないようにと笑いながら言われる。

「……」

　七瀬は鏡越ごしに西園寺の顔を見た。自分より身長も肩かた幅はばも大きい彼は、昔と変わらず格好いい。いや、年月を経て、深みを帯びた大人の魅み力りよくに溢あふれている。

　きっと、今日の入学式でも目立つに違いなく、女性たちの熱い視線を向けられる姿も容易に想像できた。昔はそんな西園寺を自じ慢まんに思っていたが、なぜか今日は少しだけ胸が痛い。

（俺だけの……和さんじゃない……）

　西園寺を誰だれかにとられるなんて考えたくもないが、きっと近いうちにその恐おそれは現実のものとなりそうだ。

　優やさしく髪に触ふれる指先に、七瀬は目を閉じてその動きを追う。

（和さんが、他ほかの人の髪に触れるとか……）

「……い」

「できた」

　満足そうな声に、七瀬はハッと口を噤つぐんだ。

（俺、今何て言おうと……）

「ナナ？」

　すぐに反応しなかった七瀬の顔を覗のぞき込むように、西園寺が身を屈かがめて身体を寄せてくる。

　耳に柔やわらかにものが触れた気がして、七瀬は焦あせって身をかわした。

「あ、ありがと、カッコいいかな」

「……ああ」

「じゃあ、行こうよ」

　七瀬は西園寺の腕うでを引っ張った。










　入学式は無事に終わった。

　近くに座った何人かとはアドレスを交こう換かんできたし、何とか知り合いができそうな感かん触しよくだ。

　西園寺を捜さがして保護者席へ視線を移せば、案の定何人かの女性に囲まれている。その中には新入生らしき女の子もいて、七瀬の口元は無意識に引き結ばれた。

「ナナ」

　なかなか近寄れない七瀬とは違ちがい、西園寺はその姿に気づくとスマートに周りを引き離はなして来てくれた。

「入学おめでとう」

「……ありがと」

「どうした？」

　西園寺の長い指先が、少しだけ膨ふくらんだ七瀬の頰をスリッと撫なでる。

「……和さん、モテるよね」

「ナナだけにモテればいいんだけれどね」

　何だかごまかされた気分だ。

「行こうか」

　軽く背を押され、七瀬は西園寺と一いつ緒しよに会場を出た。その姿をいくつもの視線が追ってくるのを感じ、優ゆう越えつ感とともに申し訳なさも覚える。本来なら西園寺は保護者ではなく、子供もいない独身の男なのだ。

「ナナ」

「ふぇ？」

　ぼんやりしていたせいか、変な返事になってしまったのを笑われた。

「このまま、少し私に付き合ってくれるかな？」

「いいけど……買い物？」

「いや」

　西園寺が言い淀よどんだのは一いつ瞬しゆんだった。

「私の実家だよ」

「和さんの？」

　思いがけない行き先に、七瀬は驚おどろくよりも困惑した。

　これまで、西園寺は自身の実家のことを話したことはなかった。七瀬にとって家族は西園寺だけなので、その向こうにある別の家族に思いを向けることを考えもしなかったというのが本当のところだ。

　しかし、先日会った東馬の話で思いがけない西園寺とその家族の確かく執しつを知ってしまい、その理由が明らかに七瀬達親子であるだろうと思うので、そんな自分が一緒について行ってもいいのかすぐには頷うなずけなかった。

「和さんの家って、東馬の……お、俺が一緒に行っていいの？」

　西園寺の両親にとって、七瀬は血の繫つながらない連れ子という立場だ。嫌いやがられはしても歓かん迎げいされるわけがないし、第一、なぜ今という気持ちがある。

　不安に曇くもる七瀬の顔を見た西園寺の眉み間けんに皺しわが寄った。

「……そうか」

「え？　な、何？」

「向こうがおとなしくしているはずがなかった。それなら遠えん慮りよなどする必要はないな」

「和さん？」

「東馬のことを知っていたんだね」

「あ……」

　七瀬は己おのれの失言に今さらながら気づいてしまい、思わず唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　何をどう思ったのか、西園寺はきっぱりと言い切る。

「ナナはただ私の隣となりにいてくれたらいい。もしかしたら……お前にとって嫌な言葉を聞くかもしれないが、今日が最初で最後だから」

　七瀬は西園寺の顔を見つめた。

　今までずっと実家とは距きよ離りを取っていた西園寺がわざわざ自分から動くのは、おそらく先日現れた東馬のせいだ。七瀬には何も言わないが、西園寺と彼の間にも何らかの確執があるのかもしれない。

　二人の中心には母がいる。いまだ、西園寺は母のことを大切に思っている。

　そう考えると胸の奥が小さく痛むが、西園寺が七瀬を守ってくれようとしていることもわかっているので、彼を信じてついて行くことに躊躇ためらいはなかった。

　いや、むしろ連れて行ってくれようとしていることが嬉うれしい。

　西園寺の車に乗せられて向かった先は、都内の高級住宅地だった。

「……凄すごい……」

　どこまでも続くかのような長い壁かべに、頑がん丈じようそうな大きな門。西園寺は車から降り、インターホンに向かって言った。

「私だ」

　名前も言わないのに、すぐに門は開いていく。おそらく、モニターで西園寺の顔を確かめたのだろう。

「緊きん張ちようすることはない。ここもただの一いつ軒けん家やの一つだ」

　顔が強こわ張ばり、膝ひざの上で固くこぶしを握にぎっている七瀬に苦く笑しようしながら言うと、運転席に戻もどった西園寺は片手を伸ばして手を握ってくれた。そのことを心強く思うものの、緊張が消えることはない。

　ロータリーがある一軒家なんて、そうそうあるはずがないのだ。

「うわ……」

　そこに、何人かの人が並んでいる。

「あ、あれ」

「使用人だ」

「……」

　西園寺はさっさと車を降りたが、七瀬はそこから動きたくなかった。ここで自分だけ待つことはできないだろうかと焦りながら考えるが、無情にも回り込んだ西園寺の手で助手席のドアが開けられた。

「ナナ」

　───逃にげられない。

　いや、ここまできて、七瀬だけ逃げることはできない。

　七瀬はおずおずと差し出された手を握り、震ふるえる足を叱しつ咤たしながら車から降りる。玄げん関かんの前に立つと、並んでいた使用人たちがいっせいに頭を下げた。

　その中の、黒いスーツを着た初老の男性が言った。

「お帰りなさいませ、お坊ぼつちゃま」

「いい年の男に向かって坊ちゃんは止やめてくれ。息子むすこが驚いているだろう」

（うわっ）

　何の前置きもなく七瀬の肩かたを抱だき寄せながら言う西園寺に、並ぶ人たちは少しだけざわついた。

　それでもすぐに平常の表情を作るのはさすがだと思う。

「二人は？」

「お待ちです」

「そうか。行くよ、ナナ」

「う、うん」

　連れられて歩きながらも一応頭は下げる。もう来ないかもしれないが、それでも嫌な印象は持ってもらいたくなかった。

「……ナナ」

「な、何？」

「……急に連れてきて悪かった。でも、前もって伝えると、きっとナナは来ることを拒こばむか、考え過ぎて身体からだを壊こわしてしまうかもしれないと思ったら……強ごう引いんに進めるしかなかったんだ」

　立ち止まった西園寺に髪かみを撫でられ、七瀬は少しだけ落ち着く。

「さすが、和さんだ。俺の性格、よくわかっているね」

　西園寺の言う通り、これが前もって話されていたとしたら、おそらく自分は怖こわくて動けなかったはずだ。

　西園寺と別れなくてはいけない恐きよう怖ふはそれほど強いが、仮に何も知らされないまますべてが終わっていたとしたら、もしかしたら西園寺との距離が離れてしまっていたかもしれない。自分勝手な感情だが、強引にでも連れてこられて本当に良かったと思う。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。俺、意外と図太いから」

　七瀬の強がりに、西園寺は褒ほめるかのように再び髪を撫でてくれた。

　しばらく歩いて、あるドアの前で立ち止まる。西園寺はもう一度七瀬を見下ろした。

「何があっても、ナナを手放すことはないから」

「……うん」

　七瀬が頷くのを確かく認にんして、西園寺は軽くノックをした後ドアを開いた。

「……っ」

　中は広い洋間で、ソファには四人が座っていた。その中の一人は東馬で、七瀬と視線が合うとにっこり笑いながら手を振ふってくる。

　どうして彼がいるのかと一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、考えれば七瀬の実の父親だと言ってきたくらいだ。西園寺と従兄弟いとことも言っていたし、今回ごく私的なこの場面にいても不思議ではない。

（だったら、隣にいる人が……奥さん？）

　東馬の隣に座っているのは、彼よりも年上に見える女性だ。きっちりと髪を結ゆいあげた、一見厳しそうな人だった。

　彼女の視線も真っ直すぐ七瀬に向けられている。その中にどういった感情があるのか、想像するだけでも憂ゆう鬱うつになりそうだった。

　二人の向かいには、夫ふう婦ふらしい男女が座っている。彼らを見て、七瀬はすぐに西園寺の両親だとわかった。西園寺より多少恰かつ幅ぷくが良いが、男の人の顔は西園寺によく似ているからだ。

「ナナ、私の両親だ」

　改めて紹しよう介かいされ、七瀬は深く頭を下げる。痛いほど強い視線が向けられていたが、声が震えないよう腹に力を入れた。血は繫つながっていないが、西園寺の両親なら七瀬の祖父母という形になる。彼らにとって望まれない存在だったとしても、西園寺を生み出してくれた人たちには感謝の思いしかなかった。

「な、七瀬です、はじめまして」

　その挨あい拶さつに返事はない。

　七瀬の肩に置かれた西園寺の手に力が込められた。

「時間を取っていただいてありがとうございます。一度に済ませたかったので、真樹も一いつ緒しよに呼びましたが、希望を叶かなえていただいたようで」

　真樹と呼ばれた東馬が、まるで返事をするように軽く手を上げる。西園寺の実家だというのに、東馬の方が落ち着いて見えた。

「和彦」

　低く、威い圧あつ感かん溢あふれる声に、七瀬の方が肩を揺ゆらした。西園寺の父親は、まったく七瀬の方を見ないまま続ける。

「座りなさい。ここに来たということは、私たちの話に耳を傾かたむける用意があるということだと取るが」

「このままで。父さん、私は東馬の姓せいに戻るつもりはありません。このまま西園寺和彦として生きていきますので。今日はそのことをもう一度確認するために来ました」

「和彦」

　窘たしなめるような声にも、西園寺は言葉を止めなかった。

「縁えん談だんも不要です。私の妻は亡なくなった恵理だけですし、子供は七瀬がいます。私たちの生活を乱さないでください」

　縁談という言葉に、七瀬は唇くちびるを嚙かむ。やはり、西園寺にはそんな話がきていたのだ。

「親が子を心配するのは当たり前だ。しかも、そこにいる青年とお前は血が繫がっていないだろう。自分の血が繫がった子供が欲しくないのか」

　ごくごく当たり前の言葉に、七瀬は心臓を鷲わし摑づかみにされる。不安でたまらず、無意識に西園寺の腕うでを摑んでしまった七瀬は、その手に大きな手が重なるのを感じた。

「私にはナナが、七瀬がいれば十分です。私の愛情は彼にしか向きません。もう一度言います、これ以上私たちに干かん渉しようするのは止めてください。いい加減子こ離ばなれをしたらどうです」

「お前は東馬本家の長男だぞ」

「血けつ縁えんからではなく、有能な人材を重用した方がいいですよ。同じ経営者としての忠告ですが……必要ないかもしれませんね」

　西園寺の言葉に苦い響ひびきを感じ、七瀬は思わずその顔を見上げた。七瀬に対してはいつも優やさしく笑えんでいる眼まな差ざしが、今は厳しい光を帯びて、目の前の両親だという人たちに向けられている。

　七瀬も、西園寺と同じように彼らを見た。初老の男の人は険しい表情のままだったが、隣となりに座る女性は気づかわし気な目で西園寺を見つめていた。

「和彦、戻ってくる気はないの？」

　母親の言葉に、西園寺は躊躇ためらいなく首を横に振る。

「私の帰る家はナナのいる家です。もう、十二年前から変わりません」

　しばらく西園寺を見つめていた女性が、深い溜ため息をついた。

「相変わらず頑がん固こねぇ」

「母さんは、私が西園寺姓になった時からわかっていたんではないですか？」

「恵理さんが亡くなってから、事情が変わったかもしれないと思ったの。……でも」

　女性の視線が七瀬へと向けられる。

「七瀬くん」

「は、はいっ」

　声が裏返ってしまい、七瀬は顔を赤くしたが俯うつむかなかった。

「……それでもね、この歳になるとやっぱり寂さびしいのよ」

　短い言葉にどれほどの思いが込められているのか、七瀬にわかるはずがなかった。それでも、摑んだ西園寺の腕を放すことはできない。

　きっと、彼女の言葉の中に七瀬の存在はない。それをわかっているからこそ、西園寺は潔いさぎよいまでに、七瀬のために両親の言葉を切り捨ててくれるのだ。

　申し訳なくて、嬉うれしい。そう思ってしまう自分が嫌いやだ。

「見合いは必要だろう」

　沈ちん黙もくの中、話を蒸むし返したのは西園寺の父親だ。

「お前はまだ若い。もう一人子供がいてもいいだろう」

　七瀬の存在は認めた上でという言い方を変えた彼の言葉に、西園寺はわざとらしく大きな息を吐はく。

「申し訳ありませんが、妻も子も、必要ありません」

「和彦」

「私のパートナーは既すでにいますから」

「え……んっ？」

（う、そ？）

　いきなり目の前に西園寺の顔がアップで迫せまったかと思うと、そのまま唇に柔やわらかな感かん触しよくがある。キスされているのだと、唇が離はなれてから気づいた。

「……か、ず、さん？」

　間近にある西園寺の目が、嬉うれしし気に細められる。眼鏡をしていないので、その表情はいつもよりずっとわかりやすかった。

「嫌だった？」　>>>♥

　傍はた目めには自信たっぷりに見える言動だが、七瀬には西園寺が緊きん張ちようしているのがわかった。今の行動を七瀬がどう思っているのか、西園寺は緊張して言葉を待っている。

　七瀬はまだ茫ぼう然ぜんとしたまま、それでも素す直なおに口を開いた。

「……嫌じゃない、けど」

「そう……良かった」

　ふんわりと抱だきしめられて、七瀬はここがどこか一いつ瞬しゆんわからなくなった。

「ナナが本当に嫌だったら父親でいようと思っていたが……」

　その言葉の後は続かず、さらに背中の手が強くなったように思えた。
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　腕の中の七瀬は思考が停止したのか、腕の中で固まったまま動く様子がなかった。

「ナナ？」

　名前を呼んでも反応がない。それほど驚おどろかせてしまったのを申し訳なく思うが、この場で宣言したことに後こう悔かいはなかった。

　キスをしたのは、なかなか引かない父親を黙だまらせるのに一番手っ取り早い方法だと思ったからだが、西園寺は意外なほど緊張していた。あれで、七瀬が嫌がったら……可能性の一つとして頭の隅すみにあったことを想像してしまい、怖こわかった。

　結果的に、七瀬は許してくれた。その思いが西園寺と同じものか、それとも家族としてのものなのかはわからないが、少なくとも嫌けん悪おを抱いだいていないことに心から安あん堵どした。

「そういうことですから」

「……」

　西園寺は七瀬に向けていた視線を目の前の両親に向ける。案の定というか、想像していた以上に目を見張っている父親の姿に、この人もこんな顔をするのかと意外に思った。

（やはり、このタイミングで良かった）

　大学の入学式という、七瀬にとっては晴れの日の今日を選ぶ時には少し迷った。きちんと七瀬の気持ちを聞き、自分への想おもいを育ててもらってからでもいいのではないかと思ったが、最近の東馬の動きを考えると時間の余よ裕ゆうはないように感じた。

　もちろん、いい年の大人で、戸こ籍せきも別にある西園寺が物理的に何かされるとは思えない。だが、七瀬はどうだろうか。まだ成人になっていないが、大学生という一歩大人に近づいた立場で、西園寺の両親の感情を盾たてにされたら───。優しい七瀬が自分から離れてしまう危険は大いにあった。

　その上、最近七瀬の血縁上の父親である真樹が妙みような動きをしているという連れん絡らくがあり、手て遅おくれになる前に西園寺は動くことにしたのだ。

「和彦」

　固まってしまった空気の中、最初に真樹が口を開いた。

「お前、ゲイだったのか？」

「……」

「違ちがうよね。結構遊んでたし」

「お前ほどじゃない」

　真樹の妻の前ではっきり言うつもりはないが、こちらだけが不利な状じよう況きようになるのを黙って見過ごすつもりはない。

　大体、おとなしくこの場に来たということは、この男も七瀬に関して権利を主張する気なのだろう。

「お前は何をするつもりだった？」

「父親が息子むすこを引き取ろうとしているだけだ。それほど不思議なことでもないだろう？」

　堂々と言い放つ真樹を見、西園寺はちらりとその隣に座っているその妻を窺うかがった。

　この二人が結けつ婚こんしたのは、確か五年前だったはずだ。その頃ころにはもう東馬とはいっさいの関かかわりを絶っていたので結婚式には出席しなかったが、正直に言えばこの男が結婚するとは思わなかった。

　真樹と恵理が知り合ったのは、まさにこの西園寺の実家でだった。小学生のころ、西園寺の遊び相手として何人か連れてこられた従兄弟いとこの一人が真樹だ。

　従兄弟たちも使用人の子供である恵理を馬ば鹿かにする者がほとんどだったが、真樹は西園寺と一いつ緒しよに恵理とよく遊んでいた。

『恵理ちゃんといると楽なんだよね』

　一人っ子の真樹は西園寺同様、恵理を姉のように思っていたはずだ。

　そんな二人が付き合うようになったことは真樹から聞いた。とても信じられなくて恵理を問い詰つめたが、恵理は笑って肯こう定ていした。

『真樹くんも弟みたいに思っていたけど、私のこと好きだって言ってくれたの』

　真樹の家も複雑で、父親も母親も愛人を作っていた。それを子供の真樹が笑いながら言うのだ。

『一生、一人だけを好きだなんてありえないけど、きっと、ずっと……恵理のことは好きだと思う。優やさしいし、あったかいんだ』

　そこまで言っていたくせに、真樹は高校生の時に留学した。鬱うつ屈くつしたまま家にいたくなかったのだろう。恵理はどうするのかと問い詰めたが、真樹は少しだけ寂しそうに笑って言った。

『別れようって伝えたよ。いつ帰ってくるかわからないし……恵理みたいな素す敵てきな子には、きっとすぐにいい男が現れるだろうし。僕みたいな偏へん屈くつな男といると幸せになんかなれないよ』

　勝手なことを言うなと西園寺は憤いきどおったが、一方でそれが真樹の本心だろうともわかった。

　いくら好き同士でも真樹と恵理は学生で、親の庇ひ護ご下にある存在だ。家から逃にげたいと思う真樹の気持ちがわかる西園寺には、引き留めることはできなかった。

　真樹の留学と、恵理の両親の事故はほぼ同時期だった。

　真樹が旅立ってからしばらくして、恵理は妊にん娠しんしていることを知り、真樹にも西園寺にも伝えないまま七瀬を産んだ。

　両親が亡なくなった上に妊娠。親しん戚せきの家に行った恵理は頼たよる者もおらず不安でたまらなかったに違いない。不幸中の幸いで両親の保険金があって何とか生活できたと、再会した時に寂さびしく笑った恵理の顔は今でも忘れられない。

　十代で七瀬を産んだ恵理は、何もなければ己おのれの手一つで七瀬を育てただろう。親戚に迷めい惑わくはかけられないと自立した恵理は、かなり強い覚かく悟ごを持っていたはずだ。

（真樹の親が出てこなかったら……恵理さんから連絡が来ることもなかったかもしれない）

　恵理の妊娠出産も知らなかった当人の真樹とは違い、東馬グループの傍ぼう系けいの真樹の両親はかなり詳くわしく二人の関係を把は握あくしていたし、七瀬の存在も知っていた。おそらく、将来それなりの家いえ柄がらの女と結婚するであろう息子の、若かりし過あやまちをどうにかしなければならないと考えてのことだろう。

　もちろん、今の日本で危険な手段をとるはずはなかったが、両親がいない恵理にとってその存在は恐きよう怖ふだったはずだ。

　初めは相談という形で話したが、西園寺は恵理の窮きゆう地ちに見て見ぬふりをすることなどできなかった。

　彼女の両親が亡くなった時も、慰なぐさめの言葉さえ送れなかったのだ。姉のように慕したう彼女と、彼女にとって大切な七瀬を、今度こそ自分が守りたい。その時はまだ海外にいた真樹に相談することも考えず、西園寺は最も効果的で、法律的にも恵理親子を守れる《結婚》という方法を選んだ。

　初めて会った七瀬は、信じられないほど可愛かわいかった。小さな手で抱きつかれた時は、この子は本当に自分の子供だと思った。

　ずっと、その気持ちが続くと思ったが───恵理が亡くなり、七瀬が真実を知った時、感情はゆっくり、確実に変化していった。

「このまま帰るのかい？」

「伝えることは全部伝えたからな」

「その子の気持ちは聞いていないよ？」

　痛いところを衝つかれ、西園寺は僅わずかに言葉に詰まる。その隙すきを真樹は逃のがさなかった。

「和彦の気持ちはわかったけれど、七瀬がどう思っているか本人の口から聞きたい。僕は七瀬の父親だよ？　未成年の息子の保護者が危険人物だと知って、笑って送り出すことはできないね」

「戸籍上、ナナは私の息子だ」

「息子に欲よく情じようするなんて、危険人物じゃなくて獣けだものかな？」

　腕うでの中に七瀬がいなければ、年とし甲が斐いなく真樹の胸むな倉ぐらを摑つかんでいたかもしれない。

　西園寺は七瀬を見下ろし、深く息をついた。

「……また時間を作る」

「僕の連絡先は七瀬が知っているよ」

「……っ」

　それは、西園寺自身も今まで感じたことのない衝しよう撃げきだった。

「ナナに……会ったのか？」

「……聞いてないんだ」

「いつ」

「それを知ってもしかたがないだろう？　そうか、七瀬は言っていないんだね」

　妙に嬉うれし気に笑う真樹が忌いま々いましい。

「……後で連絡する」

「待っているよ」

　今ここで真樹とやり合う必要はない。

　西園寺はもう一度両親を見た。

　真樹と話している時にどんな反応をしていたのか見ていなかったが、今は二人とも何とも言えない表情をしている。

　西園寺は頭を下げた。

「東馬和彦はもういません。認めてくださいとは言いませんが、私はナナのことを誰だれよりも大切に思っていますので」

　そう言うと、西園寺は七瀬を抱だくようにして部屋を出る。

　廊ろう下かには数人の使用人が控ひかえていて、西園寺の姿を見ると何か言いたげな表情をしたまま頭を下げた。中には西園寺がいたころに世話をしてくれた者もいる。

「邪じや魔まをした」

「お坊ぼつちゃま」

「佐さ久く間ま」

　彼は、西園寺が生まれる前からこの家のいっさいを取り仕切っている男だ。

　父以上に一緒にいたし、愛情も向けてもらった。最後に見た時よりもずいぶん歳をとったその様子に、西園寺の声は自然と柔やわらかなものに変化した。

「私はもう、この家の息子じゃないよ」

「いいえ、私わたくしにとってはお坊ちゃまです」

「……ありがとう。でも、私にも守るものができたんだ。いつまでも坊ちゃんじゃないよ」

　思わず苦く笑しようが漏もれたが、西園寺の言いたいことはそれに尽つきた。もういい大人の自分を従わせようと思うこと自体馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

（これでわかってくれるのならいいが……）

　実家を通じての見合い話を、取引相手の社長を絡からめて持ってくるなどという愚おろかなことはもうしないでもらいたい。

　乗ってきた車はまだロータリーにあったので、そのまま七瀬を助手席に乗せてさっさと出発した。

　車の中という二人きりの空間になってようやく我に返ったのか、七瀬がもの言いたげにこちらを見ているのが気配でわかる。おそらく、一刻も早くあのキスの意味を知りたいと思っているはずだ。

「ナナ」

　声を掛かけると、見てわかるほど七瀬の肩かたが揺ゆれる。どれだけ動どう揺ようしているのだろうか。

　自分は覚悟していたつもりだが、七瀬はどう思っていたのだろうかと今さらながら考える。仮に嫌いやではなかったとしても、人前で、それもあんなふうに見せつけるようにするものではなかった。

「……悪かった」

　先に謝ったのは、西園寺が狡ずるい大人だからだ。優しい七瀬は、きっと西園寺を許してくれる。

「それ……」

「キスしたこと」

「……い、嫌じゃ、なかった」

　案の定、優しい七瀬は西園寺を拒きよ絶ぜつしない。

　そのことに、西園寺の口元に苦い笑えみが浮うかんだ。

「で、でも、どうしてだろうって……和さんは、あの……」

　七瀬はその先を口くち籠ごもる。その口調にも、表情にも嫌けん悪おの色はないが、かなり困こん惑わくしていることは手に取るようにわかった。

　七瀬は理由を知りたがっている。その説明に今度は言葉を惜おしむつもりはなかった。

「ナナのことを大切に思っているよ。それは、昔から変わらない」

「……うん」

「初めて会った時はとても小さくて、守らなければならない存在だと思った。それが恵理さんとの約束でもあったし」

　西園寺が七瀬の母親の名前を口にすると、隣となりの気配が少し緊きん張ちようするのが伝わった。

「ナナ？」

「……和さんと、母さんって……その、恋こい人びと同士、だった？」

「恋人？」

「だ、だって、子供がいる母さんと結けつ婚こんして、俺を養子にしてくれたのって……それだけ、母さんが大切だったからじゃないの？」

「……ああ、そういうことか」

　恵理が生きている間、家族にならなければと必死だった。

　彼女が亡なくなってからは、二人で生きていくことと……言葉を飾かざらずに言えば、七瀬が可愛くてたまらず、他ほかのことに頭が回らなかった。

　七瀬は、自分が西園寺と血が繫つながっていないことを知っているのだ。それなのにどうしてと、疑問を抱いだくのは至し極ごく真っ当なことだろう。

　恵理の子供である七瀬に対し、自分たちの関係を改めて伝えるのは少し躊躇ためらいもあるが、気持ちを決めた今、隠かくすことなど一いつ切さいなかった。

「恵理さん……彼女と私と真樹……三人は幼おさな馴な染じみのようなものだよ」

「え……」

「年上の彼女に私たちはいつも甘えていた。本当に小さなころから一いつ緒しよにいた私は彼女を姉のように思っていたけれど、真樹は彼女にそれ以上の感情を抱いたみたいでね。二人の馴なれ初そめは知らないけれど、彼女と付き合っているころの真樹はいつも幸せそうだった」

　今から思えば、十代半ばの恋れん愛あいに永遠など求めるはずもなく、おそらく恵理も妊にん娠しん出産まで考えていなかったはずだ。むしろ、真樹の複雑な家庭環かん境きようを知っている恵理は、真樹が家族というものに対して嫌悪さえ抱いていることを恐おそれたのかもしれない。

　西園寺に言えば真樹と連れん絡らくを取ることは可能なのにそれをしなかったのは、これ以上真樹の心に負担を掛けたくないと思ったからに違ちがいない。

　そんな優やさしく、強い彼女だからこそ、西園寺は共犯者になりたかった。

　恵理と、七瀬と、家族になろうと思った。

「彼女と恋人同士だったことは一度もないけれど……ナナを含ふくめた家族だったよ」

　籍せきを入れ、一緒に暮らした二年あまりの間、一度も身体からだの関係は持っていない。恵理は十分魅み力りよく的だったが、西園寺にとっては家族だという認にん識しきの方が強かった。

　恵理には家族としての愛情しか持てなかったが、七瀬に対しては違うのだ。

「ナナが好きだ。家族としてももちろんだが、今は恋愛対象としても愛している」

「……っ」

　七瀬の頰ほおが赤く染まる。その変化の理由が西園寺の望むものであってほしい。

「……安心した？」

「……安心とか、わからないよ。でも……和さんより、あの人を選ぶなんて……母さんの好みがわからない」

　素す直なおな七瀬の言葉に西園寺は噴ふき出した。この言い方ならば、七瀬は真樹よりも自分を選ぶと言っているのも同然だ。

　十二年も家族として暮らしてきたつもりの七瀬を、身勝手で強ごう引いんに手に入れようとしている自分も相当な悪人かもしれない。それでも、

「全力で口説くから。私の本気をわかってほしい」

「か、和さん……」

　このまま七瀬を誰かにやることはできなかった。








第五章









　本当の父親という人に会った。

　西園寺の両親に会い、彼の家のことも知った。

　七瀬にとって濃のう厚こうすぎるほどの大学の入学式の日からはや半月、時間はめまぐるしく速く過ぎていった。

　西園寺と血の繫がりはないことを知っていたせいで、東馬の正体を知った時には驚おどろきはあったものの、そこまで衝しよう撃げきではなかった。むしろ、その東馬と母親と西園寺が幼馴染みだという事実の方にびっくりした。

　西園寺の両親の反応も、たぶんそこまでおかしいものではなかったはずだ。子供を思うなら、さっさと再さい婚こんして血の繫がった孫の顔を見たいと思うものだろう。

　あれからしばらく、西園寺は心配していた様子だが、七瀬は意外に自分が図太い性格をしていたんだと気づいたくらいだった。

　それよりも、七瀬には大きな問題があった。

『全力で口説くから。私の本気をわかってほしい』

　その言葉は噓うそではなく、有言実行の西園寺はことあるごとに七瀬に甘い言葉をかけてくるようになった。いや、元々西園寺は七瀬には甘かったが、いつも以上に……言葉も態度も、まるで砂糖をかけているかのように甘くなったのだ。

（今だって……）

　風ふ呂ろ上あがり、西園寺はソファに座っている七瀬の髪かみを後ろから乾かわかしてくれている。今までもしてくれたことなのだが───。

「……っ」

　この体勢がどうにも居い心地ごこちが悪い。見えないせいか西園寺がどんな表情で自分を見ているのか想像してしまい、それだけで頭の中がパンクしてしまいそうだった。

　西園寺の指が、くすぐるように耳たぶに触ふれた。

「髪、伸のびたね」

「そ、そうかな。近いうちに切りにいかないと……」

　何気ないふうを装っていても、無意識に西園寺から距きよ離りを取ろうとしてしまう。けして触れられることが嫌いやなわけではない。反対に、こんな挙動不ふ審しんな自分の様子に、西園寺に変な誤解をされてしまうことの方が怖こわい。

「短くても似合うな」

「か、和さん」

（……甘えてるよな）

　西園寺ははっきり想おもいを告げてくれた。もちろん、長い間父親代わりに側そばにいてくれた人をいきなり恋愛対象に見ることは難しい。西園寺もそれをわかってくれて、ゆっくりでいいとも言ってくれているが、七瀬自身の態度はぎこちなくなる一方だ。

「……和さん」

「ん？」

　次の言葉が出せないでいると、まるで宥なだめるように頰をくすぐられた。

「ナナは優しいな」

「そんなこと……」

　優しいならば、こんなふうに西園寺に今まで通り甘えたりしない。




（俺って……）

「悪女？　みたいな」

「は？」

　翌日、カフェのバイトの休きゆう憩けい中に零こぼした言葉を聞いていたらしい賀川が、不思議そうな顔をして聞いてきた。

「なんだ、それ？」

「あ、いえ……例えば、的な？」

　すっかり悲劇の主人公気分になってしまったことが恥はずかしく、七瀬は一いつ瞬しゆんで顔を赤くしてしまう。

「例えばって、どんな？」

「別に、たいしたことじゃないですよ」

「……あっ、《自じ称しようお父さん》のことか？」

「……それも、まあ、ありますけど」

　西園寺の甘い言動に振ふり回されていることが一番の問題だが、もう一つ、七瀬にとって想像もしていないことが起こっている。それは、主にバイト先のカフェでのことだ。

「面おも白しろいおっさんだよな」

「まあ、面白いって……言うのかな」

　他ほかから見れば面白いと映るのかもしれないが、七瀬にとってはあまり笑えない話なのだ。

（今日……来るかな）

　昼休憩が終わって間もなく、七瀬は自分の予感が当たったことに頭が痛くなった。

「頑がん張ばっているね、七瀬」

「……いらっしゃいませ」

「いつものを頼たのむよ」

　上じよう機き嫌げんで来店したのは東馬───七瀬の血けつ縁えん上の父親だ。

　一見して三十そこそこに見えるせいか、大学生の息子むすこがいるようにはとても見えないのだが、当の本人が嬉き々きとして周りに話しているのだ。

「いらっしゃいませ、東馬さん」

「ああ、賀川くん。いつも七瀬が世話になっているね」

　コーヒーをテーブルに運んだ賀川に、東馬は早さつ速そく話しかけている。

「初めてのバイトだから僕も心配でね。何かあったら助けてあげてくれる？」

「ええ、もちろん」

　愛あい想そ良く答えた賀川が、こちらを見てにんまりと笑った。

（どうしてこうなってるんだろ……）

　西園寺の実家で会ってから、なぜか東馬は三日にあげずこのカフェを訪おとずれている。どこでシフトを調べているんだと不思議に思うくらい、それは必ず七瀬がいる時に限って、だ。

　面会後に最初に訪れた時、東馬は店長に向かって深く頭を下げた。

『息子をよろしくお願いします』

　その時の相田の当とう惑わくした表情は忘れられず、今でも申し訳ないと思う。

　相田からすれば、七瀬は西園寺の息子だという認にん識しきのはずだ。それが突とつ然ぜん別の、父親というには若い男が現れては、いったいどうなっているんだと聞かれてもしかたないだろう。

　一応、遠い親しん戚せきで、子供がいないから特別に可愛かわいがってもらっているという説明をして、東馬自身にも話を合わせてもらうことを頼んだ。

　東馬も七瀬の立場を考えてくれたのか、《本当の父親》とは言わないが、何をするのかわからない自由人な雰ふん囲い気きがあるので、彼が来るといつも落ち着かない気分になる。

（こんなに頻ひん繁ぱんに来て、仕事大だい丈じよう夫ぶなのか？）

　肩かた書がきはホテルの社長になっていたが、西園寺を見ていると社長業はかなり忙いそがしいはずだ。

　それが、東馬は一度来れば三十分ほどは粘ねばる。これなら週一くらいで、どこかで会う約束をした方が心情的に楽な気がした。

「……あれ？」

　そこまで考えていた七瀬は、いつの間にか自分がかなり東馬の存在を受け入れていることに気づいた。もちろん複雑な思いはあるが、本当の父親なのだろうと認めざるを得ない状じよう況きようで、そこまで混乱していないのが不思議だ。

　たぶん、《実の父親》という東馬の登場より、《育ての父親》である西園寺からの愛の告白の方が、七瀬にとって衝撃的だったせいかもしれない。

「七瀬」

　まるで七瀬の気持ちを見み透すかしたかのように、タイミングよく東馬に呼ばれる。

　仕事中だが相田から少しならという許可は貰もらっているので、溜ため息をつきながらテーブルの側まで行った。

「仕事はいいんですか？」

「案外暇ひまなんだよ、社長って」

「……和さんは忙しいですよ」

「あいつは仕事大好き人間だから。ん？　仕事をしている父さんの方が好きなのかな？」

　好きとか嫌きらいの問題ではないが、一応釘くぎは刺さしておく。

「社会人なら普ふ通つうだと思います」

「真ま面じ目めだね、七瀬は。そういうところは恵理に似ているね」

　思いがけず母の名前を聞き、七瀬はずっと気になっていたことを尋たずねてみた。

「あ、あの、東馬さんにとって、母って……ど、どんな恋こい人びとだったんですか？」

　実の親の恋れん愛あいエピソードを聞くのは妙みような気き恥はずかしさを感じるが、七瀬にとって東馬がどれだけ母のことを思っていたのかは重要な問題だった。

　学生時代の恋愛で、別れた後に妊にん娠しんがわかって。七瀬のことを産むと決めたくらい、母は東馬のことを好きだったはずだ。そして東馬も、そうあってほしいと思った。

「そうだなぁ。いつも説教をされていたかな」

「説教？」

「初めは挨あい拶さつ。おはようとか、こんにちはとか。ありがとうっていうのも彼女が教えてくれた。あの頃ころの僕はしてもらうことが当たり前だったし、家ではいつも一人だったから挨拶する相手もいなかったんだよね」

　笑いながら衝しよう撃げき的な告白をされ、七瀬は相あい槌づちを打ってもいいものかどうか迷う。良い家いえ柄がらに生まれた東馬が、意外にも寂さびしい少年時代だったことに驚おどろいたし、そんな東馬に母が常識とも思えることを教えていたなんて想定外だ。

　東馬のイメージでは、もっと割り切った、遊びのような恋愛をしていたのかと思っていたが、どうやらもっと深い関かかわりがあったのかもしれない。

「彼女といると、自分がとても普通に思えたんだ。叱しかられることも新しん鮮せんだったし、一いつ緒しよに勉強することも、食事をすることも、身体からだを合わせることも幸せだって思えた」

　直接的な言葉に思わず顔を赤くしてしまうと、東馬は苦く笑しようしてごめんと言った。

「子供に聞かせる話じゃなかったな。でもね、恵理と過ごした数年間は、僕にとって今でもとても大切な時間なんだよ。今はそこに、君という存在もあるしね」

　そこで東馬は、どこか懐なつかしいものを見る目で七瀬を見つめる。

「僕は子供で、家族を振り切るために恵理と別れた。それを後こう悔かいはしているけれど、あの時の僕にはそうする以外方法はなかったんだ。結局……今はその家族に養われているようなものだけどね」

「……はい」

　言いたいことは色々ある。親との関係に母を巻き込むことはなかったと思うし、大切なら別れる選せん択たく以外の方法だってあったのではないかと。

　ただ、七瀬は内心安あん堵どした。この人はこの人の理由があって母とは別れたけれど、自分はこの二人の愛の証あかしとしてこの世に生まれてきたのだと。

　決して否定される存在じゃなかったと思えば嬉うれしいが、一方で、だからこそ七瀬の存在を面白くないと思う人がいるのではないかと心配になった。

「奥さんは、嫌いやがらないんですか？　その、俺って……ちょっと、面めん倒どうな存在だし」

　東馬の奥さんにとって、七瀬は夫の若いころの過あやまちの象しよう徴ちようだ。その存在だって面白くないだろうし、さらにこうして頻繁に会っていることが知られたら、二人の間に亀き裂れつが入ってしまうのではないか。

　七瀬なりに心配になって聞いたのに、当の本人は暢のん気きに笑っている。

「彼女は知っているよ。むしろ、会いに行けって言われている」

「……本当に？」

「うん」

　意外過ぎて思わず聞き返すと、東馬は嬉しそうに頷うなずいた。

「優やさしいんだよ。僕にとって、人生で二人目の大切な女性なんだ」

「そ、そうですか」

「今度うちに来ないかい？　梓あずさも七瀬と話したいと言っていたし」

（それって、社交辞令だと思うけど）

　そうは思うものの面と向かって断ることもできず、七瀬は機会があればと流すことにした。










　バイト先では少々気き疲づかれする毎日だが、大学生活は順調だった。

　七瀬が選んだ専せん攻こうは経済で、いずれ西園寺の役に立てればいいと思っている。

　学校内では七瀬が《Ｓｅｔｔｅ》の社長の息子というのは知られていないので、かなり気楽に友達を作ることができた。

　それはもちろん嬉しいことなのだが、大学生になると高校生までとは違ちがい、それなりに付き合いの種類が増えてくる。

「西園寺、今日バイト休みだろ？」

　講義が終わって教室から出ようとした七瀬は、前に座っていた友人に呼び止められて振ふり返った。

「うん、休みだけど」

「じゃあ、新しん歓かん来られるよな？」

　その友人は既すでに運動部のサークルに入っている。多分そこの新入生歓かん迎げい会かいで、勧かん誘ゆうをしろと言われているのだろう。

「それは……ごめん、パス」

「え～、先週のコンパも来なかったじゃんか。え、西園寺、彼女いるの？」

「か、彼女は、いないけど」

　なにせ、彼女いない歴＝イコール年ねん齢れいだ。

「じゃあ、普通に飯食いに来いよ。うち、結構可愛い子いるぞ？　先せん輩ぱいたちだって綺き麗れいだし」

　頭数を揃そろえたいのか、友人はグイグイと押してくる。七瀬も、男同士で遊びに行くのなら何の躊躇ためらいもないが、そこに女の子がいると緊きん張ちようして食事の味もわからなくなりそうだ。

　その上、今七瀬は告白されている立場で、相手に待ったをかけている状態だ。いくらそれが義理の父親だとしても、誠意として他ほかに目をやるつもりはなかった。

「ごめん、また誘さそって」

「ん～、わかった。今度は絶対な」

　もう一度ごめんと伝え、七瀬は教室を出ながら携けい帯たい電でん話わを開いてみる。

「和さん？」

　予感ではなかったが、実際に西園寺からのメールがあって驚いた。

「……食事か……ＯＫっと」

　今日の夕食を外でとろうという誘いに、迷うことなく承しよう諾だくの返事を送る。待ち合わせは西園寺の会社のビルの前なので、一度帰ってから用意することにした。ドレスコードまで指定する店ではないだろうが、ジャケットくらいは着ていった方がいいと思ったからだ。

「なんだかデートみたいだな」

　思わず呟つぶやいて、ボッと顔が熱くなった。

（な、何言ってるんだ、俺っ）

　単に、家での夕食を外でというだけなのに、変な意味をつけようとしていた自分が恥はずかしい。

　七瀬は内心悶もだえながら、急いでマンションに向かった。

「……え？」

　近くでバスを降り、歩いていた七瀬はマンションの入り口に視線を向けて足を止めた。

　そこにはスーツを着た女性が立っていて、七瀬の視線に気づいたのかこちらを向く。その顔を見た七瀬は、さらに大きく目を瞠みはった。

「大学の帰り？」

　その場から動けなかった七瀬のところまで歩いてきた女性は、そう言って少しだけ笑う。

　ようやく我に返り、七瀬は頭を下げた。

「こ、こんにちは」

「こんなところにまで突とつ然ぜん来られて驚いたでしょう？　少し、時間いいかしら」

「え、えっと、近くに店とか、なくて」

「じゃあ、ここで構わないわ。あ、そこ、座りましょう」

　マンションの敷しき地ち内にある植しよく栽さいを囲ってあるレンガに腰こし掛かけられ、七瀬もおずおずと少し離はなれたところに腰を掛ける。

　隣となりに座った七瀬を見上げ、彼女の方が話を切り出した。

「彼とはうまくいっているの？」

「か、彼って……」

「ああ、わかりにくい言い方しちゃったわね。あなたの本当のお父さんの方。バイト先に頻ひん繁ぱんに遊びに行っているって言っていたけど、迷めい惑わくを掛けていない？」

　彼女───東馬の妻、梓は、そう言って首を傾かしげた。声こわ音ねには皮肉など欠片かけらも感じられず、どこか呆あきれを滲にじませている。しかもそれは、自身の夫に向けられているようだ。

「特に、迷惑はないです」

「そう。良かった。息子むすこに会えてうれしいのはわかるけど、あんまりしつこくしたら嫌きらわれるわよと言っているの。迷惑ならちゃんと伝えて良いから」

「……あの」

「何？」

「あの……迷惑じゃ、ないですか？　突然俺みたいなの、出てきて……」

　あまりに梓が普ふ通つうなので勘かん違ちがいしそうだが、己おのれの夫が結けつ婚こん前のこととはいえ、他の女に産ませた息子と仲良くしようとしているなんて、絶対に面おも白しろく思っていないはずだ。それなのに、梓からは無理した様子はまったく感じられない。普通、こんなにあっさり割り切れるものだろうか。

「迷惑なのはあなたの方でしょう？　突然父親だとかいうおじさんが現れて。あの場では、私も確かに驚おどろいたの。でも、もっと驚くことがあったから、反対に冷静になったわ」

　それはたぶん、西園寺の告白とキスだ。七瀬だけでなく、周りの驚きよう愕がくを引き出したあの行こう為いのおかげで梓の自分に対するマイナスな感情が薄うすれたのだとしたら、西園寺には礼を言うべきなのだろうか。

　七瀬が頭の中でグルグル考えていると、梓がほんの少し口元を緩ゆるめた。

「何しに来たんだろうって思っているんでしょう？」

「え……あ、あの」

「心配しないでって言っても無理かもしれないけれど、私、あなたのお母さんのことは聞いているのよ。だから……そうね、あなたのことも他人ひと事ごととは思えないっていうか……」

「母さ……は、母のことって……」

　東馬とは知り合って間もないが、彼がかなり独特な性格をしているとは感じている。それが良いのか悪いのかは別として、どうして母が彼を選んだのかは本当に不思議だった。

　それは目の前の梓にも言えることだ。一見して落ち着いていて、常識人に見える彼女がなぜ東馬と結婚したのか。

　他人事とは思えないというのなら、母と同じような気持ちで彼の側そばにいるのだろうか。

　聞きたいのに、まだほとんど互たがいのことを知らない梓にそこまで踏ふみ入っていいのかわからなくて困こん惑わくしていると、そんな七瀬の心の揺ゆれにまで気づいているかのように穏おだやかに言われた。

「彼はとても弱い人なの。だから、自分よりも強い相手を、守ってくれる人を探しているんだと思うわ。あなたのお母さん、とても強くて優やさしかったそうよ。だから……好きになって、でも、弱い人だから家から逃にげたくて。……逃げきれるわけがないのにね」

　それは違うと、七瀬は叫さけびそうになるのを堪こらえた。

　本当に逃げ出したかったら、本当に母のことを好きだったら、どんな手段だってあったはずだ。現に、西園寺は東馬の本家を出て、七瀬と母を家族にしてくれた。

　七瀬の複雑な感情の揺れが見えているのか、梓は困ったように笑う。その笑みが、どこか母に似ている気がした。

「彼が逃げるのを、あなたのお母さんは後押しをしてくれたらしいわ。その時は二人とも、子供ができていたなんて知らなかっただろうけど……ごめんなさい。自分の子供の存在を知らなかったなんて言い訳にしかならないわ」

「い、いえ……謝ってもらわなくていいです」

「七瀬くん」

「強がりとかじゃなくて、俺、今、和さんと一いつ緒しよにいられますから。だから、昔のことは、その、母とあの人がその方がいいって思ったことなら……もう、いいんです」

　東馬が母の妊にん娠しんを知っていたら、もしかしたら彼は母と一緒にいることを選んでくれたかもしれない。しかし、それは全部仮定の話で、今、七瀬が西園寺と一緒にいる───それが現実で、すべてだ。

　西園寺のことを考えると、七瀬は胸の中が騒ざわめいてしまう。

　保護者への親愛と、恋れん愛あい対象への愛情。自分の中でどちらの想おもいが強いのか、まだ自分自身にもわからない。

「……まだ、混乱しているかもしれないけど、私は良いのよ」

　七瀬が口を閉ざして俯うつむくと、梓が静かに切り出した。

「え？」

「彼があなたを引き取っても。あなたのお母さんにはなれなくても、仲の良い親しん戚せきのおばさんくらいにはなれるかもしれないし」

「そ、そんなこと……」

「私たちには子供がいないの。私は彼より年上で、そろそろ妊娠するのも難しい歳になったから……だから、彼があなたの父親になりたいという夢を反対したくないの」

　もっと若いかと思った梓の告白に、七瀬は口を挟はさむことができない。女性の妊娠出産というプライベートな話は理解の範はん疇ちゆう外だし、彼女がここまで言うにはそれなりの覚かく悟ごができているのだろう。

　本当に歓かん迎げいしてくれているかどうかは別にしても、東馬の、父親というあの人のためにここまで考えてくれている人を、七瀬は素す直なおにすごい人だと思った。

「それにね、あなたも距きよ離りを置いて考えたいと思うかもしれないし」

「え？」

　梓は苦く笑しようを向ける。

「西園寺さん。男性として東馬とは比べ物にならないほど素す敵てきな人だけど、今まで家族として暮らしてきたんでしょう？　その相手が恋愛対象になるのかどうか、まあ、男性同士の恋愛がどんなものか私にもわからないけど、離れて考えるのも一つの方法よ」

　梓の提案は思いがけなかったが、意外にすんなりと心に響ひびいた。

　彼女の言う通り、これまで家族として見ていた相手を恋愛の対象として改めて見るには、今までの生活を変えるというのも一つの方法だ。しかし、それを実行するということは、西園寺と別々に暮らすということでもある。

（和さんと……離れる？）

　出張以外、今まで西園寺は必ず二人が暮らすマンションに毎日帰ってきた。遅おそくなっても顔を見ておやすみと言い合って、朝は一いつ緒しよに朝食をとる。この十二年、ずっと。

「……」

「七瀬くん？」

「……わかりません、すみません、俺……」

　提案してくれた梓の気持ちを思えば頷うなずくべきだろう。少なくとも、考えてみますと伝えるのが思いやりかもしれない。しかし、七瀬は仮にでも西園寺と離れて生活するということを簡単に口にできなかった。

（早く自立しなきゃとか言ってたくせに……）

　血が繫つながっていないのだから、西園寺の幸せを考えていずれは離れるのだと考えていたくせに、いざそれが現実味を帯びてしまうと弱よわ腰ごしになる。自分の浅ましさと軟なん弱じやくさが恥ずかしくて、七瀬は俯うつむいて唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「……すみません」

「……ごめんなさい。私も意地悪を言ったわね」

「え……」

「さっき言ったことは忘れて」

　梓はそう言って立ち上がる。

「でも、遊びに来てくれたら嬉うれしいわ。東馬がいない時でも。……私ね、ホテルのコンシェルジュをしていた時に、あまりにだらけている彼を叱しかったことから結局結婚までしたの。だから、あなたのことでも彼に意見できるから」

「……はい」

　笑いかけてくれた梓に、七瀬もぎこちない笑えみを向ける。しかし、頭の中では梓に言われたことが渦うず巻まいていた。

　このまま西園寺と一緒にいるということは、七瀬にとっては今までの生活と変わらないということだ。保護者として守ってくれる存在は、早くに母を亡なくした七瀬に大きな安心感をもたらしている。

　しかし、それではいつまで経たっても西園寺に対する自分の気持ちに向き合えないかもしれない。

（逃にげる俺を、和さんはきっと……追い詰つめない）

　西園寺の優やさしさにつけこんでいる気がして、七瀬はどうしていいのかわからなくて動けない。

　それでも、このまま逃げてばかりはいられないことはわかっていた。










　西園寺との約束は午後七時。

　六時半にはビルの前に着いた七瀬は、少しカフェの方を覗のぞくことにした。忙いそがしそうならば時間まで手伝ってもいいかと思ったからだ。

「お、どうした？」

　しかし、店内は半分ほどの客で、そこまで忙しいように見えなかった。

「父と、約束してて」

「まだ早いのか？　それなら何か飲んで待ってろよ、奢おごってやるから」

「はは、ありがとうございます。でも、もう行きますから」

　先せん輩ぱいの賀川に奢らせるのも申し訳なく、七瀬は時間までロビーで待つことにする。

　エントランスの一角にある来客用のソファに腰を下ろした七瀬は、ぼんやりと行き来する人たちを見た。

　都心の一等地で働いている彼らは、大学生の七瀬にとっては別世界の人間だ。その中でもきっと、西園寺は別格の存在だろう。

（社長で……ＴＯＨＭＡグループの社長の息子で……）

　考えればどんどんマイナスな方向に思考が傾かたむきそうになり、七瀬は軽く頭かぶりを振ふって気持ちを切り替かえた。

　まだ時間もあるので、携けい帯たいゲームでもしていようかとポケットを探さぐりながら何気なくエレベーターホールを見ていた七瀬は、エレベーターの扉とびらが開いた先に西園寺の姿を見つけて思わず笑みを浮うかべる。

　しかし、立ち上がろうとした身体からだは、その途と中ちゆうで動きを止めてしまった。

（……誰だれだろ？）

　西園寺の隣となりには久能がいたが、その反対側の隣に若い女性の姿を見つけたのだ。

　若いと言っても七瀬よりも年上だろうが、綺き麗れいな明るい色のスーツを着て、化け粧しようも控ひかえめな可愛かわいい印象の女性だ。

　仕事関係だろうと思うのに、西園寺を見上げる視線は甘く熱を帯びている。

（あの人……絶対、和さんのこと……）

　口に出すと本当になりそうで、七瀬はきつく口を引き結ぶ。

　西園寺は女性を見送りに来たらしく、そのままエントランスを横切って外に出た。

「……」

　自分でも意外なほど、ショックだった。

　西園寺は女性と一緒に歩いていただけで、肩かたを抱だき寄せることも、ましてや甘い視線を向けていたわけではないことも見ていたのでわかる。それでも七瀬がショックだったのは、西園寺と女性がとても似合っていたからだ。

　七瀬が西園寺と一緒にいても、よくて歳の離はなれた兄弟としか見えないだろう。そこにもっと別の感情があったとしても、男同士の、それも歳の離れた自分たちの間に恋愛感情などあるはずないと頭から決めつけられる可能性の方が高い。

　それに比べ、今見た彼女は西園寺の隣にいれば恋こい人びとかもしれないと思われても不思議ではなかった。

『ナナが好きだ。家族としてももちろんだが、今は恋愛対象としても愛している』

　西園寺はそう言ってくれたが、この先もずっと同じ気持ちを抱いだいてもらえるだろうか。

（もしかしたら……自分の子供が欲しいと思うようになるかも……）

　七瀬の考えすぎかもしれない。でも、絶対にないとも言い切れない。

　梓との会話から七瀬の中に生まれた不安が、ここにきてまた少し大きくなる。それを打ち消すほどの自信がないまま立ち尽つくしていた七瀬は、隠かくれるようにソファに座りなおした。

　このまま帰ってしまいたい。しかし、本当に帰ってしまうなんて子供じみたことはできない。

（どうしよう……）

　気持ちが落ち着かないまま携けい帯たい電でん話わを手の中で握にぎりしめていた七瀬は、不意に肩を叩たたかれて驚おどろくほど大きく身体を跳はねさせた。

「早かったな」

「く、久能さん」

　意外にも、そこにいたのは久能だった。てっきり西園寺だと思い込んでいた七瀬は視線を玄げん関かんに向けたが、既すでに西園寺も女性もいない。

「あいつは帰り支じ度たくをしてる。すぐにくるが……」

　そこで言葉を切った久能にまじまじと顔を見られた。

「く、久能さん？」

「あー……まあ、困ったことがあったら言ってくれ。できることはしてやる」

「はぁ……ありがとうございます」

　どういう意味で言われたのかわからないが、心配されているだろうということはわかる。

　素す直なおに頷いて礼を言えば、困ったように笑いながら髪かみをクシャクシャに撫なでられた。

「俺の方が父親の気分だ」

　疲つかれを滲にじませた声で言う久能に首を傾かしげれば、可愛いから止やめろと怒おこられる。

　西園寺とはまた別の意味で、ずっと七瀬のことを見てくれて大切にしてくれている人だ。

　以前は、西園寺に言えないことも相談していたくらいだが、今の自分の中の不安を吐と露ろすることはさすがにできない。自分が大人になったのかもしれないが、それは少しだけ寂さびしい気がした。

「ナナ」

　そんな七瀬の気持ちを知ってか知らずか、時間をおくことなく再びエレベーターで降りてきた西園寺が足早にこちらへとやってくる。七瀬よりも先に近づいていった久能が、少し強く西園寺の肩を叩いた。

「美味うまいものでも食わせてやれ」

「後は頼たのむ」

「……いいの？」

　七瀬は久能の顔を見たが、西園寺は甘い笑顔を向けてくる。

「するべき仕事は終わっているよ。行こう」

「……行っていいぞ、七瀬」

「う、うん、久能さんも、頑がん張ばって」

　この後仕事で残る久能を思って言えば、もう一度久能の手が伸のびてきた。しかし、今度は髪を撫でられる前に、あっさりと西園寺によって遮さえぎられる。

　下ろされた手を振る久能を見ようとしたが、西園寺に肩を抱かれてエレベーターに乗せられた。

「か、和さん」

「ん？」

「さっきの……」

　エレベーターは地下駐ちゆう車しや場じようまで降り、そのままいつも停とめてある車へ向かう。七瀬は先ほどの女性のことを聞こうとしたが、どう説明していいのかわからず口くち籠ごもった。しかし、一度口を開いてしまったので、とりあえず無難なことを聞いてみる。

「仕事、大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ああ」

「……そ、そっか」

　七瀬はそのまま口を噤つぐむ。きっと、今の自分は変な顔をしているはずだ。こちらを見る西園寺の視線から逃のがれるように車に乗り込み、会話を避さけるように窓の外へと顔を向けた。

（こんなにうじうじするの……俺らしくないのに……）

　唇くちびるを嚙かみ締しめた七瀬は、自身の弱さに情けなくなった。

　車はすぐに走り出すかと思ったが、西園寺は何時いつまで経たってもエンジンを掛かけない。そのことに内心戸と惑まどっていると。

「仕事相手」

「え……」

　突とつ然ぜん端たん的てきに言われ、戸惑った七瀬は引き寄せられるように西園寺を見た。すると、目が合った彼は優やさしく目元を撓たわめる。

「に、見せかけた見合い相手がきた。あれだけ言ったんだが、あの人も懲こりないらしい」

　七瀬は何も言っていないが、勘かんの良い西園寺はあの時間にロビーにいた七瀬が女性連れの自分を見た可能性があることを考えたのだろう。七瀬の挙動不ふ審しんな様子とその事実を結び付け、彼は正直に話してくれているのだ。

（あの人って……あ、和さんのお父さん？）

　あの時西園寺は縁えん談だんを持ってこないように言っていたが、どうやら向こうは諦あきらめてはいなかったようだ。

　あんな綺麗な女性を前にして、西園寺は何を思っただろうか。

　西園寺の気持ちは西園寺にしかわからない。しかし、それを聞くのが怖こわい七瀬は、どうすれば一時的でもこの気持ちから逃れられるのかと考え───思わず言ってしまった。

「俺っ、俺……東馬さんに、真樹、さんに会って、ちゃんと話してみようかって思う」

「ナナ？」

「い、一日じゃわからなくても、何日も話してみたらあの人のこと、わかるかもしれないし」

　言ってみて、それが最良ではないかと思えた。物理的に西園寺と離れたら彼との関係をちゃんと考える時間ができそうだし、その上実の父親だという真樹のことも知ることができるかもしれない。

　もちろん、ずっとその状態というわけではなく、自分が冷静になれるほんの少しの時間のつもりだ。それを東馬が受け入れてくれるかどうかはわからないが、梓の言葉を信じると大丈夫な気がする。

「何を言ってるんだ？　真樹のところに行くとか……あいつを、父親だって認めるのか？」

　すると、意外にも強い口調で西園寺が問いつめてきた。

「認めるっていうか、ちゃんと話してみたいなって思ってるだけだよ」

「……」

「和さん？」

　車内の空気が張りつめている。いつもの柔やわらかな雰ふん囲い気きではない西園寺の様子に、反対に不安になった七瀬は顔を上げた。

「……っ」

　西園寺がこちらを見ている。そのあまりに真っ直すぐな眼まな差ざしに動どう揺ようして、七瀬も何も言えずに張り付いたまま目を逸そらせない。

「……このまま、ナナを手放すつもりはないよ」

「……え？」

「余よ裕ゆうとか、私にもないから」

　まるで七瀬の反論を怖がるように、そこで言葉を途と切ぎれさせた西園寺は車を走らせる。

（今の……）

　西園寺の言葉は、まるで七瀬が西園寺から離はなれると思っているかのようだ。

　そうではない。単に七瀬はもう少しだけ時間が欲しくて、きちんと自分の気持ちと向き合いたくて言っただけに過ぎない。

「お、俺、あのっ」

　自分でもわからないまま何か言おうとした七瀬の手に、伸びてきた手が重なる。

「逃にげないでほしい」

　初めて聞くような懇こん願がんする言葉に息をのむ。

　そこから拒きよ絶ぜつすることは、とてもできなかった。








第六章









　連れていかれたのは、有名ホテルのレストランだ。

　予約していたのか夜景が綺き麗れいに見える席に案内され、エスコートされるように椅い子すを引かれた。

　高いんだろうとか、誰だれかと来たことがあるのかとか、色んなことが思い浮うかんでは消えていき、今七瀬の心を占しめているのは猛もう烈れつな緊きん張ちよう感かんだ。

（和さん……カッコよ過ぎ……っ）

　服を着き替がえたわけではないのに、間接照明の中で見る彼はとにかく艶つやっぽかった。家では父性愛全開の笑えみでそんな雰囲気を見せたことはなかったので、見る目を変えさせるという思おも惑わくが西園寺にあったとしたら成功していると思う。

　ノンアルコールのカクテルを注文して乾かん杯ぱいをしたころには、七瀬はすっかり雰囲気にのまれていた。

「食べたいものはある？」

「お、お任せする」

「じゃあ、任されようか。ナナの好みは全部把は握あくしているから」

「う、うん」

　西園寺がスマートに注文している間、渇かわく喉のどを潤うるおすためにカクテルを飲んだ七瀬は、チラチラとこちらに向けられる視線を敏びん感かんに感じていた。

　雰囲気あるレストランなので、当然カップル客が多い。それなのに、自分の連れを放ほうって女性客は西園寺を見ているのだ。

　誰が見ても格好いいのはわかるが、あまり見てほしくない。

「ナナ？」

　そんなふうに甘く名前を呼ばないでほしい。

　先ほどまでは心配になるほど弱々しく見えた西園寺は、今はもういつもの姿と変わらないほど大人の余裕を見せている。いつもと変わらない優しい眼差し───いや、よく見ればその眼めの中には、穏おだやかなだけではない光が見える。

　その光の意味を考えて、七瀬は自然と顔が赤くなった。

　七瀬は動揺する気持ちをごまかすためにどうでもいい話を切りだした。

「が、学校のみんな、もうクラブとかサークルが決まってる奴やつが多くって。今日なんか関係ないのに新しん歓かん誘さそわれたんだ」

「新歓か。ナナみたいな子が行ったら食われそうだ」

「か、和さんっ、変なこと言わないでよっ」

　唐とう突とつな言葉に動揺した。どちらかというと、家で下ネタを言わない雰囲気にしたのは西園寺だ。そのせいで七瀬は友人たちとの際きわどい話も半分以上わかっていない。

　そんな七瀬にとって、これだけでも十分恥はずかしいものだった。

「く、食われるとか、あるわけないしっ」

　男なんだからと口の中でもごもご言えば、西園寺が楽し気に喉を鳴らした。

「そうだな、ナナも男の子だから」

「……そうだよ」

　これ以上何か言えば墓ぼ穴けつを掘ほりそうだ。七瀬は料理に意識を向け、肉を切って口に運ぶ。

「でも、相手が男だったらどう？」

「んぐっ」

　肉が喉に詰つまりそうになってしまい、慌あわてて水を飲んだ。

　七瀬を慌てさせた本人は、涼すずしい顔で優ゆう雅がにグラスを傾かたむけている。その余裕の表情で、七瀬がどんな反応を示すのかわかっていたらしいことに気づいた。

　全力で口説くとは言っていたが、ここまで積極的になるとは想定外だ。

（む、無心、無心で食べないとっ）

　このままでは美味おいしい肉の味もしなくなる。

　七瀬はじとっと西園寺を睨にらんだ。

「そんな可愛かわいい顔をされたら……困るな」

　呟つぶやくように言った後、ようやく西園寺も食事をする気になったようだ。

　そこからは料理の話や大学の話などをして、七瀬も意識を切り替かえて食事を楽しむ。せっかくの西園寺との外食なのだ、楽しまなければ損な気がした。

（でも、これって……やっぱりデート、だよな）

　今までは親子としてだが、今回は西園寺が告白をした上での食事になる。男同士だったとしても、一いつ般ぱん的に言えばデートだ。

　七瀬は西園寺を盗ぬすみ見た。綺麗なマナーはもちろん、健けん啖たんぶりを見せつける西園寺は、やっぱり格好いい。

　昔からそうだ。

　小学校の運動会も、父親参観日も、学習発表会の日も、いつだって西園寺は目立ち、とても自じ慢まんに思っていた。友達から格好いいパパだと言われるとくすぐったくて、自慢のパパなのだとみんなに言いまくっていたのを覚えている。

　しかし、母の告白で、七瀬は無む邪じや気きに西園寺に甘えられなくなってしまった。《パパ》と呼んでも、どこかで本当の父親ではないんだと遠えん慮りよする気持ちが生まれた。

　結果的に、今、七瀬は自分でも不思議なほど西園寺の告白を受け止めることができたし、きちんとその気持ちに向き合おうとしている。七瀬にとってはもどかしく、少し寂さびしかった西園寺との距きよ離りが、ここにきて意味を持ってきたのだ。

　七瀬は妙みように緊きん張ちようする気持ちを抑おさえるように息をついた。

（この後、どうするんだろう……）

　今までならば食事の後、七瀬が見たい映画に行ったり、買い物に行ったりしていた。しかし、今日はきっと違ちがう。

　そう思っていた七瀬の目の前にカードが置かれた。

「……」

　いや、それは普ふ通つうのカードではなく、カードキーだ。

「部屋を取ってある」

「和さん……」

「嫌いやならこのまま帰るよ。……どうする？」

　こんな時でも七瀬の気持ちを優先する西園寺は卑ひ怯きようだ。

　いくら奥手でもこのカードが示す意味はわかるし、頭の片かた隅すみでその可能性を考えなかったわけではない。ただ、覚かく悟ごができているのかと問われたら、まだわからないというのが正直な気持ちだった。

　西園寺のことを恋れん愛あい対象と見るか。それとも今までのように父親と、保護者としてしか見られないか。

　いきなり線引きができるはずもなく、まだ時間が欲しいと思っていた七瀬の気持ちを西園寺はわかっているのだ。

「……」

　どう答えたらいいのかすぐに言葉は出なくて、七瀬はただカードを見つめる。

　すると、カードの上から隠かくすように大きな手が載のせられた。誘さそわれるように顔を上げた七瀬は、真しん摯しな眼まな差ざしの西園寺を見つけて……胸がトクリと高鳴った。

「私も怖こわいよ」

「え……」

「私のこの気持ちが、今までの関係を壊こわしてでも得たいものか……考えれば考えるほど怖くてたまらない」

　それでも、と、西園寺は七瀬から目を逸そらさない。

「今までの、ナナを愛いとおしいと思う気持ちが消えたわけじゃない。ただ、これから先手放さなければと思ったお前の手を、どうしても離はなせないと思った時点で気持ちは決まった」

　自分と同じように西園寺も怖いのだと、七瀬はようやくわかって少し安心した。

　さっき車の中で見せた焦あせりも、西園寺の本心だったのだ。

「お前の父親にも、渡わたしたくない」

「か、和さん」

「……くそっ、すまない、ナナ。お前の気持ちを一番に考えなくてはいけないのに……」

　いつの間にか恋愛感情を抱いだいて、強ごう引いんに先に進めようとしているとばかり思っていたが、西園寺も今までの、家族としての自分たちの時間を大切に思い、悩なやんでくれている。

（俺ばっかりじゃない……）

　変化は怖い。

　それでも、変化しなければこのまま先に進めないのだとしたら。

　七瀬はカードの上に置かれた西園寺の手の甲こうにちょんと指を触ふれた。

「隠してちゃ、カード持てないよ」

「……ナナ」

「こんなお泊とまり、初めてだね」

　笑ったつもりだが、ちゃんとそう見えただろうか。

　七瀬はふっと息をついて、残っていたデザートを食べることにした。










　スイートルームなどを取られていたらどうしようかと思っていたが、連れていかれたのはそれよりもグレードが下のツインルームだった。

「……二つ……」

　覚悟をしたつもりだったが、部屋の中の二つのベッドに急に肩かたの力が抜ぬけた。

（深く考え過ぎたのかも……）

　ホテルに泊まるというのはそういう意味だと安直に考えていたが、西園寺は違う雰ふん囲い気きで話をするつもりだったのかもしれない。

「和さん、窓まど際ぎわ……っ」

　どちらのベッドを占せん領りようするか聞こうとした七瀬は、振ふり向く前に背後から抱だきしめられた。

「ナナ……」

「うひゃっ」

　名前を囁ささやかれ、耳にキスを落とされる。妙に大きく響ひびくリップ音に、鼓こ動どうは一気に速まった。

　固まった身体からだをひっくり返され、西園寺と向き合う体勢になる。真っ直すぐな眼差しに動どう揺ようして目を逸らす前、

「一いつ緒しよにシャワーをあびようか」

　突とつ然ぜんの爆ばく弾だん発言に、慌あわてて目の前の胸を押し返した。

「い、一緒とか、無理っ」

「よく一緒に入ってたじゃないか」

「それとこれは別だからっ」

　こんな時に意識していなかった昔の話を蒸むし返されても頷うなずけるはずがない。……いや。

（も、もしかして、和さん、昔から俺のことそんな目で……？）

　一いつ瞬しゆん頭を過よぎった怖い想像は、軽く額を小こ突づかれて霧む散さんした。

「私は小さい子供が好きなわけじゃないよ」

「う、うん、そうだよね」

「ナナが高校生になってからは意識していたけどね」

「えっ？」

　そんな前からと驚おどろく間もなく、西園寺は腕うでの拘こう束そくを解いた。

「先がいい？　それとも後が……」

「さ、先に入るっ」

　先にシャワーを浴びて西園寺を待つという時間もいたたまれないが、自分が後だったらいつまでも覚悟ができなくて、下手をすればバスルームで夜を明かしかねないと思った。

　それくらいなら、ババッと済ませた方がいいと七瀬はバスルームに飛び込み、洗面台に映る自分の顔を見る。頰ほおは紅潮し、情けない表情はしていても、悲ひ壮そうな覚悟なんかは見えない。こんなに緊張しているのに、やはり自分は西園寺を信用しているらしい。

（和さんは、絶対に俺が望まないことを……しない）

　ふーっと息を吐はき、七瀬は服を脱ぬいだ。バスタブに湯を張ろうか迷ったが、ここはシャワーにすべきだろう。

「ナナ」

「！」

　頭からシャワーを浴びて目を閉じた時、バスルームのドアが開いて西園寺の声が聞こえた。

　このまま入ってくるのかとビクビクしたが、

「バスローブを置いておくよ」

　掛かけられた声はいつもと変わりない。

「髪かみもきちんと拭ふいてきなさい。風邪かぜをひいたら大変だからね」

「う、うん」

　そのまま西園寺は出ていった。こわばりが解けた次の瞬しゆん間かんには、七瀬は思わず笑っていた。

「いつもと変わりないじゃん」

　心配性しようなところは変わっていない。そのことを嬉うれしく思い、七瀬はシャワーを浴び終える。

　用意されたバスローブを羽織る時、一瞬下着はどうしたらいいのだろうと迷ってから、穿はいた。脱いだままだといかにも今から何かしますという感じに思えたからだ。

　バスルームから出ると西園寺はベッドに座っており、ネクタイを取ったワイシャツの袖そでのボタンを外していた。

　いくら家族でもあまり見ない光景に見入っていると、七瀬の視線に気づいた西園寺が顔を上げる。

　向けられた目の中には安あん堵どの色があり、この短い時間西園寺が様々なことを考え、心配してくれていたのがわかった。

（別に、嫌いや々いや来たわけじゃないのに）

　七瀬は、自分で決めてここにいるのだ。

「……次、和さんどうぞ」

「ああ」

　西園寺は立ち上がると七瀬に近づき、頭に掛けてあったタオルで髪を拭いてくれる。

　その指の動きはいつもと変わらず優やさしい。

「……ナナ」

「ん？」

「……いや。きちんと拭くんだよ」

　珍めずらしく言葉を濁にごした西園寺がバスルームに消え、七瀬は入れ替かわるように先ほどまで西園寺がいたベッドに腰こし掛かける。言われたようにごしごし髪を拭いていたが、ふと手を止めて窓の外を見た。

　綺き麗れいな夜景は家からも見られるが、今見ている光景はやっぱり特別だ。

　開いたままだったカーテンを閉め、少しだけ開いた場所から夜景を見ながら、七瀬はぼんやりと考えた。

「……どうしたいんだろ……」

　何度問いかけても、まだ答えは出てこない。

（和さんのこと、好きなのは間ま違ちがいない。でも、愛してるかなんて……）

　家族愛と、恋れん愛あいと。どこで線引きをすればいいのか、七瀬にはまだわからなかった。しかし、今日エレベーターホールで見た光景を思い出すとモヤモヤが強くなって、いたたまれない思いがする。それが西園寺に対する独どく占せん欲よくだともわかっているつもりだ。

　西園寺の側そばに自分以外の誰だれかが立つ。家族のままでいるならば、その可能性は残っていた。でも、それが嫌いやだからといって、セックスまでしようと思うだろうか。

「……え？」

　頭の中に浮うかんだ単語に、自分で驚いて声を出した。

「そ、そっか、あれ、あれ、するんだ」

　先に進むということが《そういうこと》をすると、自然に考えていた自分に愕がく然ぜんとする。

　一気に恥はずかしくなって強くカーテンを握にぎりしめた時、ドアが開く音がした。

「ナナ」

　大きな窓ガラスに、自分と同じバスローブ姿の西園寺がゆっくり歩み寄ってくるのが映っている。

「……っ」

　カーテンを握る手に、西園寺の手が重なった。強こわ張ばって張り付いた指が一本一本カーテンから外され、次に指先にくちづけられる。

「あ……」

　力は入っていなかった。それなのに、七瀬の身体はいつの間にかベッドに仰あお向むけに寝ねかされている。

「……」

「……」

　視線が合った西園寺は苦く笑しようした。

「冷たくなってる」

　頰に触ふれた手がゆっくりと滑すべり下り、七瀬の唇くちびるで止まる。

　洗ったのかいつも綺麗にセットされている髪は乱れ、額に落ちている姿はいつもよりずっと若い。少しはだけたバスローブから覗のぞく胸むな元もとも、綺麗に筋肉がついている。

　こんなにも西園寺を意識して見るのは初めてだ。それが、こんなにも色気溢あふれるものだなんて知らなかった。

「ナナ」

「……」

「……キスしても、いい？」

　返事をしようにも、緊きん張ちようし過ぎて声が出ない。だが、このまま黙だまっていたら拒きよ絶ぜつしているのだと思われそうだ。

　七瀬は了りよう承しようの意味を込めて目を閉じた。視界が遮さえぎられると余計に不安になったが、目に毒な西園寺の表情を見なくて済む。

「……んっ」

　やがて、何の前置きもなく唇が塞ふさがれた。

（和さんの……）

　目を閉じてしまうと感覚が研とぎ澄すまされてしまうことも、今夜初めて知った。

　一度離はなれたそれはもう一度重なって、今度は確かめるように舐なめられる。また離れた時終わりかと思ったが、次には唇の合わせ目に何かが入ろうとしてきた。

（な、何？）

　何をされているのか確かめたいが、今目を開けることはできない。無意識にもがく手はシーツに縫ぬい留められてしまい、待ってと言おうと口を開くとその中に何かが入ってきた。

「んぅっ」

　それは七瀬の口の中で我が物顔に動き回り、舌を吸う。正体が何なのか、ここまできてわからないほど子供ではなかった。

（こ、こんなの……っ）

　キスは、唇を合わせるだけのものだと思っていた。もちろん、その先に深く交かわす行こう為いがあるとは知っているものの、七瀬にとってそれはもうセックスの一部と同じだ。

　慕したっているが、まだ気持ちが追いつかない相手と、セックスの前まえ触ぶれのようなキスをする。その相手が西園寺だと思うと七瀬の胸の中で様々な思いが渦うず巻まいて、自然と涙なみだがにじんでしまった。

　悲しいわけではないのだ。もちろん、嫌なわけでもない。

　ただ、このまま自分がわからないまま引きずられてしまいそうで怖こわいのだ。

「……ぅ……」

　七瀬は必死に目を開こうとした。涙で潤うるむ視界は見にくかったが、驚おどろくほど間近にある西園寺の顔はすぐにわかった。

　目が合った時、西園寺の焦こげ茶の目が少しだけ驚いたように大きくなる。だが、次の瞬間にはくすぐるように頰を撫なでられ、七瀬はまた目を閉じてしまった。

　この先、西園寺を受け入れるつもりなら、今感じている羞しゆう恥ちや戸と惑まどい、そして僅わずかな恐きよう怖ふもずっと付きまとってくるだろう。それを押してもなお、この手を取れるのか。

「……七瀬」

「……っ」

　最近は西園寺があまり呼ばなくなった呼び方に、七瀬の身体からだは驚くほど敏びん感かんに反応した。

「七瀬、七瀬」

「あ……ん……ふぁ」

　注ぎ込まれる唾だ液えきを飲むことができず、唇から顎あごを伝ってこぼれているのがわかる。それを追うように西園寺の舌が舐めるのに背を震ふるわせてしまい、七瀬はどうしようもない羞恥に身体を[image: 捩]よじろうとした。

（う……っ）

　足を動かした時だ。自分の下か肢しの変化に気づき、七瀬は今まで以上の驚きよう愕がくに息をのんだ。

　勃たっているのだ、自分の、アレが。

（噓うそ、えっ、お、俺っ）

　七瀬だって自じ慰いはしたことがある。夢精の経験は少ないが、自分は正常な男だと当然のように思っていた。男は刺し激げきすればペニスは勃つもので、そこに何の疑問もないが、今七瀬はまったくペニスに触れていない。ただ西園寺とキスをしているだけで勃つなんて、七瀬の常識ではありえなかった。

　唐とう突とつに恐怖心が高まって、七瀬は必死に西園寺のバスローブを摑つかむ。自分を変化させているのが西園寺だとしても、助けてくれるのも目の前の男しかいないのだ。

「……どうした？」

　それまでの抵てい抗こうと違ちがったことに気づいたのか、ようやく西園寺が唇を離してくれた。

「お……れ……」

「ん？」

「……」

「……」

　七瀬はぽろぽろと涙を零こぼす。目を見張った西園寺は、枕まくらもとに放置されていたタオルですぐに涙を拭ぬぐってくれた。

「……俺……」

　後から後から流れる涙を自分でもどうしようもできずにいると、西園寺が優やさしく横よこ抱だきに抱きしめてくれた。何度も背中を撫でられ、額にキスをされ、急激に高まった感情がゆっくりと納まってくるのがわかった。

　西園寺は七瀬を宥なだめながら先を急せかさず、ずっと七瀬が口を開くのを待ってくれている。

　どのくらい時間がたったのか……七瀬は深く息を吐はき、西園寺の背中にしがみついた。

「……怖いよ」

「私が？」

　ようやく振ふり絞しぼった言葉に、西園寺が苦く答える。そうではないと、七瀬は焦あせって言葉を継ついだ。

「じ、自分がっ」

「……七瀬が？」

　今度は、当とう惑わくした声がする。

　今夜だけで、今まで知らなかった西園寺の表情や声をたくさん知ったかもしれない。こんな時なのに嬉うれしくて、七瀬は今度こそ本当に落ち着いた。

　七瀬にとってはまだ知らない西園寺はたくさんいるかもしれないが、西園寺は六歳の時からずっと七瀬を見てくれて、七瀬のすべてを知ってくれている。

　今さら弱みを見せたとしても、西園寺が自分を嫌きらわないだろうと信じることができた。

「……た、勃ってる、俺の……キスされただけで、俺……」

「……ああ」

　拙つたない七瀬の説明でも、西園寺はすぐに察してくれたらしい。もしかしたら密着しているせいで、西園寺も七瀬の身体の変化に気づいていたのかもしれない。

　その可能性に思わず腰こしを引こうとしたが、反対に抱きしめてくる腕うでに力が入ってさらに密着度が増した。

「別に、怖いことじゃないよ」

「か、和さん」

「男は反応がすぐにわかるから……むしろ、嬉しい」

「あっ」

　西園寺の下肢が七瀬の太ふと腿ももあたりに押し付けられた。そこが自分と同じように反応していることに驚き、七瀬はハッと顔を上げて西園寺を見つめた。

「私の方がいい歳した男なのに恥はずかしいよ」

「そ、そんなことっ」

（こ、これって、和さんも気持ちいいってことだよな……？）

　七瀬とのキスに、西園寺も感じてくれている。そう思うと一気に身体が熱くなった。

「今夜すべて奪うばおうとは思っていないよ。七瀬の気持ちいいことだけしかしない。どこまで許してくれるのか、確かめたいんだ」

「俺だけじゃやだよっ」

「七瀬……」

「お、俺も、確かめたい」

（和さんが、どんなふうに俺のこと……好きなのか）

　親愛から恋れん愛あいにどう変化できるのか。

　七瀬は自分でタオルを取り、まだ目じりに残っていた涙を拭った。
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　腹をくくったらしい七瀬は、起き上がるとバスローブを脱ぬぎ捨てた。下着は着けたままだったが、華きや奢しやな上半身が西園寺の前に晒さらされている。

　インドアのせいで日に焼けていない肌はだは肌理きめが細かく、胸の飾かざりは薄うす桃もも色いろで妙みように艶なまめかしい。七瀬自身が己おのれの魅み力りよくに頓とん着ちやくしていないのでこれまでも冷静さを保つのに苦労したが、どうやら今夜も理性を試ためされそうだ。

「七瀬」

　普ふ段だんとは違う呼称で呼べば、色白の頰ほおがますます赤く染まっていく。今までとは違うのだと、ちゃんと七瀬も理解しているのだ。

　手を伸のばして頰から首筋に指を滑すべらせると、肌が粟あわ立だつのが伝わった。皮ひ膚ふが薄うすいのか、かなり敏感だ。そのまま顎を取り、上向きになった唇くちびるにキスする。何度も角度を変えた後、慎しん重ちように舌を差し入れた。

　覚かく悟ごをしたとはいえ、七瀬はこういった行為に知識がなく、まっさらの状態だ。今後怖がられることがないよう、その反応をつぶさに観察して見み逃のがさないようにしなければならない。

（綺き麗れいに成長したな……）

　小学校に入学するまで母子家庭だった七瀬のために、西園寺は父親として積極的に関かかわってきた。夏にはプールに連れて行ったし、温泉にも行った。風ふ呂ろに入って一人で髪かみを洗えるまで、西園寺が世話をしてやっていたのも懐なつかしい。

　当然、幼いころの七瀬に欲よく情じようしたことはなかった。ただ可愛かわいいと、元気に大きくなってほしいと思っていただけの親としての愛情から少しずつ気持ちが変化してきても、どこかで息子むすこ同然の七瀬に欲情するのかと……これまでの恋愛対象が女だっただけに、自分自身も不確かな感覚があった。

　それが変化したのは、七瀬が高校一年生になったころだろうか。

　夏休み、外から帰ってきた七瀬は汗あせをかいていた。

『暑かったぁ。シャワー浴びるね』

　そう言いながら笑った七瀬の首筋に、汗が伝った───それを見た時。

　西園寺はいきなり下肢に熱が集まるのがわかった。七瀬がバスルームに消えた後視線を落とせば、ズボンを押し上げている存在がある。

　なぜその時欲情したのか、自分でもわからないままだ。それでも、その日以降西園寺はふとした時に七瀬に欲情を覚えた。家族として慕したってくれている七瀬に見せる顔の陰かげで、男として七瀬を見ていた。

　保護者失格だが、西園寺は善人ではない。慈いつくしみ、大切に育てた存在を自分のものにして何が悪いと開き直った。

　もちろん、そこに七瀬の気持ちがあった上でのことだというのは最低限枷かせとしてあったが、勝てない勝負はしたことがない。

　現に今、七瀬は自分の目の前にいる。

「七瀬……愛している」

「……っ」

　保護者としての権限を最大限利用し、七瀬を囲い込んだ上での今だとしても、西園寺は後こう悔かいしなかった。

　唇から首筋に、そして鎖さ骨こつへと、指が辿たどった後を唇で追っていく。

　そのたびに七瀬は反応し、下着を押し上げているものの硬かたさは増していった。下着は濡ぬれてシミを作っており、もはや完全に勃ぼつ起きしているだろう。

「触さわるよ」

「えっ」

「痛くしない」

　下着の上からペニスを撫なでれば、七瀬は泣きそうな目を向けてくる。

「そ、そこ」

「うん、感じてくれて嬉しいよ」

　音を立てて唇にキスした後、西園寺は慎重に手を動かす。見下ろす七瀬は固く目を閉じ、いたたまれないのか強くシーツを握にぎっていた。それでもペニスは萎なえず、そのことに安あん堵どした西園寺はもう少し先に進むことにした。

「ひゃっ」

　しかし、下着の中に手を入れた時はさすがに手首を摑つかまれた。

「き、汚きたないよっ」

「シャワー浴びたのに？」

「で、でもっ」

　七瀬が言いたいのは、ペニスから滲にじむもので汚よごれるということだ。もちろん、汚いはずがない。七瀬が感じている証あかしだ、もっと濡れてほしいくらいだった。

「大だい丈じよう夫ぶ」

「う……」

　止やめてほしいのにそう言えない七瀬の手の拘こう束そくは、強ごう引いんに動かせば簡単に解ほどけてしまいそうだ。それでも西園寺は待った。七瀬が許してくれなければ意味がない行こう為いだ。

　その間もキスは止めなかった。目元や頰に触ふれ、敏びん感かんな首筋に空いた手を滑らせれば、降参したかのようにおずおずと手が離はなれていく。

「和さん……スケベだ」

　可愛い悪態に、西園寺は思わず笑ってしまった。

「男は誰だれでもスケベだよ」

「……」

　反論しないというのは、七瀬自身自覚があるからだろう。

（……萎えていない）

　直接触れてもペニスは力を持っていて、弄いじる西園寺の指を溢あふれ出た液で濡らしていく。薄い下毛は濡れて、既すでに肌に引っ付いていた。

「あ……っ、んっ」

　下着はわざとずらさず、そのままペニスを愛あい撫ぶしていく。掌てのひらにすっぽりと納まってしまいそうなものは可愛らしいが、それを七瀬に言えばへそを曲げられそうだ。

「んっ、やっ、もっ」

　刺し激げきに弱い身体からだはあっという間に限界がきて、西園寺の掌を健けな気げに押し返してくる。もうイッてしまうだろう。

「このままいいよ」

「だ、だめっ」

「七瀬」

「……！」　>>>♥

　耳たぶを嚙かみながら強く扱しごくと、七瀬はあっけなく下着の中に吐と精せいしてしまった。ピクピクと揺ゆれるそれはしばらく精を吐はき出して、少しずつ萎えていくのが可愛い。

　西園寺は七瀬の吐き出した精液で濡れた手を見つめ、ふと指先を口に含ふくんでみる。苦いが、甘い。同じ男のものを口にするなんて想像もしていなかったが、七瀬のものならすべて味わってみたいと思ってしまった。

　もちろん、七瀬に言えるはずもないが。

「大丈夫か？」

　汗で湿しめった髪をかき上げてやると、ぼんやりとした視線を向けられる。

　赤くなった目元に、食いしばったせいで痕あとがついてしまった唇。他人ひとの手でイかされてしまった羞しゆう恥ちと、己でままならない身体への怯おびえが入り混じった眼まな差ざしは、本人に自覚がないだろうが壮そう絶ぜつに艶つやっぽい。

　普段見せる七瀬とはまるで違ちがう顔に、西園寺も強きよう烈れつに欲情した。

（……まいった……）

　バスローブの下のペニスはこれ以上ないほど勃たち上がっていて、先せん端たんが濡れているのもいやというほどわかっている。

　西園寺は七瀬の精液で濡れたままの手をバスローブの中に入れ、そのまま己の手で扱き始めた。

「……っつ」

　無む垢くな七瀬のものとは違う己おのれのペニスを、たった今快感を知ったばかりの七瀬に見せてしまえば怖こわがられるのは確実だ。後もう少し、七瀬の方から触れたいと思ってくれるまで、自じ慰いでやり過ごすことに躊躇ためらいはない。

　そんな西園寺の葛かつ藤とうを知らないだろう七瀬は、ただぼんやりとした眼差しを身体の下から向けてくる。

「か……ずさ……」

「……七瀬っ」

　今までになく興奮していたのか、西園寺自身も初めてなくらい呆あつ気けなく吐精してしまった。どろりとした感かん触しよくが掌に伝わり、深く息をついて苦く笑しようする。

「本当に好きな相手の前じゃこんなものか」

　若いころはそれなりに遊んだが、あんなものは今となっては何の役にも立っていない、むしろ、なまじ経験があるせいかこの後のことを様々に想像し、情けなくもまた勃ちそうになっている。こんな姿は正気の七瀬にはとても見せられない。

　案外まだ自分も若いなと思いながら、西園寺は七瀬にキスをした。

「……ん」

「疲つかれただろう、寝ねなさい」

　囁ささやくと、七瀬は素す直なおに目を閉じる。

　先ほどまで壮絶な色っぽさを醸かもし出していた顔が、見る間に幼いものに変化した。

　その顔を見つめている間も、西園寺の中の想おもいは溢れてくる。

　愛いとしい───そう思わずにいられなかった。
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「……せ、七瀬」

「……え？」

「講義終わったぞ」

　友人に言われ、七瀬は慌あわてて顔を上げる。既に教授の姿はなく、席も半分以上空いていた。

「……終わってた……」

　信じられないが、ほとんど上の空で過ごしていたらしい。

「どうしたんだ？　調子悪いんなら……」

「だ、大丈夫。ありがとう」

　七瀬は開いてもいないノートや教科書を鞄かばんにしまって立ち上がった。

（しっかりしないと）

　せっかく大学に通えるのだ、勉強をおろそかにしては西園寺に申し訳ない。

　それでもと、七瀬は悩なやまし気に息をついた。

　西園寺と、甘くて、衝しよう撃げき的で、濃のう厚こうすぎるほどの夜を過ごしてから一週間。

　気にしないようにと思っていても、西園寺は毎日家に帰ってくるので意識しないわけにはいかなかった。

　しかも、あれから明らかにスキンシップの段階は進んだ。あそこまで直接的なことはしないものの、キスは日課のようにしている。夜は西園寺の部屋に誘さそわれて、一いつ緒しよに寝るようにもなった。ベッドの中では舌が絡からむ濃厚なキスをし、抱だきしめられながら眠ねむる毎日───。

「……爛ただれてる」

「え？」

「う、ううん、じゃあ」

　正式に恋こい人びと同士になったわけでもないのに、こんな毎日を過ごしているのは少し不純ではないだろうか。そう考える一方で、抱きしめられて眠る温かさを知ってしまうと、西園寺の誘ゆう惑わくを断れる自信はなかった。

「……誘惑、じゃ、ないな」

『寝ようか』

　西園寺は端たん的てきにそう言って、七瀬が自分で後をついて行く。これでは西園寺だけに責任を押し付けるわけにはいかないだろう。

　結局、最後までしていないから、アレコレと考えてしまうのだ。

　ただ、西園寺とそこまでしたせいで、七瀬の意識は否いやが応でも変わった。西園寺を男として見てしまうし、一度離はなれた方がいいと考えていたことも消えてしまった。

　あの夜以降、七瀬はこっそり男同士のセックスについて調べた。そして、ペニスを弄いじるだけでなく、身体を繫つなげることができることを知ってしまった。当然、体格からも経験からも、受け入れる方は自分だろう。しかし、あんな場所にあんなものを入れるなんて、絶対に痛いに決まっている。

　未知の恐きよう怖ふ心で、七瀬は西園寺にその先を求められなかった。結果、中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう況きように、自分がジレンマを抱いだいてしまうのだ。

（明日は土曜日……か）

　西園寺からはデートに行こうと誘われている。もしかしたらそれが切っ掛かけになるかもしれない。

　そう考えて、七瀬は真っ赤になった。こんなことを考えている自分の方がスケベだ。

　気持ちを切り替かえるために頭かぶりを振ふり、急ぎ足で学校を出た。今日は午後三時からカフェのバイトが入っている。

「七瀬」

　そのままバス停に向かおうとした七瀬は、名前を呼ばれて何気なく振り向いた。

「東馬さん？」

　そこにいたのは東馬だった。近くには高級外車が停とめられていて、行きかう学生がチラチラ視線を向けている。

　どう考えても七瀬に会いに来たとしか思えないが、大学まで押しかけてこられるとは思いもしなかった。

「あ、あの」

「乗って」

「え？　あ、いえ、今からバイトで……」

「パパの頼たのみ、聞いてくれるよね？」

「……」

　にっこり笑う東馬に逆らう隙すきは見当たらず、七瀬はしかたなくカフェに電話した。店長に休みを申し出ると、今入っている先せん輩ぱいが続いて入ってくれることになった。反対に体調を心配されてしまい、口くち籠ごもりながら礼を言うはめになる。

「すみません、ありがとうございます」

　何度も謝罪と礼を繰くり返して電話を切ると、運転している東馬の横顔を盗ぬすみ見た。

　どこに行くのかも知らされずに車に乗ったことを知られたら、絶対西園寺に叱しかられてしまうだろう。過保護なところは昔から変わらないのだ。

「……あ」

　しかし、その疑問はすぐに解消した。窓の外の景色に見覚えがあったからだ。

（どうしてこの人が、和さんのお父さんの家に……？）

「あの、ここって……」

「和彦がいないところで話があるそうだよ。一応、僕も父親として同席するから心配ない」

（い、いやっ、余計に心配だからっ）

　世間一いつ般ぱんに言う常識人とは正反対の位置にいそうな東馬が頼たよりになるとは到とう底てい思えず、七瀬は増した緊きん張ちよう感かんで吐はきそうになる。以前とは西園寺との関係が変わったせいで、恐怖と不安以上に罪悪感が強くなっていた。その気持ちのまま面会したとしたら……想像するだけで泣きそうだ。

　そんな七瀬の気持ちに気づくことなく車を運転し、この間の西園寺と同じようにロータリーに車を停めた東馬は助手席のドアを開けてくれた。

　エスコートが完かん璧ぺきなのは血筋のせいなのだろうか。

「いらっしゃいませ」

　すぐに見たことのある人が出で迎むかえてくれた。あの時、帰り際ぎわの西園寺に話しかけた人だ。

「おじさんたちは？」

「お待ちです」

　彼は七瀬にも頭を下げてくれた後、以前通してくれたリビングに案内する。

（うわ……）

　あの時と同じように、ソファに座った西園寺の両親がこちらを見ていた。何があったのか知られているはずがないのに、七瀬は焦あせりながら頭を下げた。

「こ、こんにちは」

「座りなさい」

　七瀬にとっては祖父くらいに年の離れた相手だ。それも、大きな企き業ぎようグループの頂点に立っている人なので、座っているだけでも威い圧あつ感かんが凄すごい。ただ、七瀬にとって彼らは西園寺の両親でもあるので、また違ちがった意味で緊張が高まった。

「先日はあれが言いたいことだけを言って帰ったからな。今日は君に話があって、真樹に連れてきてもらった」

「は、はい」

　西園寺抜ぬきで、わざわざ七瀬だけを呼んだ理由。

　別れを切り出されるのは確実だろうが、それ以上───もしかしたら、籍せきを抜けと言われるかもしれない。

　七瀬は膝ひざの上の手を強く握にぎりしめた。

「君が真樹の子供なら都合がいい」

　唐とう突とつに切り出されたのは、七瀬にとって意外な話だった。

「婚こん約やく者を決めよう」

「……へ？」

「真樹の息子むすこなら、君も東馬の血を濃こく継ついでいるからな。後こう継けい者しやとして今から育てても遅おそくないだろう」

「……は？」

　東馬の子供だからと言って、どうして西園寺の両親が七瀬の婚約者を決めるのか。そもそも、後継者って何だと、七瀬は訳がわからず呆ほうけた返事をするしかない。

「あの歳の息子を矯きよう正せいするには時間が掛かり過ぎる。それなら、君と話した方が早いだろう」

　とても提案しているという口調ではない西園寺の父は、難しい顔をしたまま続けた。

「七瀬といったな、和彦はあの歳までかなり遊んできたぞ。君の母親と結けつ婚こんした後もな。女遊びが激しい中年男より、おとなしくて可愛かわいらしい嫁よめを取った方がいい。籍の方は君が成人したらきちんとしよう」

「あ、あの」

　親が息子の女性関係を暴ばく露ろするとか、どんな親子関係だ。七瀬は言われたことを理解する前にその事実に目が回り、どうしたらいいのかと隣となりにいる東馬を見上げる。あまり役に立ちそうにないが、ここにはこの男しか助けてくれる人がいないのだ。

　必死に目線で訴うつたえると、東馬が笑えみを浮うかべたまま西園寺の父に言った。

「おじさん、七瀬は僕の子なんですから。優先順位は僕にあるはずですよ」

「お前に本家への口出しは許さん」

「じゃあ、七瀬はこのまま僕が連れて帰ります。おじさんが七瀬に謝りたいって言うから連れて来たのに……やっぱり、本家は怖こわいなあ」

　飄ひよう々ひようとした口調なのに、きっぱりと東馬は言い切る。意外なその姿に七瀬は驚おどろくが、西園寺の父は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめた。

「本家より、お前は自分を心配しろ。七瀬が本家を継げば、お前の家の後継ぎはいなくなるぞ。今の嫁と別れて……」

「梓とは別れませんよ」

　途中で言葉を遮さえぎられて不快そうにしている西園寺の父を無視し、東馬はこの流れについて行けない七瀬を目を細めながら見つめる 。

「今、本家を継がせるちょうどいい子がいなくてね。おじさんが歳のことを考えて焦っているのはわかるけど、それで七瀬が嫌いやがることは僕はしたくないな」

「東馬さん……」

「僕が嫌で逃にげ出したところに、可愛い息子を放ほうり込むなんて……恵理に叱られそうだ」

「文句を言うだけなら出ていけ」

　西園寺の父が東馬を切り捨てるように言い放つ。しかし、ここで東馬に出ていかれたら、誰も味方がいなくなってしまう。

　もしかしたら、頷うなずくまで帰してもらえないのではないか。

　想像して身体からだが震ふるえた七瀬は、もう一度東馬に頼もうと身体を向けた。パパと呼ぶくらいで協力してくれるのなら、何度でも呼ぶつもりだ。

「東……」

「ナナッ」

　しかし、その前にドアが乱暴に開けられ、同時に名前を呼ばれた七瀬は口をぽかんと開けたまま飛び込んできた男を見た。

「……和さん？」

　どうして西園寺がここにいるのかわからず、本当にそこにいるのか疑ってしまいそうだ。もしかしたら自分の願望が生み出した幻まぼろしなのかと馬ば鹿かなことを思ってしまい、七瀬はふらふらと立ち上がった。

　躊躇ためらいなく手を伸のばしてスーツを握ると、確かに感かん触しよくがある。

「……和さんだ」

　本当にここにいることを実感し、嬉うれしくなった七瀬は西園寺を見上げた。

　険しい表情だった西園寺も、七瀬の視線に表情を和やわらげる。そして軽く抱だきしめられ、溜ため息をつかれた。

「良かった……何もされていないね？」

「なんだ、その言い方は。子供に手を出すわけがないだろう」

　西園寺の父親にとっても彼の登場は予想外だったのか、初めは驚いた顔をしていたがすぐに作ったような怒いかり顔になった。

　父親の反論に、西園寺は七瀬を抱きしめたまま向かい合う。

「文句があるなら私に直接言ってください。ナナをこんな伏ふく魔ま殿でんに呼び出すなんて何を考えているんですか」

「彼のことを考えているんだ」

「ナナのことは私が考えています」

「和彦」

「そんなに東馬の直系の血が欲しいのなら種だけあげますよ。いや、いっそのこと完全に諦あきらめてもらうためにパイプカットでもしましょうか」

　何のことかわからない七瀬とは違い、西園寺の父親はそれきり口を引き結ぶ。

　西園寺はしばらくその顔を見み据すえてから、まだソファに座ったままの東馬を振ふり返った。

「ナナを勝手に連れ出すのは止やめてほしい」

「僕の息子なのに？」

「ナナは私の大切な息子であり、パートナーだ。十二年間一いつ緒しよに過ごした時間をなめるな、馬鹿が」

　そう言い捨て、西園寺は七瀬を抱き寄せたまま部屋を出ようとする。慌あわてた七瀬はその場に足を踏ふん張った。

「ナナ？」

「か、和さんのお父さん、お母さん。俺はまだ子供ですけど……絶対、和さんを幸せにしますからっ。俺たちのこと許してください。そして、和さんと仲良くしてくださいっ」

「ナナ……」

　これは七瀬の勝手な言い分で、西園寺の両親にも譲ゆずれない考えがあるはずだ。それでも、流されるまま西園寺と別れるつもりはないと、ちゃんと告げておきたかった。西園寺の言う通り、共に暮らして十二年という時間はとても重いのだ。

　そして、七瀬は東馬に視線を移した。まだ実感はないが、自分の父だという人だ。

「……また、カフェに遊びに来て下さい。奥さんと一緒に」

「梓と一緒でもいいのかい？」

「……一日置きに来られるのは困りますけど」

　正直に告げた七瀬に、次の瞬しゆん間かん東馬が声を出して笑った。

「じゃあ、せめて三日に一度にしようかな」

「え……」

　それも多すぎだと思う。ただ、七瀬は以前ほど東馬を苦手に思えなくなった。いつだって七瀬に対しては好意を向けてくれる相手を拒きよ絶ぜつし続けるのは難しい。

　それに、東馬にはあの梓がついている。しっかりとしていて、ふわふわしている東馬の手た綱づなを握れる人だ。

「……君が籍せきに入ってくれたら……梓のプレッシャーも小さくなると思ったんだけどな」

　ふと東馬が零こぼした言葉に七瀬は目を瞠みはった。

「東馬さん……」

（もしかして、今回のことって梓さんのために？）

　確か、二人は結婚して五年と聞いた。西園寺の両親を見ても、二人の年ねん齢れいからも、後あと継つぎを望む声が強い可能性は高かった。

　プレッシャーを感じているだろう彼女のために、昔の恋こい人びとが産んだ息子を引き取る。

　でも、その方が突とつ然ぜんできた息子を可愛がりたいからというような理由より、よっぽどわかりやすく思えた。

「いつでも来てください」

　優やさしい気持ちになった七瀬がそう言うと、西園寺がここまでだというように促うながしてくる。

「僕の望まない十九年間だったけどね」

　ドアが閉まる瞬間、東馬の溜め息混じりの声が聞こえてしまい、七瀬は思わず振り返りそうになる。しかし、思いとどまった。今、七瀬が東馬にかける言葉は何もない。　>>>♥

「……いつの間に仲良くなったんだ」

　それよりも、隣で呟つぶやく声が少し不ふ貞て腐くされていて、七瀬は思わず笑ってしまった。

「一番仲がいいのは和さんだよ」

（家族で、好きな人なんて、他ほかにいるはずないじゃん）

　歪いびつな形で始まった家族の形は、十二年を経て究極に変化した。ただ、それを嫌だと思う気持ちはない。

　七瀬は自分からも西園寺の腕うでにしがみ付いた。










　西園寺は仕事の途と中ちゆうで無理やり時間を作り、七瀬のバイトするカフェに顔を出したらしい。

　そこで店長の相田に急に休む連れん絡らくがあったと聞かされ、悪い予感を抱いだいてすぐに実家に駆かけつけてくれたのだ。

　悪い予感でそこまで推理した西園寺に感心したが、結果的にあの時点で迎むかえに来てくれたことは良かったと思う。

「コーヒー淹いれようか？」

　金曜日とはいえ、平日の夕方早くに西園寺がマンションにいるのは珍めずらしい。

　七瀬は少しテンションが上がって、さっそくというようにキッチンに向かった。

「あ……、会社に戻もどらなくっていいの？」

　ふと思い当たって尋たずねると、ネクタイを解ほどきかけた西園寺は苦く笑しようする。

「久能には戻らないって連絡したよ。……月曜日が怖こわいな」

　ここで、明日休日出勤すると言わないところが、家庭第一の西園寺らしい。

　西園寺は七瀬が淹れたコーヒーを飲み、深い溜め息をついた。

「……寿じゆ命みようが縮んだ」

「大げさだよ」

「ナナ」

　名前を呼ばれてソファに座った西園寺の前に立つと、長い腕が伸ばされて腰こしを抱き寄せられてしまう。簡単に西園寺の胸の中に倒たおれ込んだ七瀬は、そっと顔を上げた。

「……ナナは俺のものだ……」

（俺って、言った）

　いつになく落ち込んでいる西園寺に戸と惑まどいながら、七瀬は広い背中に手を回してそっと撫なでる。

「いくら側そばにいても、実の父親っていうのはでかい」

「そんなことないよ？」

　何が不安なのだろうか。東馬と血の繫つながりはあったとしても、七瀬は戸こ籍せき上西園寺の子供だ。七瀬が望まない限りそれは変わらないと知っているはずなのに、西園寺はますます腕の力を強める。

（俺には、和さんだけなのに……）

　七瀬は目を閉じて大きく息を吸った。馴な染じんだ西園寺の香かおりに安心する一方、胸がドキドキしてくる。この気持ちの変化を、西園寺はまだ気づいていないのだろうか。

「……好きだよ、和さん」

「……」

　思いがけず零れた言葉に自分でも驚おどろいたが、言ってしまってすっきりとした。

（……可愛かわいい）

　七瀬は驚いたように見つめてくる西園寺に笑いかけ、自分から唇くちびるを押し当てる。告白されてから、これが初めて七瀬からするキスだ。

「こ、恋人同士のすること、したい」

「……セックス？」

　少しはオブラートに包んだ言い方をしてほしかったが、ごまかしてもしかたがない。結局することは同じなのだからと思い直し、七瀬は頷うなずいた。

「……行くよ」

「え？　か、和さん？」

　突然立ち上がった西園寺に腕を摑つかまれ、七瀬はバスルームに連れていかれた。

「和さん、あの、まだ夕方だけど……」

「待てない」

　ついさっきまで落ち込んで弱々しい姿を見せていたくせに、西園寺はあっという間に余よ裕ゆうを取り戻している。そればかりか、鮮あざやかな手て際ぎわで七瀬の服を脱ぬがし、自分も剝はぎ取るようにして全ぜん裸らになった。

　西園寺の裸はだかを見るのは初めてではないが、こんな気持ちで見るのも見られるのも初めてだ。見み惚とれるほど逞たくましく、引き締しまった見事なバランスの身体からだ。その下か肢しが視界に入ってしまい、七瀬は慌あわてて顔を逸そらした。

（た、勃たってる）

　西園寺のペニスは、既すでに緩ゆるやかに勃ち上がっている。七瀬のものとは違ちがう、赤黒くカリの張ったその様相は卑ひ猥わいで、これから自分たちがすることを強く意識してしまった。

「七瀬」

　こう呼ぶことが西園寺にとっての切り替かえなのか、甘く響ひびく声には隠かくし切れない愛情を感じる。腕を取られたまま浴室に入った七瀬は、貧弱な自分の身体をできるだけ隠そうとして背中を向けた。

「んっ」

　しかし、どうやらそれは逆効果だったらしく、つっと背中に濡ぬれた感かん触しよくがした。それが西園寺の舌だとわかると同時に、顎あごを取られて強ごう引いんに振ふり向かされ、そのまま嚙かみつくようなキスが下りてきた。

　当然のように唇を割った舌が口中の唾だ液えきを舐なめとり、七瀬の欲よく情じようを育てるかのようにねっとりと深く絡からみつく。

「！」

　突然シャワーが降り注ぎ、七瀬は濡れた髪かみを揺ゆらしてキスを解こうとした。だが、身体を反転されてしまい、強く抱だきしめられたままキスを続ける。

（く、苦し……っ）

　顔を濡らす湯と、口を塞ふさぐキスに呼吸もままならない。

　七瀬は逞しい背中に爪つめを立て、崩くずれそうになる足を必死に踏ふん張った。

「ふ……んぅ」

　どのくらい続いただろうか。

　いきなりキスが解かれ、七瀬は抱き上げられた。お姫ひめ様抱っこだ。

「え……」

　キスで唇が痺しびれているせいで抵てい抗こうする言葉も言えないまま、全裸で濡れた状態で、七瀬は浴室から連れ出されてしまった。

「……すまない。我が慢まんできそうにない」

　全然、西園寺らしくない言い様に、彼の焦あせりが痛いほど伝わる。

　そこまで欲しがられているのだと思うと、七瀬の抵抗も弱まった。

（俺も……我慢できない）　>>>♥

　西園寺の髪を伝って流れ落ちてくる滴しずくが肌はだに伝う。ぞくっとする感覚に僅わずかに身体を震ふるわせ、七瀬は目を閉じた。










　濡れたままベッドに下ろされ、七瀬は閉じていた目を開けた。

　運ばれたのは西園寺のベッドルームだ。大おお柄がらな西園寺に合わせたキングサイズのベッドなので、二人でも十分広い。

「七瀬」

　名前を呼ばれ、七瀬は見下ろしてくる西園寺を見上げる。

「……いいのか？」

　最後の最後で確かく認にんしてくる西園寺に思わず笑った。しかし、そのせいで無意識に力が入っていた身体からこわばりが解ける。

「うん。ちゃんとできるか、自信ないけど」

「ちゃんとって、何をするのかわかってる？」

「……調べたから」

　そんなことを言えば、期待していたのだと思われかねない。恥はずかしくて顔が熱くなるが、見上げる西園寺の顔は嬉うれし気に綻ほころんでいた。

「そうか。だったら、一いつ緒しよに良い方法を見つけていこう。私も初めてだしね」

「あ……そっか」

　女性経験が豊富でも、さすがに同性とのセックスはしたことがないということだ。同じ初めて同士だと嬉しくて、七瀬はこくんと頷いた。

（今日は、俺もちゃんとしないと……）

　初めて肌を合わせた時は、結局七瀬だけ気持ち良くしてもらって終わった。西園寺を置いてきぼりにして寝ね落おちしてしまったことを、あれからどれだけ後こう悔かいしたかわからない。

　今日も同じはめに陥おちいらないように、七瀬は勢いに任せて西園寺の下肢に手を伸のばした。

「……っつ」

「……おっき……」

　目で見た時も十分恐おそれる大きさだったが、実際に触ふれるととてもこれが自分の中に入るとは思えない。長くて、硬かたくて、もしかしたら七瀬の倍ほどもあるのではないか。同じ男として落ち込むより、ただただ驚いてしまった。

「七瀬……」

　頭上で、掠かすれたような声がする。ただ摑んでいるだけだが感じてくれているのだろうか。試ためしに七瀬はそっと手を上下に動かしてみた。

（ピクピクしてる）

　自分以外のものに触れるのが初めてで、どうしてもその反応が気になってしかたがない。もっと感じてほしくて動かそうとした時、胸むな元もとにぴりっとした刺し激げきが走った。

「んっ」

　七瀬の行こう為いに驚いていたらしい西園寺が、いつの間にか顔を下ろして乳ち首くびを食はんでいたのだ。

　ささやか過ぎるほどのそれに歯を当てられただけで痺れるとは思わず、七瀬は咄とつ嗟さに西園寺のものから手を離はなしてしまった。

　その手で西園寺の肩かたを引き離そうとするが、ねっとりと乳首に絡まる舌は離れてくれない。それに意識を集中していると、今度は下肢に手が触れた。そのまま握にぎりしめられてしまい、耐たえ切れず声が上がった。

「うぁっ」

　大きな手はそのまま先せん端たんを包み込むように握りしめ、ゆっくりと竿さおの部分を扱しごき始めた。

　自分とは違う西園寺の手の感触と、予想できない動きに翻ほん弄ろうされ、あっという間に高みに追いやられてしまう。

「も、もうっ」

　熱の塊かたまりが腹に集中したと思った次の瞬しゆん間かん、七瀬は西園寺の手の中に吐精してしまった。

「……はっ、はっ」

　気持ち良かったが、それ以上に自分の呆あつ気けなさに泣きそうになる。

「七瀬」

　いつの間にか、本当に涙なみだが滲にじんでいたらしい。目元に落ちてきた唇くちびるに首をすくめた七瀬は、困ったような西園寺の視線を見返した。

「……嫌いやだった？」

「え……」

「急ぎ過ぎたか……」

　七瀬が泣いたことで、どうやら西園寺は別の方向に誤解したようだ。嫌だったのではなく、自分が感じさせたかったのだと訴うつたえるため、七瀬は腿ももに当たっている男のペニスに手を触れた。

「俺、だけ……」

　言葉は続かなかったが、西園寺は目を瞬またたかせ、次の瞬間には安あん堵どの息を吐はいている。困らせてしまったのかと不安に思い、七瀬は顔の横に突ついてあった手にすりっと頰ほおを寄せた。

「今日はこのまま終わらないよ」

「和さ……」

「七瀬の全部、俺のものにする」

　そう言った西園寺は身を起こし、ベッドヘッドに手を伸ばした。その動きを目線だけで追っていると、何やら小さな瓶びんをそこに見つける。

「七瀬が痛くないようにするものだから……少し我慢して」

　蓋ふたを開けて掌てのひらに垂らしたそれは、とろりとした透とう明めいの液体だった。

（それ……）

　その手は七瀬の下か肢しに下り、

「！」

　尻しりの狭はざ間まにあてられる。

「か、和さんっ」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　西園寺はもう一方の手で足を割り開き、尻にあてた手はそのままゆっくりと上下に動かし始めた。ぬるぬるとした感かん触しよくに慣れない七瀬は、どうしても逃にげ腰ごしになってしまう。

「駄だ目めだよ」

「で、でも」

　漏もらしてしまったようで落ち着かず、七瀬は何度も足をこすり合わせる。そのせいで西園寺の手を挟はさむ形になったが、動きは止まることはなかった。

（い、いつまで我が慢まんしたらいいんだっ？）

　何度も何度も狭間を撫なでていた指が、偶ぐう然ぜんのようにくいっと尻の蕾つぼみにめり込んだ。

「やっ」

　中まで入ったわけでもないのに、強きよう烈れつな違い和わ感かんに下肢が震えた。

「ゆっくり慣らすから、我慢して」

　慣らす───その言葉が頭の中をぐるぐると回る。動画でちらりと見た男同士のセックスが鮮あざやかに蘇よみがえり、七瀬は今自分が何をされているのかようやく理解することができた。

（な、慣らす、とか）

　西園寺が言うように、あの器官は慣らさなければペニスを受け入れることはできない。そもそも、規格外の西園寺のものを入れるのに、どれだけ慣らしてもし過ぎるということはなさそうだ。

　しかし、頭ではわかっていたつもりだが、この行為はかなり恥ずかしい。西園寺を受け入れたい気持ちは満々でも、今この瞬間もずっと見られていることに眩暈めまいがしそうだ。

「あっ、明かりっ」

　そういえば、部屋の中の明かりはついていた。せめてそれだけでも消してほしかったが、いつもは甘やかしてくれる男にあっさりと却きやつ下かされる。

「駄目、七瀬がよく見えない」

（み、見えなくてもいいのにっ）

　半泣きになりそうだが、七瀬は必死に口を引き結ぶ。ここで拒きよ絶ぜつの言葉を吐きたくなかった。西園寺と結ばれたいと思っているのは自分も同じで、その方法がこれしかないのだとしたら受け入れるだけだ。

「ぅ……あっ」

（気持ち悪い……っ）

　いつの間にか、蕾の中には指が一本入っていた。ゆっくりと探さぐるように動くそれは、先ほどの粘ねばついた液を伴ともなっているせいか意外にも自在に動いている。苦しいが痛みはなくて、違和感だけが大きい。

「ゆっくり息をして」

「……はぁ、は……ぅっ」

　呼吸に合わせ、指が内ない壁へきを刺激した。そうすると身体からだの中に熱が集まってくるような気がする。

「んあっ」

　それは、浅い個か所しよを爪つめで掠られた時だ。目がチカチカするほどの衝しよう撃げきがあったかと思うと、まるで漏らしたかのように射精していた。

「な……に……？」

　ペニスに触ふれられていたわけでも、キスされたわけでもないのにイッてしまった。

　茫ぼう然ぜんとする七瀬とは違ちがい、西園寺は満足気に目を細める。

「ここが七瀬の感じる場所だね」

「お、俺、今……」

「まだ少し早いかもしれないが……すまない、七瀬が欲しい」

　まだ混乱している中、七瀬の視界に大きく抱かかえあげられる自分の足が見えた。折り曲げられた身体が苦しくて浅く呼吸していると、蕾から今まで入っていた指が引き抜ぬかれる。

「！」

　その代わりに、熱いものが押し当てられた。

「か、和さん」

「七瀬」

　見下ろしてくる西園寺の目の中に、滴したたるような欲よく情じようの光が見える。優やさしい保護者の目とはまったく違う捕ほ食しよくする男の眼まな差ざしに、七瀬は魅み入いられたかのように視線を逸そらせない。

　汗あせの滲む艶つやっぽい顔が次し第だいに近づいてきて、自然に目を閉じると唇が塞ふさがれた。

「んんっ」

　同時に、蕾の中に熱いものがめり込んでくる。指とは比べ物にならないほどの熱量に内壁は押し広げられ、襲おそい掛かかってくる痛みに悲鳴を上げそうになった。

「ナナ、七瀬っ」

　このまま気を失ってしまいたくなったが、七瀬の意識を引き戻もどしたのは縋すがるような西園寺の声だ。苦し気な響ひびきがこもったそれは、西園寺自身も痛みを感じているのかもしれない。

「……ず、さ……」

　重い手を上げようとすると、すぐにしっかりと握にぎりしめられた。熱く強いその力に、七瀬の溢あふれる気持ちが口をついて出てくる。

「……す、き、好きだ、好き、だからっ」

　何度も伝えてきた言葉なのに、今この瞬間別の意味を持った。保護者として愛情いっぱいに育ててくれた人は、この先もずっと一いつ緒しよにいたい大好きな人に変わった。

「好き、好き、す、き……」

「七瀬、七瀬っ」

　譫うわ言ごとのように続けていると、少しずつ少しずつ、西園寺が中に侵しん略りやくしてきた。生々しい存在感に熱い吐と息いきしか漏らせず、それでも止やめてほしくなくて重なった手に力を籠こめる。

　七瀬にとっては気が遠くなるほどの時間を掛けて、西園寺のペニスは最さい奥おうに到とう達たつした。首筋に触れた満足げな熱い吐息に、どうしようもない愛いとおしさを感じる。

「……痛くない？」

「……痛い」

　正直に答えれば、困ったような笑えみを向けられた。それでも隠かくしようのない嬉うれしさがそこに見えて、七瀬は思わす笑ってしまう。

「ふ……っつ」

　しかし、その振しん動どうはそのまま下肢に響いた。

「ゆっくりするから」

「ん……あっ、あっ」

　緩ゆるやかに中を穿うがつペニスを受け入れることに精せい一いつ杯ぱいで、まだ気持ちいいとは思えない。それでも、西園寺とこれ以上ないほど密着しているのが嬉しい。

（大好き……和さん）

　この先、ずっと一緒にいる。

　その間にこの行こう為いにも慣れたらいいと思いながら、七瀬は時折訪おとずれる快感を必死に探りながら西園寺にしがみ付いた。　>>>♥
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「……また来ているな」

　店の奥を覗のぞいた西園寺が、低い声で呟つぶやきながら怖こわい笑みを浮うかべている。

　出で迎むかえた七瀬もちらりと同じ方を向いたが、コメントすることは控ひかえた。

　遊びに来てくれという七瀬の言げん質ちを取った東馬は、その言葉通り三日に一度は七瀬のバイトするカフェにやってくる。

　相変わらず父親としてバイトの先せん輩ぱいに挨あい拶さつしているが、七瀬はそれを止やめさせることは諦あきらめた。案外単純な東馬は、受け入れるだけでも上じよう機き嫌げんなのだ。

「サボリかい、和彦」

「……お前とは違う、休きゆう憩けいだ」

　文句を言いながらも、最近西園寺は東馬の座っているテーブルに着く。席がもったいないからと言っているが、七瀬は二人が以前のような仲に戻っているような気がして嬉しい。

「あら、西園寺さん」

「……あなたもいらっしゃったんですか」

「彼が誘さそってくれたし」

　西園寺の後に続くように現れたのは、東馬の妻である梓だ。

　彼女も最初は東馬に強ごう引いんに誘われて来ていたようだが、今では立派な常連さんだ。

　今日は東馬と一緒に来る予定だったらしいが、少し体調が悪いからと病院に寄ってきたらしい。

　そういえば顔色も悪いなと思いながら七瀬は水を出した。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

「ええ。心配してくれてありがとう」

　梓はそう言い、東馬の隣となりに座ると、しばらくその横顔を見て言った。

「仕事は？　ちゃんとしてくれないと」

「珍めずらしいね、君がそう言うなんて」

　東馬はいつものように軽口で答えるが、梓は真ま面じ目めな表情のままだ。

「……用心のためにも、早めに産休に入るつもりだから。その分、あなたにしっかり働いてもらわないと困るわ」

「え……」

　思わず七瀬は声を上げ、西園寺も僅わずかに目を瞠みはる。

「あ、梓……」

　そして、もう一人の当事者は啞あ然ぜんとした表情で梓を穴のあくほど見つめた後、子供のようにクシャリと顔を歪ゆがめた。

「すぐに休んで」

「すぐには無理よ」

「そっか……そうか……」

　自身に言い聞かせるように何度も呟く東馬に、西園寺は静かに席を立って七瀬を促うながした。

「和さん」

「あいつも、ようやく家族を持てるな」

「……うん」

　七瀬にとっては、結果的に母を捨てた相手が新しい家族を作るということになる。

　一人で逝いった母のこと、ずっと本当の父親がいなかった自分のこと。

　でも、不思議と七瀬は胸の中がじんわりと温かかった。惨みじめに思うこともなく、悔くやしいとも思わない。むしろ、あの東馬に家族ができることが嬉しい。

「ナナ」

　西園寺が心配そうに名前を呼ぶ。その声に、七瀬は自分が心配されていることを感じてくすぐったくなった。

　七瀬がこのことを冷静に受け止められるのは、西園寺が側そばにいてくれるからだ。家族として、そして今はパートナーとして、深く愛されている自信がちゃんとある。

　だから七瀬は、自然と笑顔になった。

「俺に弟妹きようだいができるんだね」

「……」

　その言葉で、西園寺も七瀬がすべて受け入れていることを知ったのだろう、珍しくあからさまに安あん堵どの息を吐はいている。

「ナナへの過か干かん渉しようもおさまるだろうし、東馬の後こう継けい者しや問題もあいつに任せる」

「え……可か哀わい相そうだよ」

　あの強きよう烈れつな西園寺の両親に対たい抗こうするなんてと思うが、西園寺は笑いながら言った。

「あれでも真樹はしたたかだ。子供のための条件はしっかり勝ち取るだろうな」

　意外にもそう東馬を褒ほめた西園寺は別の席に座る。

「コーヒーを頼たのむよ」

「はい」

　セックスをするようになってから、西園寺の過か剰じようとも思えるスキンシップは落ち着いた。どうもそれが西園寺の不安から来ていたことに気づいた七瀬は、それだけ長い間西園寺が思い悩なやんでいたことを申し訳なくも嬉しく思った。

「お待たせしました」

　コーヒーを運ぶと、西園寺は顔を上げる。

「今日は一緒に帰ろう」

「……うん」

　こっそり約束をして、少しだけ指を触ふれあう。

　家に帰っても大好きな人とずっと一いつ緒しよだと自然に綻ほころぶ七瀬の笑え顔がおに、西園寺が眩まぶしそうに目を細めた。
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可愛いがつらい
















『パパ！』

　二十代半ばで父親になった。

　素す直なおで可愛かわいくて、全身で甘えてくれる息子むすこは、それまでの人生でただの一つも執しゆう着ちやくを持てなかった西さい園おん寺じの、唯ゆい一いつの宝物となった。

「和かずさん」

　そして今、その息子は最愛のパートナーになった。息子に欲よく情じようする獣けだものと思われても構わない。西園寺にとって何よりも大切な存在が、さらに愛いとおしいものになっただけだ。




「……つらい」

「はぁ？」

　西園寺は見ていた携けい帯たいをデスクに置いた。

「ナナが可愛過ぎてつらい」

「……さっさと仕事をしてください、社長」

　大学時代からの付き合いである久く能のうは、年下だというのにまったく遠えん慮りよがない。

　元々七なな瀬せとのことに否定的だった久能は、いまだ西園寺の暴挙をよしとしていなかった。もちろん、そんなことでようやく深まった七瀬との関係を元に戻もどそうとは思わないが、保護者の一人を自任する久能の嫌いやみは鬱うつ陶とうしい。

「休きゆう憩けい時間だ」

「それなら、黙だまって休むべきでしょう」

「休んでいるから七瀬の写真を見ていたんだよ」

　夕べ、隣で眠ねむる七瀬があまりに可愛らしく、内ない緒しよで写真を撮とってしまった。

　パソコンのデータには小学生からずっと撮りためている七瀬の写真を保存しているし、その中の選よりすぐりのものはすぐに見られるように携帯電話の中にも入れている。

　ふと、西園寺は思い出した。

「久能、お前の携帯の中にもナナの写真があったな」

　七瀬が中学生まで、運動会や学習発表会などの行事には頻ひん繁ぱんに久能も付き合っていた。母親がいなくなって西園寺と二人きりでは寂さびしいだろうと誘さそい、久能も七瀬を気に入っていたので付き合ってくれた。その時の写真が、久能の携帯電話の中にいくつも残っているはずだ。

「……消せ」

「はぁ？」

「もったいない。ナナの笑顔は俺だけのものだ」

　七瀬の笑え顔がおも泣き顔も、制服姿も半ズボン姿もすべて西園寺だけのものだ。恋こい人びとになったからには少しも他人に見せたくない。

「……お前、七瀬に引かれるぞ。もっと余よ裕ゆうを持てよ、俺に八つ当たりするな」

　言われるまでもなかった。

　保護者だったころはもちろん、恋人になったからには少しでも七瀬に格好よく思っていてもらいたい。嫉しつ妬と深ぶかいとか、心が狭せまいなどとわかり、幻げん滅めつされたくはなかった。

（八つ当たり……か）

　さすがに長く一緒にいるだけあって、久能にはバレているらしい。西園寺は珍めずらしく舌を打った。

　西園寺の不ふ機き嫌げんな理由───それは、最近七瀬と真まさ樹きが急接近しているからだ。

　七瀬にとっては血が繫つながった父親の真樹。幼いころから決められた生き方に反発を覚えていた西園寺とは違ちがい、流されるように運命に従っていた男。七瀬の母親である恵え理りと恋れん愛あい関係になってもそれは変わらなかった。

　おそらく、七瀬が生まれたことを知っていたとしても、今のように能動的に関かかわることはなかっただろう。長い年月を経て、梓あずさという伴はん侶りよを持ったからこそ変わった真樹は、唯一の子供である七瀬に興味を持った。

　ほんの数カ月前までその存在を知らなかったはずなのに、今では隙すきあらば誘いを掛かけてくる。

　先日、真樹の妻である梓の妊にん娠しんがわかった。

　二人にとって待望の第一子になるので、七瀬への興味や執着は自然と消えていくだろうと思っていた───が。

　予想に反し、真樹は今も七瀬がバイトしているカフェに通い、何かと構ってくるらしい。真樹にとっては特別な存在だった恵理の子供だということで、七瀬は別格なのかもしれないと思うと頭が痛い。

　優やさしい七瀬は父親である真樹を無下にはできず相手にしているので、物理的に西園寺と過ごす時間が減っているのだ。

　そこまで考えて西園寺は眉まゆを顰ひそめる。

「あいつはいつもいいとこどりをしていたな」

「お前ね」

　文句を続けようとした久能は、なぜか口を噤つぐんで盛大な溜ため息をついた。

「……自重してください、社長」

　言われるまでもない。










　七瀬と過ごす時間は、一分一秒でも大切だ。

　今日も西園寺は急いでマンションに帰った。

　車を降りてエレベーターに乗る。すぐに目的の階に着いてドアが開くと、西園寺は自然に肩かたから力が抜ぬける。

　今日はバイトが早上がりの七瀬は、夕食の支し度たくをして西園寺を待ってくれているはずだ。

　浮うかれているのを押し隠かくしながらインターホンを押して───十数秒後。

「お帰りなさいっ」

　愛しい七瀬が眩しい笑顔で出で迎むかえてくれた。

「ただいま」

　玄げん関かん先さきで軽くキスをすると、見下ろす七瀬の頰ほおが恥はずかし気に赤らむ。いつまでたっても初うい々ういしく慣れない様子に内心笑み崩くずれながら、西園寺は軽く背を押してリビングへと向かった。

「今日のバイトはどうだった？」

「いつもと同じ。……あ」

　不意に思い出したというような七瀬の表情に、西園寺は少し嫌な予感がする。もちろんそれを表情には出さず、何があったのか優しく促うながした。

「……今日も東とう馬まさんが来たよ」

　予想していた名前だが、西園寺にとって今最も聞きたくない名前だ。

　父親のくせに十九年も放ほうっておいて、いきなり可愛い可愛いと言い出しても何を言っているのかと言いたくなる。優しい七瀬はいつの間にか真樹の存在を許して受け入れているが、本当ならば接せつ触しよく禁止を突つき付けたいくらいなのだ。

　そんな感情を押し殺し、西園寺はさりげなく話題を変えた。

「今日の夕飯は何？」

「今日はロールキャベツにしたんだ。ベースはトマトソースなんだけど、良かった？」

「もちろん。手伝おうか？」

「出すだけだから大だい丈じよう夫ぶ。着き替がえてきて」

　まるで新しん婚こん夫ふう婦ふのような会話に頰が緩ゆるみそうになるのを抑おさえ、西園寺は部屋に戻ってスーツを脱ぬいだ。

「今日はいいだろうな」

　前回のセックスは一週間前。その後は七瀬のレポート提出日が迫せまっていたので一いつ緒しよに眠るだけだった。もちろん、愛しい身体からだを抱だきしめたまま眠るのは幸せだが、さらにその先の快感を知ってしまった今となっては、何もできない状じよう況きようは甘い拷ごう問もんでしかない。

　今朝、無事に仕上がって提出すると言っていたので、久しぶりに七瀬を抱だくことができる。当然、七瀬もそう思ってくれているはずだ。

（……余裕がないな）

　ある程度遊んできたし、若いころのようにがっつくことなどないと思っていたが、七瀬とのセックスはあっけなく西園寺の理性を飛ばしてしまう。抱けば抱くほど腕うでに馴な染じみ、さらに深い快感を得たくて、いつも七瀬が半泣きになるまで離はなすことができなかった。

　どちらかと言えば欲よくに淡たん泊ぱくな方だと思っていたのに、どうやら自分の中にも人並みに、いや、七瀬に対してだけは人並み以上の欲を持っているらしい。

　今のところ七瀬が嫌がるところまではしていないはずだが、気を緩めず用心しなければならない。この先もっと多くの人間と知り合う七瀬にとって、西園寺こそが唯ゆい一いつだと思ってもらうために、甘やかしと厳しさはもちろん、身体でも縛しばっておかなければ。

　西園寺がリビングに戻ると、ダイニングテーブルには湯気の立つ料理が並べられている。

　向かい合って席に座ると、七瀬がにっこり笑いかけてくれた。

「今日もお仕事お疲つかれさま」

「ナナも、レポートもバイトも、お疲れさま」

　いつもと変わらない温かな空気が心地ここち好よい。

　その一方で、西園寺はこの後の濃のう密みつな時間を心待ちにしていた。










　ドアを開ける小さな音に、ベッドの上で上半身を起こして読んでいた本を閉じる。

「温まった？」

「う、うん」

　別に今読みたい本ではなかったが、あまりあからさまに待っているとまだ慣れない七瀬が委縮してしまうのだ。

　七瀬はちらりと置かれた本に視線を向け、その後おずおずとベッドまで近づいてくる。

　片手を伸のばすと、一いつ瞬しゆん躊躇ためらってから握にぎられた。この一瞬の逡しゆん巡じゆんがたまらなく可愛かわいい。

　今では一緒のベッドに眠ねむるようになったが、ただ眠るのとセックスをするのとでは当然意味が違う。そのことを意識し過ぎるくらいしている七瀬のこわばりが解けるよう、西園寺は腕の中にいる風ふ呂ろ上あがりの温かな身体を抱きしめた。

「……温かいな」

「う、うん」

　頰を撫なでて顔を上げさせると、落ち着きなく視線を彷徨さまよわせている様子に笑みが零こぼれる。

　綻ほころんだままの唇くちびるで目元や鼻の頭にキスを降らせていると、気持ちよさそうに喉のどを鳴らす猫ねこのように、すりっと頰を寄せてきた。

　その表情を存分に堪たん能のうしながら、西園寺は七瀬のパジャマのボタンに手を伸ばした。

　シンプルなブルーのパジャマは、ダークグリーンの西園寺のものと色いろ違ちがいだ。先週、七瀬が新しいものを買ったからと渡わたしてくれた時、どこか照れたような表情をしていたのを思い出す。七瀬なりに恋こい人びと同士なのだからと思ってくれているのだろうが、それを指し摘てきすると恥ずかしがって本人が着なくなりそうなので、今のところ気づかないふりをしていた。

　指摘して、照れた顔を見るのはもう少し先だ。

「……ぁ……」

　差し入れた指が胸に触ふれ、七瀬が小さく声を上げる。どこもかしこも敏びん感かんな七瀬だが、ここが感じることはあまり嬉うれしくないらしい。

　女ではないのだからというのが理由のようだが、西園寺としてはもっと感度を高めたい。

　痛みにならないよう慎しん重ちように乳ち首くびを押しつぶし、捏こねて、もう一度摘つまんだ。

「あ……か、和さんっ」

「ん？」

「そ、そこ、あのっ」

　耳まで赤く染めた七瀬が、西園寺の手の動きを止めようとパジャマの袖そでを握りしめてくる。嫌いやなことはしたくないが、これはけしてそうではないはずだ。

「七瀬の可愛いところだね」

　押さえている手に力は入っておらず、西園寺はさらに乳首を刺し激げきする。腕の中の七瀬の細い身体がピクピクと跳はねた。

「で、でも……、おかしい、しっ」

「おかしくないよ。私の手で気持ち良くなってくれているんだろう？　もっと感じてほしいくらいだ」

　羞しゆう恥ち心しんで硬かたくなる七瀬は可愛いが、淫みだらに啼なく姿はもっと愛いとおしい。この身体に触れることを許された唯一の男として認められているようで、もっともっと啼かせたくなる。

　それには、もう少しだけ七瀬も快楽に素す直なおになってほしい。気持ち良くなることが悪いことではないと知ってほしかった。

「七瀬」

　耳元で囁ささやきながら、ボタンを外したパジャマを脱がせた。現れたしなやかな身体には、まだ薄うすく前回の愛あい撫ぶの痕あとが残されている。そこに指を這はわせ、もう一度くちづけをした。これで次まで鮮あざやかに肌はだに咲さいてくれるはずだ。

　くすぐったいのか、七瀬が小さく笑うのが聞こえてきた。七瀬の笑い声は何時いつ聞いても心地好い。

「……っつ」

　そのくせ、すぐにその唇をキスで塞ふさいでしまうのは、甘い唇を味わいたいからだ。

　キスを続けながらパジャマのズボンの中に手を入れると、下着を緩く押し上げているものに手が当たった。

　キスだけで勃たってしまった七瀬のペニスを下着越ごしにこすり上げながら、西園寺は片手で自身のパジャマを脱ぎ捨てた。元々適度に身体は動かしていたが、七瀬とセックスするようになってから特に身体づくりには気をつけている。歳の差があるのはどうしようもないが、身体まで歳をとっていると思われたくない。

　七瀬には、

『和さんの体力にはついていけない』

　と、ベッドの中から恨うらめし気に言われることが多いが、それこそ西園寺の理想だ。欲を言えば七瀬の方がもう少し体力をつけて、日々抑えることに必死な七瀬への愛に頻ひん繁ぱんに応こたえてもらいたいくらいだった。

　ふと、こちらを見る七瀬の視線に気づいた。普ふ段だんは真っ直すぐで純じゆん粋すいな眼まな差ざしが、熱を帯びたものに変化している。

「七瀬」

「……んっ」

　七瀬の方から首に腕を回し、唇を押し付けてくる。それに応えながら体勢を変え、ベッドにそっと押し倒たおした。

「ふ……ぁ……」

　時折ずれる唇の隙すき間まからは甘い声が漏もれる。西園寺は指を掛かけて七瀬の穿はいているズボンを引き落とし、そのまま下着ごと取り去った。

　露あらわになったペニスは既すでに勃ち上がっており、先せん端たんから溢あふれた蜜みつが竿さおを伝って垂れている。先端の感じやすい部分を親指で刺激すれば、七瀬は足のつま先まで伸ばして悶もだえた。手の中のものの勢いは増し、解放してほしいと震ふるえている。

　とても自分と同じものとは思えない、綺き麗れいな七瀬のペニス。

　西園寺は躊躇ためらいなく頭を下げ、口に含ふくんだ。

「やぁっ」

　口の中で跳ねるそれを歯で扱しごくように刺激を与あたえ、薄い下毛が生えた腹を撫でてやる。

「んぁっ……あっ！」

　間を置くことなく、西園寺の口中で七瀬はイッた。喉に叩たたきつけられるそれをゆっくりと飲み干し、まだ余よ韻いんに震えるペニスを舌で丁てい寧ねいに宥なだめた。摑つかんだ尻しりを揉もめば、口の中のものがまた緩ゆるやかに勃ち上がる。───本当に、素直で感じやすい身体からだだ。

　もう何度も身体を重ねたが、いまだ慣れない七瀬はすぐに陥かん落らくする。本人は気にしているようで先に西園寺をイかせようとしてくれるが、これはもう経験の差なのでしかたがないだろう。むしろ、七瀬に主導権を握られる方が情けない。

「ふぁ……ぁ……」

　西園寺は口からペニスを解放し、七瀬の顔を見つめた。蕩とろけきった表情を確かめながら、先走りの液が垂れた尻の狭はざ間まに指を滑すべらせる。射精したものを飲んでしまったので、濡ぬれが足りなかった。

　手を伸ばしてローションを取った西園寺は、たっぷりと掌てのひらにそれを載のせて七瀬の秘ひ奥おうを愛撫する。

　七瀬とセックスするようになってから、西園寺は男同士のセックスをかなり勉強した。七瀬が傷つくことはもちろんしたくなかったし、それ以上に気持ち良くしたいと思ったからだ。

　そのかいあってか、初めての夜こそ七瀬はペニスを愛撫してしかイけなかったが、数回もすれば中で感じることを覚えた。痛みもほぼなくなったようで、苦痛の声を聞くこともない。

　もちろん、七瀬の中はいつもきつくて狭せまい。それでも、自分の愛撫でゆっくり解ほどけていくのは、西園寺の独どく占せん欲よくをしごく満足させた。

「あっやっ」

　蕾つぼみも、そしてシーツも、ローションと愛液で見る間に濡れていく。

　時間をかけ、中に入れた指を三本目まで含むと、七瀬がせがむように名前を呼んでくれる。

「か、和さん……っ」

「七瀬」

「も、いっ」

　必死に促うながされ、指を引き抜ぬく。僅わずかに綻んだそこからローションが零れ落ちるのを見ながら、蓋ふたをするように己おのれのペニスを押し当てた。

「あ……あっ」

　七瀬の顔の横に片かた肘ひじを突つき、体重を乗せ過ぎないようにゆっくりと腰こしを押し進める。しがみついてくる手が背中に爪つめを立てるが、甘い痛みは欲よく情じようを高めるだけだ。

「……っつ」

　狭い蕾が、凶きよう悪あくなペニスを徐じよ々じよに飲み込んでいく。その様子はいっそ感動的で、毎回のように、受け入れてくれる七瀬の愛情の深さに胸を震わせた。

「……うぁっ」

　やがて一番太い個か所しよが入り込むと、次は長い竿の部分をゆっくり埋うずめていく。押し出されたローションが、まだ入りきらない竿を濡らした。

「……七瀬」

「う……んっ」

　すべてが入った時には、七瀬も西園寺も汗あせを滲にじませていた。唇くちびるを引き結んでいた七瀬はそれを解き、何度も呼吸を整えている。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「う、ん」

　本来受け入れることがない場所にあんなものを入れているのだ、苦しくないわけがない。毎回慣らすのにさえあれほどの時間を掛けているので、西園寺はけして消えることがない七瀬の負担を理解している。

　それでも、七瀬が欲しかった。毎日でも身体を重ねたいほど、七瀬に溺おぼれている。

　引き合うように唇を重ね、西園寺は緩やかに律動を開始した。

「ふ……あっ、んぁっ」

　七瀬もぎこちなくそれに合わせて腰を動かし始める。

「ナナ……七瀬っ」

　気持ち良くてたまらない。七瀬を気き遣づかってやりたいのに、いつの間にか自分の快感を追ってしまっている。

　やがて二つの動きはシンクロして、西園寺のものはさらに七瀬の奥深くを侵しん略りやくし始める。二人の腹にこすられた七瀬のペニスも、また固く張りつめてきた。

　そして。

「！」

　先に七瀬が射精した。西園寺の腹を濡らし、そのまま自身の下か肢しも汚よごす。

　イッた拍ひよう子しにペニスを強くひき絞しぼられ、西園寺は奥歯を嚙かみ締しめて最初の波に堪たえた。もう少しだけ七瀬の中を味わっていたかった。

　だが、強い収縮に耐たえられたのも僅かで、西園寺も最後の時がきた。何度も強く内ない壁へきをこすり上げ、その最さい奥おうを突いた時にようやく精を吐はき出す。

「……っつ」

　蠢うごめく中はさらにペニスを包み込んできて、西園寺は余韻を楽しむようにゆっくりと腰を動かした。その刺し激げきで吐き出したものが少しずつ、結合している個所から漏れているようだ。

「……ふぅ……」

　西園寺がイッたことで七瀬も安心したのか、弛し緩かんした身体がベッドに沈しずんでいる。腹や下肢は白はく濁だくで汚れ、全身がほのかに赤く染まっていた。

　無防備なその姿を見ているうちに、まだ七瀬の中に入れたままのものが再びゆっくりと勃ち上がってくる。

「……え……」

　気づいた七瀬も、茫ぼう然ぜんとしていた。しかたないと、西園寺は艶つやっぽく笑えんでみせる。

「もう少し、付き合ってくれるね」

「え……お、俺、もう……」

　体力のない七瀬は情けない表情で縋すがるように見てくるが、それが西園寺をさらに煽あおっているということに気づいていないらしい。

「大丈夫、ただ可愛かわいがるだけだから」

「か、和さんっ」

　もちろん、七瀬も一いつ緒しよに感じてもらわなければ意味がない。隅すみ々ずみまで知り尽つくした身体の弱い部分を刺激しながら、西園寺は徐々に律動を速めていく。

「愛している、七瀬」

　免めん罪ざい符ふのように囁ささやいて、嚙みつくようなキスを仕し掛かけた。

「あぁんっ」

　強ごう引いんに高められる身体に焦あせる七瀬の声を聞きながら、西園寺は再び愛いとしい身体を貪むさぼり始める。

　食くらい尽くしはしないので、もう少しだけ付き合ってもらった。










　セックスの翌日。

　当然のように朝食当番は西園寺だ。これ以上なく上じよう機き嫌げんな西園寺は気力精力とも満ち溢れていて、甲か斐い甲が斐いしく七瀬の世話をやく。

　抱だきつぶされた格好の七瀬は久しぶりに腰が立たない様子で、西園寺は激しく遠えん慮りよされながらも抱き上げてダイニングまで運んだ。

　濃のう厚こうなセックスの翌朝なので、明るいダイニングにいてもにじむ色気が表情に表れている。

「……俺、運動部に入ろうかな」

　七瀬の呟つぶやきを聞き咎とがめ、コーヒーカップを差し出しながら尋たずねた。

「どうして？　勉強とバイトで忙いそがしいだろう？」

「でも……なんか、和さんに負けてばかりで……」

　セックスをした翌朝、高確率で足腰が立たないことを情けなく思っているらしい。だが、西園寺にすれば今以上に七瀬との時間が削けずられるのは許容できない。

　ただ、一方的に否定しても、七瀬は同じことをまた言い出すだろう。だとしたら、別の方法を提示すればよかった。

「一緒にジムに行こうか？」

　それは少し前から考えていたことだ。

「ジム？」

「週二回、私が行っている時に付き合ってくれたらいいんじゃないかな？」

「ジムかぁ……部活よりちゃんと鍛きたえられるかも」

　どうやら好こう感かん触しよくらしい。

「さっそく、ウェアや靴くつを買いに行こうか。今日の夕方、待ち合わせしよう」

　ちゃんとした口実でデートできそうで、西園寺も上機嫌になる。

　きっと、七瀬は気づいていない。西園寺の体力に合わせて身体からだを鍛えるつもりでも、同じように西園寺が運動すればその差が縮まることはないことを。

（どのくらい長く楽しめるようになるかな）

　西園寺は機嫌が直った七瀬を見つめた。




　今日もまた、眩まぶしいほど七瀬が可愛い。








ｅｎｄ










あとがき






　こんにちは、ｃｈｉ‐ｃｏです。今回は「義父パパがぼくに甘すぎます」を手にとっていただいてありがとうございます。

　今回は表題の通り、義父と息子むすこの話。やはり大人の男はいいですね。もちろん、若く暴走するタイプもいいのですが、私の好みは今回のパパのような、包容力があり、受けの成長を見守りつつ、独どく占せん欲よくもしっかりとある、あ、もちろんそこに経済力もあればなお良い（笑）な人がベストです。

　本編終了後には、思う存分西園寺視点の話を書かせてもらいました。西園寺がどれほど七瀬のことを好きなのか、七瀬には見せられない煩はん悶もんを楽しんでもらえたらと思います。

　イラストを描かいてくださったのは、再びの陵みささぎクミコ先生です。

　何回かご一緒させていただいているので、完全に信しん頼らいしきっておりました。その通り、上がってきたラフ画は頭の中の二人そのもので、思わずニヤけてしまったほどです。

　登場する皆みんなの幸せを願いつつ、どうか最後までお楽しみください。
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